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だから僕は、Ｈができない。５


死神と失われた王家
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　序章　あらたなかいかん










「ホゥッ………………」


　加か賀が良りよう介すけは思わず吐と息いきを漏もらしてしまった。


「あふん」


　また吐息が漏れる。そんな良介をメイドさん二人が気持ち悪いものを見るような目で、見下ろしている。


　その視線がまた、なんだかゾクゾクする。


　そう、良介は今っ──新たなステージに立とうとしていたのだ。


（なんていうか、その、可愛かわいいメイドさんに拘こう束そくされるのって……とっても興奮するんですけど！）


　良介は、自分の体に掛かかっている負荷を感じつつ、心の中でニヤァと笑えみを浮うかべた。


　自分の状じよう況きようを思い起こすと、メイドさんによって組くみ伏ふせられてベッドにうつぶせ状態だ。そのメイドさんは、良介が動かないようにそのまま背中にまたがっている。そして、二人目のメイドさんが、良介の両りよう腕うでをもしっかりと押さえ付けていた。


　二人のメイドさんによって、がっちりと良介は拘束されているのだ。


　ワクワクとゾクゾクとビクビクが、どんどん良介の中で広がっていく。


　だってメイドさんですよ？　黒地のワンピースでスカート部分は横に広がり、足首辺りまでの長さがあるオーソドックスなメイド服だ。裾すそからちょっと見えるレースのフリルと、ストッキングと思われる白い足首がステキだ。


　もちろん白いエプロンに白いカチューシャも付いている。


　まさにメイドさんだ。


　そんなメイドさんが背中に乗ってくれて、体重という名の存在をお尻しりから伝えてくれているのだ。


　なんかこう、来る。ゾクゾクしちゃう。


「あらあら？」


　顔にゾクゾク感がにじみ出たらしい。ネグリジェ姿の巨きよ乳にゆうの女性が、不思議そうな顔をした。


「危険ですから近づかないで下さい」


　良介の背中にまたがった凜り々りしいメイドさんが、落ち着いた声で言う。


　彼女のお尻の肉厚と体温が背中に伝わって、ジワジワと『嬉うれしい』が全身に広がっていく。そうするとまた良介の顔はにやけてしまう。


「……夜よ這ばいに来る変態だけあって相当だな。しかも、こっちの手には誰だれかのパンツ握にぎってるし」


　両腕を押さえている背の高いメイドさんが呻うめく。


「最近の変態さんは、かなりの高スペックなのねぇ」


　ネグリジェ姿の女性が、頰ほおに左手を当てて小首を傾かしげた。


「とにかく、暴れないように拘束致いたします。ヒルド、この変態の両腕を折り曲げて」


　良介は抵てい抗こうすることなく、ヒルドと呼ばれたメイドのなすがままにされる。だって痛いのいやだし、


（美み菜なを助けに来たって……聞いてもらわないと）


　という大前提があるのだ。スケベ心とは違ちがう、良介の理性はそのことを忘れてはいなかった。


　結果、両腕を背中で交差させる格好になる。


　この先、何をされるんだろう？　と、待っていると、


　ガチャリ。


　背中で腕を交差させたまま手首に手て錠じようを掛けられてしまった。


（メイドさんに手錠まで掛けられたのか……完全に拘束プレイじゃないかっ）


　滅めつ多たに味わえない刺し激げきに、感動が良介の身を包んだ。この刺激を俺は忘れない！　そう固く決意していると、ヒルドという背の高いメイドさんが、失礼なことを口にした。


「う[image: ]、コイツ……ニヤニヤしているぞ。暴れたりしないだろうな？」


　良介は、似つかわしくない真しん剣けんな顔で振ふり返る。


「失礼なっ。俺は確かに変態でエッチだ。でもな、自分の趣しゆ味み嗜し好こうを人に押し付けたり、実際に女の子に手を出すような変態じゃないぞ！」


「そ、そうなのか？」


　ヒルドが、思わず聞き返してきたので、とびきりの笑顔で良介は頷うなずいた。


「ヒルド、真に受けないで」


　凜々しいメイドさんがたしなめる。


「でもウルス、そう極ごく悪あくそうな顔してないぞ？」


　ヒルドが言うと、ウルスという名らしい凜々しいメイドさんが平然とした顔で首を左右に振った。


「性犯罪者は優やさしい顔で女を騙だますものだ」
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「待て、待て待て、だから俺は性犯罪者じゃないって。妄もう想そうするし、色々されて喜ぶちょっとエッチな男なのは認めるが、実際に女の子に手を出すような危ない変態じゃないっ。そう、謂いわば安全な変態だぞ！」


　良介は顔を引ひき締しめて抗こう議ぎした。そうとも、女の子は宝物だ。それを傷つけるような真ま似ねは絶対にしない。むしろ、女の子の役に立ちたい。守りたい。それこそが良介のポリシーだ。そこだけは否定させない。


　そして何より、今は早く解放してもらって美菜を捜さがしに行きたいのだ。


「その言葉を信用するわけにはいきません。そもそもアルメイア様に夜よ這ばいを掛けたのは、貴方あなた自身ではないですか」


「アルメイア様？」


　ウルスの言葉に、良介は首を傾げる。


「知らないとは言わせません。アルメイア・レストール様、当レストール家の主あるじです」


「初めましてぇ、変態さん」


　ネグリジェ姿（巨乳）の女性が、ゆっくりと頭を下げた。つられて良介も、拘束された状態のまま小さく頭を下げて、気が付いた。


「……レストール？」


「はい、レストールですけれどぉ」


「ええと、もしかしてリサラの関係者の方？」


「関係者もなにも、リサラちゃんは私の娘むすめですけれど？」


「………………」


　目の前の巨乳の女性がリサラの母親？


　あり得ない。


　それはあり得ない！


　アルメイアと名乗った女性の外見は、髪かみは少し赤みを帯びていて、スラリとした鼻筋に垂れ気味の目元、厚ぼったい唇くちびるをした色っぽい大人のお姉様だ。ただ、その表情や仕草は全ぜん般ぱん的に幼さが残っていて、時折少女のようにも見える。


　確かに赤みを帯びた髪、スラリとした鼻筋などリサラと似ているところは多い。


　ただリサラにあるキツさは、アルメイアからは感じられなかった。


　それにリサラの母親の年ねん齢れいには、とても見えない。


　ちょっと年上で包容力のあるお姉様って感じなのだ。


「何より……」


　良介が呟つぶやく。


「何よりだ」


「はぁ、何よりなんでしょうか？」


「おかしいじゃないか！」


　叫さけんだ。悲しみのあまり、良介は悲痛な声で叫んだ。


「Ｆ級でふんわり温かくて、揉もみごたえも柔やわらかくて極上なおっぱいっ！」


「あらまぁ」


　恥はずかしそうにアルメイアが両頰を押さえる。


「その娘のリサラのおっぱい……いやなさ過ぎておっぱいじゃない、ただの胸だ。娘の胸がああまで真っ平らで何も無くて、成長性の欠片かけらも感じられない控ひかえめすぎるほど控えめな貧ひん乳にゆうだなんてっ、あんまりにもリサラが可哀かわい想そうじゃないかぁぁぁぁぁぁぁ！」


　今、万感の思いを込めて良介は涙なみだした。


　あまりにも不幸。


　あまりにも格差。


　こんな不当な事が許されるのだろうか！　と。


「あら、リサラちゃん」


　アルメイアの呟きに、良介は顔を上げる。


　リサラ・レストールが立っていた。


　長くサラサラの赤い髪、すっきりと整った顔、スラリと伸のびた手足、キュッと締まったウエスト、小こ振ぶりのお尻、誰がどう言おうとも極上の美少女だった。


　そう、ツルンぺったんな胸をのぞいては……。


「よ、よお」


　良介が声を上げる。だが答えは返ってこない。


　リサラは、俯うつむき拳こぶしを握りしめてワナワナと震ふるえているだけだ。


「おい、あの……ええと、リサラさん？」


　良介がそう言うと、いきなりリサラが顔を上げた。


「べ、別に私は気にしてないわよ。胸なんて大きければ肩かたがこるし、重いし、運動の邪じや魔まだし、必要ないものじゃないの。私は全然気にしてないわよ」


　髪をかき上げて、リサラが言い切る。


「ええ、気にしてないわよ」


　リサラの声のトーンが、幾いく分ぶん上がり始めたような……。


「気にしてないったら、気にしてないわよっ」


　またまた言った。絶対、声のトーンが上がってる。


「いやあの、その、俺が悪かった」


　拘こう束そくされたまま良介が、ベッドに額ひたいを押し当てて謝る。


　すると、ドスドスと足音が聞こえてきて、ボスンッとリサラがベッドに飛び込んだ。そして良介の眼前に自分の顔を突つき出して叫ぶ。


「胸のことなんて、気にしてないって言ってんでしょうがっ、ホントにホントなんだからね！」


　ちょっと涙目だった。


　その潤うるんだ瞳ひとみを、真っ正面から見返しつつ良介はゆっくりと口を開いた。


「リサラ」


「何よっ」


「俺が悪かった」


「だから気にしてないって──な、なによ」


　抗弁しようとするリサラに、良介は拘束されたままズリズリと近づく。


　鼻と鼻とがくっつきそうな距きよ離りだ。


「確かにお前の胸はない。でもな、多くの女の子を見てきた、妄想してきた俺が断言する。リサラ、お前は可愛かわいいし綺き麗れいだ。胸がなくても極上の美少女だ。この俺のエッチな魂たましいに懸かけて保証してやる」


　断言した。素す直なおに思っていることだった。リサラを傷つけた以上、素直に思っていることを伝えることが、良介に出来る精せい一いつ杯ぱいの誠意のはずだ。


　ただそう言ってから、ちょっと恥ずかしくなる。てか、かなり恥ずかしくなってきて、良介は誤ご魔ま化かすように笑った。


「ま、まぁほら、あはははは、俺はエロ介すけだからさ。うん、女の子を見る目は結構確かなんだと思うわけだよ、うん……ええ、リサラ？」


　反応が皆かい無むなのだ。目の前でリサラは、ただ赤い顔で固まっているだけだ。


「おーい、リサラ？」


「えっ!?」


　驚おどろいた声をリサラが上げる。ビクッと体が震えて、


　チョンッ。


　リサラの鼻先が、良介の鼻先に触ふれてしまった。


「…………お、おおう」


　良介は驚きつつ顔を離はなすと、


「あっ……」


　リサラが視線で良介を追う。


「な、なんだよ」


「え？　ええと、その、何でもないわよ、ええ、なんでもない」


　ぎこちなく視線を泳がせながら、リサラが立ち上がった。


　そして、膝ひざ立だちのまままた固まる。よく固まるヤツだ……。


「伯お母ば様、ヒルド、賭かけはキュールの勝ちでいいですわよね」


　栗くり色いろのフワフワとした髪を持つ、可愛らしい少女──キュール・ゼリアが、いつの間に部屋に来たのか、苦笑しながらソファーに座っていた。その足あし下もとで、良介の飼い犬であるカエサルが大きな欠伸あくびをする。


「なんだ、あのままキスまで行くと思ったのに」


　ヒルドが、がっかりだと頭かぶりを振り、スコーンをキュールの前に恭うやうやしく置く。


「そもそもリサラお嬢じよう様がキスをなさるとか、そういったことを賭けの対象にしては……」


　赤い顔で抗議するウルスに、ヒルドが「固いこと言うなって」と苦笑した。


　母親のアルメイアといえば、残念そうな顔をしつつキュールに自分の分のスコーンを渡わたした。


「もうっ、奥手奥手と思っていたけれど、リサラちゃんはホントに奥手なんだからぁ」


「ふっふっふ、リサラお姉様にそんな度胸があるわけありませんわ。キス出来ないに賭けたキュールの一人勝ちですわね」


　肩をすくめながら笑うキュールの声を聞きつつ、リサラが良介を睨にらんだ。


「え、おい、あの、俺が悪いのか？」


「[image: ]っ、[image: ]っ……なんでもいいから、良介が悪いのよ────！」


　枕まくらを持ったリサラが叫ぶ。


「そんな無体な──もがっ!?」


　目をギュッと閉じたリサラが、枕を叩たたき込んでくる。


「もげっ、もがっ、やめ、やめろっ、俺は両りよう腕うでを拘束されてて……もげっ、枕でもその、結構痛いってばっ！」


「[image: ][image: ]──────、何も聞きたくないのよっ！」


「聞いて────っ、もがっ、もげっ、そこは聞いてくれ───っ」


　良介は、ボコボコと枕で叩かれ続けたのだった……。






　一章　いわれなき罪










「リサラ、ここがお前の実家ってのは分かった」


　ソファーに座った良りよう介すけは一度息を吐はいてから、自分を落ち着けるようにゆっくりと部屋の中を見回した。さっきまで良介が押さえ付けられ、リサラに枕まくらでボコボコ殴なぐられていたフカフカベッドは、お姫ひめ様が眠ねむるような天てん蓋がい付きの豪ごう勢せいなものだ。


　いや豪勢なのはベッドだけではなく、座っているソファーも革張りで、前にある机もそこかしこに丁てい寧ねいな装そう飾しよくが施ほどこされていた。


　メイド漫まん画がか何かに出てきそうな、ロココ風で調ととのえられた貴族の部屋のようだ。


「で、どうしてすぐに美み菜なを捜さがしに行っちゃいけないんだよっ」


　視線をリサラに戻もどし、苛いら立だたしげに良介は言葉を吐いた。


　もう良介は拘束されていない。


　リサラに数分間枕で叩かれた後、良介はキュールによる簡単な説明で変態性犯罪者から客人にランクアップしていた。おかげでソファーに座らされて、紅茶まで出してもらっている。


　だが、そんなことよりも美菜のことだった。


　大おお倉くら美菜、良介の幼おさな馴な染じみだ。


　桃もも園ぞの学園でもトップランクの巨きよ乳にゆうを誇ほこる眼鏡を掛けた女の子で、結構な人気がある。もっとも良介にとっては妹みたいなもので、あまり異性とは認にん識しき出来ない存在でもあった。


　その美菜が、良介を死神界におびき寄せるために誘ゆう拐かいされたのだ。


　しかも良介の目の前でだ。


「俺は美菜を助け出すためにわざわざ死神界に来たんだ。それがどうしてすぐに行動しちゃいけないってんだよ」


　良介がリサラにまくし立てる。


　側そばで背筋を伸ばして立っているウルスとヒルドが、眉まゆをひそめて良介を見る。レストール家の令れい嬢じようであるリサラへの言動に対する文句なのだろうが、そんなことにまで良介には気が回らない。


「待って、ちょっと待ってよ、良介」


　リサラが言葉だけではなく、良介に両手の平を見せて全身で待てと伝えてくる。


「いい、ここは死神界なのよ。人間界じゃないの」


「そんなこと分かってる」


「だったら、ここにはここのルールがあることをまず分かって」


「ルールだ？」


「そう、ルール。まず良介に術式を掛ける必要があるの」


　良介が「余計なことはいらない」と口を開こうとすると、そんな心情を予想していたリサラが一気に言葉を繫つないだ。


「人間界に強制送そう還かんされたいの？」


「え？」


「私達死神が、人間界に存在し続けるために術式《存在ボドウライス》を使っているのと同じよ。霊れい的に強い存在である人間、つまり良介、貴方あなたはこの死神界では侵しん入にゆう者、異物なのよ。その拒きよ否ひ反応を消してあげないと、貴方はこの世界に居続けることは出来ないわ」


　そういえば、そんなことを以前に聞いた気がする。無機物や、霊的に存在が弱い野菜とか動物は問題なく持ち込めるが、人間や一部の動物は霊的存在が強いからこの世界に弾はじかれるのだと。


「思い出してくれたようね。もうカエサルには《存在ボドウライス》を施したわ。さすがに犬の中の犬、英えい雄ゆうの名を持つだけあって彼は二日に一度は《存在ボドウライス》を必要としたけれど──私の見立てでは……」


　リサラが、慰なぐさめるように良介の肩かたをぽんぽんと叩いた。


「な、なんだよっ」


「良介は、三日に一度で充じゆう分ぶんみたいね」


「…………知ってる。ああ、知ってるよ。俺はカエサルみたいに、町内雌めす犬アンケート抱だかれたい犬ナンバーワンじゃないし、雄おす犬が見られただけで道を空ける存在じゃない。モテたことはないし、チンピラにカツアゲ食らったことだってある……そう怖こわい人が来たら道を空ける側の人間だ。ああ、知ってる……知ってるさ」


　対とい面めんに座るキュールの足あし下もとで、カエサルがフワァァァと欠伸あくびをしやがった……。


「とにかく、まずは《存在ボドウライス》を施すわよ」


「お、おう……頼たのむ」


　リサラが良介の頭の上に手を置き、目を閉じて唱える。


「《存在ボドウライス》」


　ボウッと一いつ瞬しゆん光の膜まくが良介の体を包み込み──それだけだった。


「これだけ？」


「ええ、これだけよ。ずっと昔から使われてきた術式だからね、無む駄だは徹てつ底てい的に省かれてるし、安定もしてるのよ」


「そんなもんか……まぁいい、とにかくこれで美菜を──」


　リサラが、良介の言葉を封ふうじるように、その口の前で右人差し指を一本だけ「シーッ」と立てた。


「まだそれは早いわ。今、良介が死神界に居続けられるようにしたけれど、それだけで美菜を見つけられるわけじゃないわ」


「────」


　人差し指を更さらに近づけてくる。ちょっとだけリサラの指が唇くちびるに触れて、ドギマギしてしまう。リサラは天然なんだろうけど……。


「美菜がどこの誰だれにさらわれたのか、良介には分かってるの？　ガルダーブロウグの一味がさらったってことしか分からないでしょう。その一味が誰で、どこにいるのか、それが分からないでどうやって美菜を助けるわけ？」


　反論が全く出来ない。


「良介がガルダーブロウグと戦って勝った後に、美菜は突とつ然ぜん現れた死神達に誘拐されたけれど、その死神は複数居たわ。いい、複数よ。場所が分かったとしても、そんな相手に私と良介だけで乗り込んで、美菜を助け出せると思うわけ？」


　全くもってその通りで、良介は力なく「思えない」と首を左右に振った。


「うん。分かってくれて嬉うれしいわ」


　ようやくリサラの指が、良介の口から離はなれる。


「でもよ、それだったらどうするんだよ。どうすれば美菜を助け出せるって言うんだ」


　そう言う良介に、リサラが優やさしく笑う。


「安心して、良介。私だって美菜のことが心配で堪たまらないわ。早く美菜を助け出してあげたい。そう思ってる。そのために私は出来るだけのことをするし、利用出来るものは何だって利用する気なの。だから──」


　リサラが言葉を区切って、彼女の前に座って呑のん気きに紅茶を飲んでいる、母親アルメイアを見つめた。


「死神界への転移先を私の実家レストール家にしたのよ。つまり、美菜を助け出すために、レストール家の力を利用するの」


　力強くリサラが言う。その言葉を聞いたアルメイアが、ティーカップを机に置いて微笑ほほえんだ。


「ようやく、二人のお話は終わったようねぇ。でもリサラちゃん、レストールの力を使うのなら、私にもちゃんと事情を説明はしてもらうわよぉ。その上で、私だって判断するわ」


「ええ、当然です」


　リサラがしっかりと頷うなずく。


「そうね、まず……キュールちゃんの説明で聞いたけれど、リサラちゃん、貴方が《存在ボドウライス》とか術式を使う霊れい力りよくを得るために、隣となりの良介さんの生きる力に《折れた剣けんグラム》を刺さしたのは本当なのぉ？」


「ええ、本当です、お母様。ついでに言えば、キュールもカエサルの魂たましいに刺した《龍りゆう殺しの剣リジル》から霊力を得ています」


　その言葉を聞いて、アルメイアがまじまじと良介を見つめた。彼女はまだネグリジェ姿だが、一応ストールを羽織ってはくれた。それでもその大きな胸に目が行ってしまう。美菜が心配でも、どうしても反応してしまう良介のスケベ心だった……。


「思い切ったことをしたものねぇ。《リジル》はまだしも、あの暴あばれん坊ぼうの《グラム》を刺して、生きる力から直接霊力を吸い取るなんてぇ……」


　アルメイアが、感心とも呆あきれたとも取れるような呟つぶやきをしつつ、紅茶を口にした。そしてゆっくりとティーカップを置くと、リサラの顔を幾いく分ぶん顔を引ひき締しめて見る。


「で、ガルダーブロウグって聞こえたけれど……それは、あのメイズ・ガルダーブロウグのことなのかしらぁ？」


　リサラが頷いた。


「彼は危険過ぎる存在だよぉ。かつてレストール家を裏切り、我が家が代々受うけ継ついできた《旧ふるき五つ》の一つ《テュルフィング》を盗ぬすみ出し、死神界と人間界の秩ちつ序じよを壊こわそうとする犯罪者──」


《旧き五つ》とは、良介に刺さっている《グラム》、カエサルの《リジル》、ガルダーブロウグが持つ《テュルフィング》など、世界が再生される前から伝わるとされる強大な力を持つ武器のことだ。


「しかも第六十九スタンザに列する、死神界でも屈くつ指しの力と頭脳を持つ死神だわぁ」


　スタンザ──特別な功績や強大な力を持った死神だけに与あたえられる名めい誉よ称しよう号ごうだ。一から百まで位階があるスタンザは、数が少なければ少ないほど名誉とされる。


　だが、永世の称号、つまり死後も名は残る。


　その結果、一つの位階に六名まで名を連ねることが出来るものの、スタンザは現在ではほとんど埋うまってしまっていた。


　その数少ない席を与えられている死神、それがガルダーブロウグだった。


「そのガルダーブロウグが人間界に潜ひそんでいたことも驚おどろきだけどぉ、どうして彼と接せつ触しよくしたのか、その辺りのことを教えてもらえないかしらぁ」


　アルメイアの質問に、リサラは一度目を閉じて考え……そして息を吐はいた。


「分かりました、全部白状します。お母様に届けた、私が人間界に留とどまる理由──古いにしえの術式の研究のためって、あれは噓うそなんです。私はキュールが持ってきた特異者の情報を信じて、抜ぬけ駆けで特異者と契けい約やくするために人間界に行ったんです。特異者との契約は、死神にとって名誉ですから、私のレストール家後こう継けい者の地位も安あん泰たいになるって思って」


　その言葉に良介は、ちょっとした感かん慨がいにふけった。


　そもそもリサラが人間界に来た日、捨てられた犬のように雨に濡ぬれていた彼女に傘かさを差し出さなければ、良介は今、死神界にいるなんてことはなかったはずだ。いや、人間が死神界に行くなんてことはほとんど聞いたことがない以上、一生来ることはなかったかもしれない。それに色々と問題はあってもリサラは美少女だ。こんな美少女と話ができて、あげくに一いつ緒しよに住んだり、お弁当作ってもらったり、良介にはまさに絶対に縁えんがないはずのことだ。それがある。そういう意味ではもの凄すごい幸運だ。そう思って良介は、感謝の意味を込こめた視線を隣に座るリサラに送った。


「なによ？」


　キョトンと見返してきたリサラを見て良介は、いや待てよと思い直す。リサラと出会わなければ、何かというと生きる力を吸われて、エッチな妄もう想そうが出来なくなるなんてことはなかったはずだ。良介は、やっぱりリサラを見る視線を非難に変えた。


「なんだか文句がありそうね」


　リサラがジロリと良介を見つめる。


「あるとも。心当たりは？」


「ないわね」


　きっぱりと断言しやがった。


「お前ってヤツは……」


「ええと、良介さんの家に居い候そうろうをしてるのはキュールちゃんに聞いたけどぉ、どうやら仲良くやってるみたいねぇ。安心したわぁ」


　二人の様子を見て、アルメイアが満足そうに頷く。


「どこが仲が良いんですかっ。今まさに険悪になってます！」


「リサラの言う通りだ。俺は、俺は……コイツのおかげで」


「なによ！」


「なんだよ！」


　リサラと良介の視線が、火花を散らす。


「ほらぁ、仲が良い」


　ニコニコとアルメイアが微笑む。なんかもう何を言っても無駄な気がしてきた……。


「まぁいいわ。それで、特異者は見つかったのかしらぁ？」


　リサラが、良介から視線を外して力なく首を左右に振ふった。


「いいえ。キュールがゼリア家から得た情報は、元々はメルロー人生保障から得たものだったんですけど……見つかってません。メルローが下級とはいえ死神を特異者がいるらしい桃園学園に派は遣けんしてるので、噓ではないと思ったんですが……」


　ちなみに派遣している死神は、四級死神パオイ・マルベックだ。良介達の通かよう桃園学園で臨時講師をしている。


「その特異者の捜そう索さく中に、ガルダーブロウグと接触したんです。彼は、何な故ぜか桃園学園で定期的に革命──死神界と人間界の秩ちつ序じよ破は壊かいのための術式の実験と、霊力強ごう奪だつをしていたみたいです」


　しかも女の子のおっぱいの先から霊力を搾しぼり取る、最低最悪の術式だった……。


「その時はガルダーブロウグと良介が《グラム》を覚かく醒せいさせて撃げき退たいしたんです」


「《グラム》を覚醒っ!?」


　アルメイアが、息を呑のんで驚いた。その後、少し呼吸を整えてから、頭を小さく振る。


「しかもあのガルダーブロウグを撃退……いいえ、それは後で聞くわぁ。まずは全部説明してちょうだいね」


「ええ。その時にガルダーブロウグは、良介の魂に何か秘密があると思ったみたいで……美菜──良介の幼おさな馴な染じみの大倉美菜を人ひと質じちにしたんです。そして、良介の魂を調べて、その時に何か摑つかんだみたいでした」


「摑んだって、良介さんの魂の秘密を？」


「ええ、私にはよく分からないんですけれど……。ただその後、他の死神が現れて美菜をこの死神界にさらったんです」


「どうして死神界にさらったって分かったのぉ？」


　アルメイアの疑問に、リサラではなく良介が答える。なぜならあの時、直接に聞いたのは良介なのだ。


「ガルダーブロウグが言ったんですよ。この誘ゆう拐かいは自分がしたことじゃないが、間ま違ちがいなく死神界に俺をおびき寄せるためだって。そして、あいつは美菜の安全は誇ほこりに懸かけて守るって」


「他ほかには何か言ってた？」


　そうアルメイアに聞かれて、良介は数秒記き憶おくを探さぐり……思い出した。


「俺の魂には《旧き五つ》に匹ひつ敵てきする何かが……とか言ってたような」


　それは敗やぶれたガルダーブロウグが強制転移される瞬しゆん間かんだった。


「なるほどねぇ……。うん、少し事情は分かってきたわぁ」


　アルメイアが満足そうに頷いた。


「まずリサラちゃん。私に相談してくれれば、かなりのサポートは出来たはずなのよぉ？」


　拗すねたようにアルメイアが、唇くちびるを尖とがらせる。その言葉にリサラは、シュンとなりながら、ボソボソと抗こう弁べんした。


「でも、特異者の契約者の選定はお母様にも自由にならないと思って……」


「ええ、リサラちゃんの言う通りよぉ。私はレストール家当主ではなくて、あくまでも当主代行。だからあまり勝手なことは出来ないわねぇ」


「当主……代行？」


　良介が呟くと、アルメイアが苦笑いを浮うかべた。


「私はレストール家に外からお嫁よめ入いりしたのよぉ」


「ええと、本来はレストール家の死神じゃないってことですか？」


「そうなのよぉ。リサラちゃんが幼い頃ころに死んでしまったお父さん、つまり私の夫がレストール家本家の死神で当主だったのよぉ」


　アルメイアがあまり明るくない話を、あっけらかんと伝えてくる。


「で、夫が死んじゃった後、そのお父さん、つまりリサラちゃんのお祖じ父い様が、当主に復帰してたんだけど……ま、ちょっと前に死んじゃったのよねぇ」


　少し困った表情をアルメイアが浮かべた。


「私と夫の子供は、リサラちゃん一人なのよぉ。つまり本家の死神は、今はリサラちゃんたった一人……でもリサラちゃんは一級死神になったばかりでしょぉ」


「若いからまだ跡あとは継げない？」


　良介がそう答えると、アルメイアが笑え顔がおで正解と答えた。


「だから、リサラちゃんがもっと大きく立派になるまで、私が当主の代行をしているわけぇ。ただねぇ」


　フゥとアルメイアが息を吐いた。


「レストール家の当主って、ほとんど男の人なの。女の人がなった例もなくはないけど、ごく僅わずかなのよぉ。だから、リサラちゃんが跡を継ぐことそのものに反対な方も、まぁ結構いるのよねぇ」


「……リサラ、お前も意外に苦労してるのな」


　良介に言われて、リサラが肩かたをすくめて答えた。


「本来は跡継ぎ候補にもならない親しん戚せき達が、当主の座を狙ねらってるのよ。ちなみにお父様には妹しかいないから、本家筋に男は一人もいないしね」


「ん、そういやキュールはリサラの従い姉と妹こだったよな？」


「あら、良介さんにしては鋭するどいんですわね」


　良介の疑問にキュールが、紅茶を置いて笑った。


「キュールのお母様が、リサラお姉様のお父様の妹ですわ。ね、キュールが当主を狙っても不思議じゃないでしょう？」


「キュール、貴方あなたまで」


「ふふふ」


　リサラの視線に、キュールは一度良介を見てから意味深な笑いを返すだけだ。その仕草をリサラは、ちょっと不思議そうに見つめ返してから、また話を戻もどした。


「とにかく、お母様は当主代行なのよ。だから基本は、レストール家の上層部を説得しないと物事は決められないってわけ」


「しかし、どっかの王族みたいに面めん倒どうな家だな」


　良介がそう感想を漏もらすと、リサラが顔を背そむけた。そんなリサラを、アルメイアが驚いた顔で見る。


「あら、リサラちゃん。もしかしてレストール家のこととか死神界のこととか、説明してないの？」


「え、ええと、その名門とだけで、死神界のことはほとんど何も」


　ばつが悪そうに、リサラが人差し指で頰ほおを搔かく。その仕草からリサラが、良介に何かを隠かくしていたことがはっきりと分かった。


「どういうことなんですか？」


「うーん、そうね……死神界全体の説明になっちゃうんだけど。うん、良介さんの魂たましいにも関かかわることだし説明しましょうかぁ」


　アルメイアの言葉に、良介とリサラが同時に「え？」と声を上げる。


「良介さんが人間界で教わった死神の知識って、どの程度のものかしら？」


「ええと、死神界では人間の霊れい力りよくをエネルギーとして集めてる……とか」


「ええ。死神は霊力を持ってないから、人間が死ぬ時に発生する霊力の塊かたまり《ライフジュエル》を集めて、それをスピリットマネーとしてエネルギーにも、通貨にも使ってるわねぇ。そして《ライフジュエル》は、幸せな人生を送った方が純度が高くなる。だから死神は人間と契約──死神契約を行って、死後《ライフジュエル》を貰もらう代わりにその人生が幸さち多くなるように、サポートを行う。とか、教わったんじゃないかしらねぇ」


「ああ、そんな感じです。あとは、そのために死神達の相そう互ご補助集団死神組織があるとか。通常は死神一人につき十人から二十人の人間が契けい約やくを結んでる、とか……」


「それだけ？　リサラちゃんから他に何も聞いてないのかしらぁ」


「ああっと、リサラからは特異者っていう一人で千人万人分の霊力を持つ人間がいて、死神はそういった人間とは一対一の専属契約を結んで、徹てつ底てい的なサポートをするとかかなぁ。メルロー人生保障のイリアも、リサラと同じように特異者を狙ってたみたいだけど……あ、そうそう、死神の試験には胸の大きさも採点されるって」


　思い出し思い出ししながら良介が言うと、露ろ骨こつにリサラが嫌いやな顔をした。


「……イリアのは、偽にせ乳ちちだったじゃないの」


「そうそう、お前に勝って首席になるために偽乳の術式を編み出したんだよ。実際は……うん、まぁすっごく残念なおっぱいだった」


「ほとんど私と同じ大きさなんだけど……」


　ジト目で見られて、良介は素す直なおに「ごめんなさい」と頭を下げた。


「ふんっ」


「うーん、説明を続けてもいいかしらぁ」


　アルメイアが苦笑する。


「今の良介さんの説明で、大体は問題ないわぁ。つまり、霊力を持っていない死神が、霊力を持っている人間から霊力を貰ってるわけねぇ。そういう意味では、死神と人間は表ひよう裏り一体だと思わない？」


「表裏一体、ですか？」


　アルメイアの言葉が、良介にはよく分からない。


「死神は霊力を術式という形で使えるでしょぉ。でも霊力はない。でも人間は霊力があるけど、術式は使えない。人間は霊力を死神に与あたえて、死神は貰った霊力で術式を使って人間をサポートする。互たがいに補完しあってるじゃない」


「なるほど……言われてみれば」


「でもね、その相互補完の輪の外にいる存在も、実はいるのよぉ。で、その存在こそが、フフ、さっき良介さんの口から出てきた、王族なのよねぇ」


「え、じゃぁ……死神界って王様がいるんで？」


　完全に初耳だ。死神のことは授業で教わるが、良介はかなり不ふ真ま面じ目めに聞いているとはいえ、絶対にこれは聞いたことはないはずだ。


「ええ、極ごく々ごく一部の人間しか知らないはずねぇ。何しろ王族は、死神界でも特とく殊しゆというか、異い端たんというか……うーん、普ふ通つうじゃないのよぉ」


「輪の外、ですか？」


「そうそう。王族の男子はね──何な故ぜか男子だけなんだけどぉ、死神にも拘かかわらず魂に霊力があるのよぉ。つまり、人間から霊力を貰わなくても、自分の霊力で術式を使えるってわけぇ。ね、相互補完の輪の外でしょう？」


　そう言われて、良介は急に思い出した。


　ガルダーブロウグとの戦いにおいて良介は、自分の魂に刺ささっているわけでもない《リジル》に霊力を注いで、剣けんの力を使った。それを見たガルダーブロウグが驚おどろいたのだ。


　どうして人間の良介が、死神のようにリジルに霊力を注ぎ込めるのか、まるで死神のように霊力を使うことが出来るのか、と。


（え……ってことは、もしかして俺ってば王族なんじゃね？　あれ、霊力一いつ般ぱん人以下ってリサラには言われたけど、もしかして俺って実は凄すごいんじゃね？）


　そうとしか思えない。


　サヨウナラ、昨日までの凡ぼん人じん生活！


　コンニチハ、今日からのヒーロー生活！


　グッと拳こぶしを、良介は嬉うれしさで握にぎりしめた。


「どうしたの？」


　アルメイアに問われて、良介は興奮と共に《リジル》の一件を説明した。


「うんうん、やっぱりねぇ。良介さんが《グラム》を覚かく醒せいさせて、ガルダーブロウグがその魂に《旧ふるき五つ》に匹敵する何かがって言ったのでしょう。そんな気はしてたわぁ」


「じゃ、じゃぁ俺、もしかして王族？　え、実は俺ってば凄いヤツ？」


　良介が叫ぶ。


　リサラとキュールが「まさかっ」と顔を見合わせる。


　そしてアルメイアが、首を左右に振った。


「あれ？」


「王族なんだけどぉ、随ずい分ぶんと前に途と絶だえてるのよぉ」


「あれ？」


「末まつ裔えいが一人いたのだけど、まぁこの人が女性にだらしなくてだらしなくて仕方のない問題児でねぇ。レストール家で預かっていたのだけど……逃にげ出しちゃったのよねぇ」


　ハァとアルメイアがため息を吐つく。


「しかもその時に、レストール家に伝わる秘宝の一つ《ファヴニール》を盗ぬすみ出したのよねぇ。両方とももう随分と長い間、行方ゆくえ不明だわぁ」


「いやでもほら、さらにその末裔とか」


　必死に食らいついてみた。みたが……。


「うーん、でも良介さんは特異者ではなかったのでしょう？」


　アルメイアの言葉に、リサラが頷うなずく。


「調べた結果、霊力は一万五千程度しか……」


　ちなみに通常の人間は三万前後。特異者になると一千万や億の単位にいくらしい。


「ほらねぇ。王族なら最低でも特異者レベルはあるはずだものぉ」


　アルメイアにそう言われて、良介はがっくりとうなだれた。


　サヨウナラ、夢のヒーロー生活……あまりにも儚はかない期待だった。


「でもお母様、だったら良介の魂は何だって言うんです？」


　リサラが聞くと、アルメイアが待ってましたと笑った。


「《ファヴニール》よぉ。良介さんの魂に《ファヴニール》が眠ねむっている。つまりガルダーブロウグは、そう思ったんじゃないかしらぁ」


「ええと、その《ファヴニール》ってなんすか？」


「《旧き五つ》と同じで、レストール家が王家から受うけ継ついだ秘宝の一つねぇ。世界が再生する前から、ずっと伝わっているって言われているわぁ。そして《ファヴニール》は、魅み入いられた者を強大な力を持つ龍りゆうに変える、莫ばく大だいな霊力を秘めた秘宝なのよぉ」


　言われて良介は、自分の胸を押さえた。


　そんなものが自分の魂に眠っているかもしれない。自分自身が凄いとかならまだしも、見たこともない知らないものが、自分の中に埋うめ込まれてると思うと、やっぱりなんとも言えず気味が悪い。


「でもお母様、良介は特に龍とかそんなのには……ケダモノにはなりますけど」


　リサラが横の良介を、チラリと見る。


「良介さんが《ファヴニール》を使ってるんじゃなくて、魂に封ふう印いんされてるだけじゃないかしらねぇ。どういった経けい緯いでそうなったかは、私も興味あるけれど……」


　アルメイアが、人差し指を唇くちびるに当てて考え込む。


「じゃぁ《グラム》を覚醒させたりしたのは生きる力、良介の場合はエ……コホン、エッチな刺し激げきで暴走したわけじゃないって言うんですか？」


　リサラが、少し顔を赤らめて聞く。


「生きる力が震ふるえて、《ファヴニール》の霊力が一部漏れたんじゃないかしらぁ。ちょっと漏れただけでも、もの凄い霊力量のはずだし」


　と、キュールが手を挙げた。


「ええと、でしたらでしたら……とりあえず、良介さんの魂から《ファヴニール》を取り出すべきなのでは？　だってガルダーブロウグが狙ねらってるんですのよ」


「……そう簡単には出来ないわねぇ。人間の魂から一部を取り出すなんて、埋め込んだ本人が人間と同意の下もとで行うか、余よ程ほどの技術がある死神にしか出来ない芸当よ。そう、ガルダーブロウグとかかしらねぇ」


「レストール家に、そういった死神はいないんですか？」


　良介の疑問に、アルメイアが力なく首を横に振ふる。


「居るけれど、使えないってことねぇ。《ファヴニール》の力は、本当に強大なんですの。もしそれが良介さんの魂にあると分かれば、無理矢理にでも抜ぬき取って自分のものにしかねないほどにねぇ」


　その指し摘てきに、良介はゴクリと息を呑のんだ。


「もちろんレストール家には、傘さん下かに魂に関する技術を持つ死神も居るわよぉ。でも、信用して任せられる死神は、今はいないのよぉ。なぜなら、きっと《ファヴニール》の力を得て、自分が当主に名乗りをあげようって方達ばっかりだものねぇ」


「うう、そうなるとしばらく放置か……俺の魂」


　良介は、もう一度自分の胸を押さえた。


　気持ち悪い。でも、とも思う。


　その《ファヴニール》とやらが《グラム》を覚醒させてくれていたのなら、そいつのおかげで今まで何度も助けられたってことだ。


　そう思うと、ちょっと感謝の気持ちもわいてくる。


　そんなことを考えていた良介の姿が、悩なやんでいるとでも思われたらしい。アルメイアが申し訳なさそうに頭を下げてくれる。


「ごめんなさいねぇ」


「あ、いえ……」


「準王家っていっても当主代行に過ぎない私だと、ほとんど力がないのよぉ」


「…………準、王家？」


「ああ、そうだったわね。ほとんど説明を受けてないんですものねぇ」


　アルメイアが「あらいけない」と、顔の前で両手を合わせた。


「人間界でも王様がいれば爵しやく位いとかあるでしょ。レストール家もその爵位があるのよ」


　なるほどと良介は頷く。


「キュールちゃんのゼリア家は侯爵で、レストール家は準王家なの」


「準？」


「そうなのよぉ。元々、王家とは濃こい親しん戚せき筋の家なのよぉ、レストール家は。だからまぁ王家を監かん視しするような家なのよね。おかげで王位が色々あって空位になった後、大切な秘宝なんかはレストール家が授さずかったわけよぉ。《旧き五つ》とか《ファヴニール》とかね」


「え、ってことは……もしかしてリサラのヤツ、こう見えて王女様？」


　チラリと横のリサラを見ると、むすっとした顔をした。


「こう見えては余計よ」


「フフフ、そうなのよぉ」


　頷いたアルメイアが「あっ」と声を上げて、リサラの顔をまじまじと見た。


「もしかしてリサラちゃん、王女様って身構えられるのが嫌いやで、良介さんに説明しなかったのかしらぁ」


「そ、そんなわけっ」


　リサラが否定しようと叫さけぶが、アルメイアは聞いちゃいない。


「あらあら、悪いことしちゃったわねぇ」


　嬉しそうに笑う。そんなアルメイアにリサラは「ハァ」とため息を吐いて、


「別にその……説明を忘れていただけです」


　何か諦あきらめた顔で答えた。


「一つ聞いていいすか？」


　良介が授業中のように手を挙げた。


「何かしら？」


「親戚関係なら、準王家が王様になったりしないんで？」


　アルメイアが苦く笑しようした。


「さっきも言ったでしょぉ。王族は自分で霊れい力りよくを持つ特とく殊しゆな死神だって。つまり、死神界の王にはぁ、自分で霊力を持つ死神じゃないとなれないのよぉ。玉座が受け入れてはくれないわぁ。だからずっと空位のままってわけぇ」


「なるほど……」


　死神界も色々と複雑なことになっているらしい。


　と、隣となりでリサラが両手の平を天てん井じように向けて、体を伸のばした。


「ま───……んっ、ふぅ、だから、私としては爵位なんてもう意味ないと思ってるのよ」


「なんで？」


　良介が聞くと、リサラが当たり前じゃないと睨にらんでくる。


「叙じよ任にんしてくれた王様がいないのよ？　そんなもの、もう意味ないわ。ま、せっかく貰もらった爵位とか捨てるのももったいないってことで、みんなそのまま名乗っているだけよ。普ふ段だんはあまり使わない感じかしらね。だから、別に私は良介に身構えられるのが嫌で説明しなかったんじゃなくて、単に必要ないから説明しなかっただけよ。分かった？」


　どうやら最後の念押しがメインだったらしい。


「分かったって、分かったからそう睨むなよ」


「別に睨んだりしてないわよ」


　間ま違ちがいなく良介を睨んでいた視線を外して、リサラがまた話しだす。


「ただほら、一応準王家って格があるでしょ。だからレストール家が、自然と死神界のとりまとめ役みたいな感じになっているのは確かね。おかげでレストール家の当主の座も狙われてるというか、色々と一ひと筋すじ縄なわではいかないのよ」


「権力争いってヤツか？」


「まぁ、そこまで露ろ骨こつではないけれどね」


　そう言ってリサラがハァと肩かたを落とす。


「ただまぁ、下へ手たな死神に渡わたすわけにはいかないでしょ。所属してる死神は多いし、この死神界の安定にはレストール家の力が必要なんだしね」


「それで、当主になろうってわけか」


「まあね。一応、私は本家の直系だから、それが一番まとまりが良いはずなのよ。たとえばキュールとかが当主になれば、他ほかの親戚筋が自分達も！　って思っちゃうでしょ」


　このリサラの言葉にキュールが「むー」と唇を尖とがらせた。


「責任感強いのな、リサラ」


　そう素す直なおに感心した良介に、リサラが決まり悪そうに答える。


「そ、それほどでもないわよ。ただほら、そう言われて育ってきたしね」


「なるほどなぁ」


「でも実際、当主の座に色気を見せはじめてる親戚もいるのよ。おかげで当主代行のお母様の言葉だけじゃ、何も決まらないの。上層部の同意がないとね」


　リサラの言葉に、アルメイアが頷うなずく。それを見た良介の口調が、どうしても切せつ迫ぱくしたものになってしまう。


「え、でも……それじゃ美菜の救出はどうすんだよ。俺はそもそもすぐにでも美菜を捜さがしに行きたいんだぞ。それをレストール家の力を使わせてもらうからって理由で、リサラが止めたんじゃないか。それがお前、レストール家が動けないっていうんじゃ意味ないだろ、なぁ」


「全部使えないわけじゃないわよ。それに、お願いすればキュールのゼリア家だって協力してくれるはずだわ」


「……なーんか頼たよりない気がしてきたぞ」


　思わずぼやいてしまう良介だ。


「フフフ、ねえ皆みなさん」


　アルメイアが、いきなり全員を呼んだ。


「《雷神の雹テイールハガル》を皆さんは知ってるかしら？」


　当然良介は知らない。カエサルだって当然知らない。


「なんですの、それ」


　キュールも知らないらしい。さすがにリサラは知っていたらしく、思い出すように口にする。


「《雷神の雹テイールハガル》……確かテログループだとか」


「そうね。死神学校で教えるのはその程度でしょうね。その正体と危険性を知っているのは、上層部の死神くらいかしらねぇ」


　アルメイアが、言葉の内容とは裏腹に呑のん気きそうに言う。


「《雷神の雹テイールハガル》は秘密結社なのよぉ。最近、色々と組織だって動いているみたいでねぇ。ちょっと問題になってきてるの。何しろ目的が、今の死神界と人間界の関係を壊こわして、死神が人間の上に立つ世界を作り出すことなのよねぇ」


「それって、ガルダーブロウグが言っていた目的と同じなんじゃ……」


　確かに言っていた。


　人間は、死神にとって霊力を搾しぼる家か畜ちくに過ぎないと。


「その通り、彼は《雷神の雹テイールハガル》の有力幹部なのよぉ」


　あっさりとアルメイアが、重要なことを言う。


「えっ……そ、その《雷神の雹テイールハガル》がどうかしたんですか？」


　リサラがさすがに顔を引ひき締しめて聞く。


「簡単な話よぉ。ガルダーブロウグだけではなく、複数の死神が動いていたってことは《雷神の雹テイールハガル》が関かん与よしてるはずだわぁ。そして《雷神の雹テイールハガル》と関係がありそうな所に、大倉美菜さんはきっと誘ゆう拐かいされている。そうは思わない？」


「あっ、そうか……なるほどっ」


　良介は思わず立ち上がった。そしてアルメイアを凝ぎよう視しする。


「もしかして、もう見当が付いているんですか！」


「あらあら、そう慌あわてないでねぇ」


「そう言われたって！」


「幾いくつか思い当たる所はあるわぁ。でも、すぐには無理よぉ」


　良介の心中を察するように、アルメイアが言ってくる。


「焦あせる気持ちは本当によく分かるわぁ。でも、少し、ほんの少しだけ私に時間をちょうだい。私が振ふるえる力の範はん囲いで、きっとどうにか出来ると思うからぁ」


　そう言ってアルメイアが深々と頭を下げた。


　そんなことをされて、これ以上何か言えるわけがない。


　少し冷静になればすぐに分かる。そもそも勝手に押しかけて、勝手なお願いをしているのは良介の方なのだ。


　なのに、アルメイアは嫌な顔一つ見せずに協力してくれる。


　頭を下げるのは、良介の方だった。


「いえ、俺の方こそ……我が儘ままを言ってすみません。どうか、お願いします。美菜を助け出すために協力して下さい」


　改めて、良介はちゃんとお願いをした。


　その姿を見たアルメイアが微笑ほほえむ。


「リサラちゃんの気持ち、ちょっと分かるわねぇ」


「お母様？」


　怪け訝げんそうな表情を浮うかべたリサラに、アルメイアが「いーえなんでも」と首を振った。


「ただ《ファヴニール》を魂たましいに持っている人間だなんて、面おも白しろい子を捕つかまえたのねぇって思ったのよぉ」


「別に捕まえたわけじゃ……」


　リサラは、ブツブツと小声で文句を言うだけだ。


「そうですわ、《ファヴニール》が……良介さん」


　そんな中でキュールが呼んだので良介が顔を上げると、


「…………」


　なんかボーッと人の顔を見ている。


「なんだよ、キュール？」


「…………」


　まだボーッとしている。


「おーい？」


「え……お、おわっ」


　なんだかキュールが慌てた。その慌てように、当然みんなの視線も集まる。


「あ、いえその……ええと、ほら、あれですわ、あれ」


　何が言いたいのかさっぱり分からない。


「つまり……あっ……ほら、良介さんの中に《ファヴニール》があるわけでしょ。で、そんな良介さんとキュールが結ばれ……じゃない、契けい約やくしちゃえば、ええとその、ほらほら当主の座なんてあっという間ですわ！」


　ドンッとキュールが机を叩たたく。


「お前ってば、まだ狙ねらってたのか？」


　良介がそう言うと、キュールが不ふ機き嫌げんそうな顔で答えた。


「ええ、ええ、狙ってますとも！」


「貴方あなたねぇ。今は美菜のことで手て一いつ杯ぱいなんだから、そーいう野心を持ち出さないでよね」


「…………お姉様には、ふんっ、一歩リードしてるお姉様には分からない精神的葛かつ藤とうですわ！」


　何故か怒おこるキュールだった。


　その様子に、良介もリサラも小首を傾かしげてしまう。


「あらあらまぁ」


　アルメイアは、その様子を見てニコニコと笑った。ひとしきり笑って満足すると、メイドのウルスとヒルドに何やら指示を出す。


「良介さん、今からウルスとヒルドに客室を用意させますので、今夜はそこで休んで下さいねぇ」


「え、あ、はい」


　頷くが、美菜の事が気がかりで、ちゃんと眠ねむれる自信はあまりない。


「フフ、良介さん平気ですわ」


　アルメイアが、良介を落ち着かせるようににっこりと微笑んだ。


「絶対に、大倉美菜さんは助けられますわ」


　その包容力のある笑えみと言葉は、良介の心を少し落ち着かせてくれるのだった。





　　　　※　　　※　　　※





「豪ごう勢せいな部屋だな……」


　良介は案内された個室を見回して、思わず呟つぶやいた。


「通常の客室ですけれど」


　ウルスがそう言うが、良介の目にはとても通常の客室には見えない。


　そもそも広さが二十畳じようはありそうだ。ベッドは、さっきまで居たアルメイアの部屋のよりは簡素だが、それでもマットレスの厚さが一メートルはありそうで、こっちにも天てん蓋がいが付いている。床ゆかは毛足の長いフカフカの絨じゆう毯たんで、これが布ふ団とんでもおかしくない感かん触しよくだ。


　しかも天てん井じようにはシャンデリアだ。


　映画やテレビで見た、十九世紀のイギリス貴族が住むみたいな部屋だった。


　良介がそう感心していると、静かに奥の扉とびらが開いてヒルドが出てきた。


「え、一部屋じゃないんだ」


　驚おどろいた良介に、ウルスが不思議そうな顔をする。


「バスとトイレをどうするつもりだったのですか？」


　その答えを聞きつつ、良介は実感した。ああ、確かに準王家というだけあって、ここは貴族の家なのだ、と。


「バスの準備は整っている。寝ね間ま着きなどもあるので、好きに使ってくれ」


　ヒルドが近づいてきて、説明する。


「あ、ああ」


「良介様、もし何かご用があればこのベルをお鳴らし下さい」


　ウルスがテーブルの上にあるベルを指し示した。


　テーブルといっても良介の家にあるようなものではない。ソファーの高さに合わせたもので、脚あしにもしっかり装そう飾しよくがあり、彫ほり込みがされたガラス板のテーブルだった。


「何か他に質問はおありでしょうか？」


　ウルスに言われて、良介はぐるっと部屋を見み渡わたす。とにかくどの調度品も豪ごう華かな装飾があった。もっとも華美すぎることはなく、部屋全体の調和はしっかりと取れている。


　窓は一つで、開いているのかヒラヒラと薄うすいレースのカーテンが舞まっていた。吹ふいてくる風は、湿しつ気けこそあまりないもののやや暑い。死神界と東京の季節は、どうやらほぼ同じらしい。


「ええと、エアコン的なものってある？」


　必要ないとも思ったが、良介は一応聞いてみた。


「エアコンですか？」


　意味が分からない、ウルスがそういった顔をする。ウルスだけではなく、ヒルドも同じ顔だ。


　なるほど、死神界にエアコンはないらしい。というか、確かに電気器具は一つも見かけない。死神界のエネルギーが霊れい力りよくである以上、当然と言えば当然ではあった。


「ええと、部屋を涼すずしくする装置なんだけど」


「ああ、空調のことですね。それならご安心下さい」


　ウルスが目配せをすると、ヒルドが静かに窓を閉めた。


「これで、自動的に空調が行われます。このレストール邸ていの中は全すべて空調が利きいておりますが、窓がある部屋は開けると切れるようになっております」


「な、なるほど」


「もし、人間界の常識と死神界との違いで分からないことがある場合は、まことに申し訳ないのですがリサラお嬢じよう様か、キュール様、アルメイア様にお聞き下さい」


「なんで？」


「私達はリサラお嬢様のようなルーンマスターとは違ちがい、死神学校には通かよっておりません。ですので、人間界のことをあまり承知しておりません」


「ルーンマスター？」


　聞き慣れない言葉だ。


「術式を自みずから使える死神のことです」


「え、ええと、でも死神は誰だれでも術式が……ええと」


　良介が訳が分からずに混乱していると、部屋の入り口からアルメイアの声が響ひびいた。


「一いつ般ぱんの死神は、道具に編み込まれた術式しか使えないんですのよぉ」


「アルメイアさん？」


「一つ確かく認にんし忘れたことがあったものでぇ」


　ニコニコしながらアルメイアが入ってくる。そして、ポスンと何な故ぜかベッドに座った。隣となりをぽんぽんと叩くのは、ここに座れと良介を誘さそっているのだろう。


「あの、どういうことですか？」


　仕方なく隣に座って、アルメイアに顔を向ける。


「──っ！」


　間近で見るアルメイアのおっぱいは、やっぱり凄すごかった。谷間が凄い。柔やわらかそう。しかも何故か、さっきは羽織っていたストールがなくてネグリジェだけだ。


　刺し激げきが強すぎて、良介は慌あわてて顔を背そむけてしまった。そしてチラリとやっぱり見る。


　そんな様子にアルメイアは微笑むと、話しだした。


「人間も電気を直接は操あやつれないでしょぉ。電気の力で道具を動かしてるわよねぇ」


「ええ」


「一般の死神も同じなんですわぁ。術式が編み込まれた道具に霊力を注ぐことで、その恩おん恵けいにあずかっているの。ただ『ルーンマスター』と呼ばれる一部の死神は違うのぉ。たいていは、死神学校に通ったり卒業した死神だけど、彼らだけは術式を単独で発動させて霊力の恩恵にあずかることが出来るってわけぇ」


「なるほど……。リサラ達は、実は死神の中でも選ばれた連中だったのか」


「基本的には死神は、全員ルーンマスターになれる素質はあるのだけどぉ、それでもやっぱり才能の差はあるわよねぇ。なによりしっかり勉強する努力が必要になるわねぇ。あ、そうそう、私だって一級死神なのよぉ」


　そう言って、アルメイアが何故か体を寄せてくる。


「あ、あのアルメイアさん、そのあの、ちょーっと体が近いかなぁって」


　必死に目を逸そらすが、どうしてもチラチラとそのグレートキャニオンみたいな谷間に目がいってしまう良介だ。


「ねぇ良介さん」


　益ます々ます寄ってきながらアルメイアが良介を呼ぶ。


「は、はいっ！」


「エッチな刺激が良介さんの生きる力なのよねぇ？」


「そ、そうでありますっ」


「あんまり刺激が強すぎると、あの《グラム》が覚かく醒せいするんでしょぉ」


「はいっ、エッチな刺激でしちゃいます！」


　さっきの話だと興奮しすぎた魂たましいが震ふるえて、《ファヴニール》の霊力が漏もれ出すおかげらしい。


「それって、どんな姿なのかしらぁ」


　アルメイアがおねだりするような仕草で、クルクルと指先を当てて良介の胸むな元もとを弄いじりだす。


「ど、どんなってあのええと」


「太いのぉ？」


「太いです！」


　何故か叫さけんでしまう良介です。


「すっごく硬かたい？」


「硬いです！」


「逞たくましいのかしらぁ」


「そ、そう自分では思います！」


「フフフ、久々に私……見てみたいかもぉ[image: ]」


　アルメイアが色っぽく笑うと、フワリと香こう水すいの香りが良介の鼻び孔こうに満ちてくる。


　未亡人の爆ばく発はつしそうな色気が満開で、良介はカチコチに固まってしまう。心も体も、あとあっちもそっちもっ。


「いやあの、俺はほら、美菜を助けるために……え、えっと、今は来てるので、こ、こんな嬉うれしい……じゃない、緊きん張ちよう感ないことはちょっと！」


「ふふふ、そんなに緊張しないでいいのよぉ？　ちょーっと私が、良介さんのエッチな刺激で反応しちゃう姿を、久々にお目に掛かかりたいだけなんですからぁ」


「え、ええと《グラム》の話じゃっ、あ、あの、ちょっと待って、え、あれ、うわぁぁぁ、今は、今はだめぇぇぇぇぇっ!!」


　ボフンッ。


　アルメイアの腕うでが良介に絡からみ、諸もろ共ともベッドに押おし倒たおされてしまった。


　熱く熱く魂が震える。


　ネグリジェに包まれた柔らかいおっぱいが、胸元に押し付けられて──良介のエッチな魂が瞬またたく間に臨界点を突とつ破ぱしていく。


「ふ、ふぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」


「あらあら、まぁまぁ、こんなに逞しくしちゃって……フフ[image: ]」


　気が付けば、いつの間にかウルス達メイドさんは部屋から消えていた……。





　　　　※　　　※　　　※





「何かしら？」


　叫び声のようなものを聞いた気がして、リサラはベッドから身を起こした。


「なんだか嫌いやな気配よね……」


　リサラは眉まゆをひそめると、ベッドから抜ぬけ出す。


　久しぶりに帰ってきたレストール家の屋や敷しきのベッドは、リサラにはやっぱり寝ね心地ごこちが良くてすぐに深い眠ねむりに落ちる、はずだった。


　自分でも分からないが、目が冴さえてしまっているのだ。


「様子を見に行った方がよさそうね」


　苺いちご柄がらのパジャマ姿のままリサラは廊ろう下かに出た。自然と足は、良介にあてがわれた部屋へと向かう。


　死神界屈くつ指しの名門であるレストール家の屋敷は広い。広大と言ってもいい。メイドとはぐれて迷子になる客人も少なくないほどだ。


　ただレストール家の身内が暮らすプライベートスペースは、そのごく一部だった。良介にあてがわれた部屋は、そのスペースの中にあった。必然、そう遠くはないし、生まれ育った家だけにリサラは目を瞑つぶっても行ける自信があった。


「……あれよ、良介が気になるとかじゃなくて、問題を起こすとしたら良介な気がするってだけよ、だけ」


　厚い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた廊下を早足で歩きつつ、リサラがブツブツと誰に言うでもなく呟つぶやいていると、


「いちいち言い訳をしないでも、いいと思うんですけれど」


　いきなり背後から声を掛けられた。


「キュ、キュール!?」


　振ふり返ると、そこにはキュールの姿があった。


「こんな時間に何をしてますの？」


「何って……ええと、貴方あなたも悲鳴みたいなのを聞いたんでしょ？」


　リサラの言葉を聞いて、キュールが「えっ？」と疑問の声を上げる。


「違うの？」


「ええ、違いますわ。ちょっと自分の考えをまとめるために、庭を散歩してきたんですけど」


　言われてみれば、キュールは寝ね間ま着きではなく私服だった。寝間着から着き替がえて、庭を散歩してきたのだろう。


「自分の考え？」


「ええ。やっぱりお姉様と同じ立場にどこかでなるべきだって、そんな結論でしたわ」


「……何を言ってるのか、さっぱりなんだけど」


「あら、そうですの？　ま、それならそれで構いませんわ」


　キュールの言っていることが、さっぱり分からないリサラだった。


「まあいいわ。貴方は悲鳴を聞いてないのね」


　リサラの確認に、キュールがコクンと頷うなずく。


「変ね、私は聞こえた気がしたんだけど……」


「どこから聞こえたんですの？」


「ええと、良介が泊とまってる客室だけど」


　客室の方向を見ながらキュールが「うーん」と唸うなり、手をうった。


「そういえば、アルメイアの伯お母ば様がそっちに行くのを見かけましたわ」


「お母様が？」


「ええ」


「もしかして良介のヤツっ、お、お、お母様にっ！」


　リサラの脳裏に、良介のエッチな魂が暴走する様子が即そく座ざに浮うかぶ。妄もう想そうが爆発してケダモノと化す姿がだ。


「まさか、いくら良介さんでもそこまでケダモノじゃ……」


　キュールがそう否定した瞬しゆん間かんだ。


「ああぁぁぁ、そ、それ握にぎったらぁぁっ、アルメイアさん、だめぇぇ！」


　良介のあられもない悲鳴が響ひびいた。


　その瞬間、リサラとキュールは顔を見合わせ──すぐに良介の部屋へとダッシュを始めたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　それはあっという間の出来事だった。


　気が付いた時にはもう、良介の視界には天てん蓋がいが映うつり、アルメイアが良介の上にまたがっていた。経験の差とでもいうのだろうか、ベッドの上に仰あお向むけに寝転ばされて、アルメイアの目にソレをさらしてしまう。


　しかも、握らないで下さい！　と叫んだお願いなんてアルメイアは気にも留めてくれず、その豊かすぎる胸を揺ゆらしながらしっかりと握ってしまう。


「あらあらまぁまぁ良介さんってば、見かけによらず凄いんですのね。もうこんなにドクンドクンしちゃってますよぉ[image: ]」




[image: ]


　アルメイアが、まじまじと見つめながらソレをその細い指先でニギニギと握りしめた。


　ドクンッ。


　体のウチが熱くなってくる。


　そもそも、下から見上げるアルメイアの胸が圧巻なのだ。上から見るのとはまた違ちがう、下から見上げるその胸は、重力で柔やわらかく歪ゆがんでいて、今にも良介の顔に覆おおい被かぶさってきそうな迫はく力りよくだった。


　まさに夢いっぱいで夢おっぱい。


　そんなことを思うだけで、ドクンドクンと脈打ってしまうのだ。


　そんな良介の様子を見てアルメイアは色っぽく微笑ほほえむと、さらに強く握りしめてくる。


「ウフフフ[image: ]　これは私が思っていたよりも、中ではもっともっと大きくなってそうよねぇ……」


　ゴクリとアルメイアが生なま唾つばを飲み込む。


「ちょ、ちょっと何を考えてるんですっ。ソ、ソレは出したら危ないっていうか！」


「あら、私を甘く見ないで欲しいですわぁ。あの子達、フフ、リサラちゃん達とは経験が違うのよぉ？」


　そう言いながらアルメイアが、引きずり出すように手を動かす。要するに良介の制止なんて端はなから聞く気はないのだ。


「さぁて、どんな姿になってるか私が確かく認にんしてあげますよぉ。フフフ、本当に久々に目にするんですもの。楽しみだわぁ」


　楽しそうにアルメイアが呟く。


「だ、だめですってばぁぁぁ、あっ、ああぁぁ、も、もおぉぉぉぉぉぉ！」


　そう良介が泣いた時だ。


　バタンッと扉とびらが開いて、リサラとキュールが部屋に飛び込んできた。


「良いところにっ！」


　すがるように良介は二人を見る。


　が、リサラもキュールも、二人して硬こう直ちよくしてた……。


　ベッドの上に仰向けに寝た良介の上に、アルメイアがまたがってゴソゴソと手を動かしているのだ。どう思われたのかは、すぐに理解出来た。


　まぁ確かに、エッチな行こう為いをしていたとしか見えない気はする。


「二人とも違うんだっ、これは違うんだってっ。俺は、俺は何も悪くない！」


　そう叫さけんでも、硬直した二人の耳には届かない。むしろその隙すきに、アルメイアが一気に攻こう勢せいを掛けてきた。しかも何な故ぜか赤ちゃん言葉で……。


「あらあら、そんな強ごう情じよう張らなくてもいいんでちゅのよぉ。ほらぁ、大きくなって窮きゆう屈くつでちょう。お外にコンニチハちまちょうねぇ」


「やめてー、俺にはまだ赤ちゃんプレイは早いのぉぉぉぉぉ」


　そう良介が叫んだ時だ。キュールの呪じゆ縛ばくが解けた。


「伯母様っ、キュールの良介さんに何をしていますの！」


　そのキュールの言葉で、リサラがピクッと眉を跳はねさせる。即座にキュールを睨にらむ。


「キュールの良介ってどういうことよ！」


「あら、いけない。つい」


「ついってどういうことよっ。ついで、なんでキュールの良介になるわけ！」


　リサラが、目を三角にしてキュールに食ってかかる。そんなリサラから逃にげるように、キュールが良介とアルメイアを指さした。


「それより早くどうにかしないと、お姉様は良介さんのことを『お父さん』って呼ぶ羽目になりそうなんですけれど……」


　ギギッとリサラが油の切れた歯車のように鈍にぶくぎこちなく、ベッドに顔を向ける。


　リサラの視界では、やや前まえ屈かがみになったアルメイアが良介の何かを握っているところだった。


　何を握っているのだろう。改めてリサラはそう考えて──


　ボンッ。


　真っ赤っか。


「お、お姉様？」


「ま、まさか本当に……え、でも、そのあの……え、ええと、二人とも何をしてるのよぉぉぉぉ！」


　リサラが走りだす。でもその、もし本当にそうだったらと思うと怖こわくて、目はしっかり閉じて走る。


「キャンッ！」


　リサラの突とつ進しんで、アルメイアが良介の上からベッドに倒れた。


「リ、リサラ!?」


「人のお母様に手を出すなんて、こ、このエロ介すけぇぇぇぇぇっ」


　リサラが、バンッと良介の胸むな元もとに手を下ろす。


「げほぉっ!?」


「《グラム》よ、《折れた剣けんグラム》よ。リサラ・レストールの名において目覚めなさい」


　リサラが、いきなり叫ぶ。


「ちょ、ちょっと待てっ、俺は何もっ、てかされた方っていうか、そもそも何もエッチなことは──」


「問答無用！」


「そんなぁぁぁぁ」


「《グラム》、さっさと霊れい力りよくを寄よ越こしなさい！」


　カァァァァと良介の魂たましいが熱くなる。魂の奥底がドクドクと脈打ち、大切な、大切な何かが突つき刺ささっている《グラム》に吸い取られていく。


　それは生きる力だ。


　人間が生きていく上で、その根源となる最も大きな欲望。


　良介にとってそれはエッチな魂だった。エッチへの欲望だった。


　それが《グラム》に吸われ、霊力に変へん換かんされてリサラへと渡わたっていく。


　あとは、エッチへの欲望を失い、全すべてが虚むなしくなった、枯かれ果てた良介が残るだけだった……。


「はふぅ～」


　良介は静かな目で天蓋を見上げた。何というか、もうどうでもいいや。リサラに言い訳するのも面めん倒どうだった。


「ふんっ」


「あのぉ、リサラちゃん」


　アルメイアが呆ぼう然ぜんとリサラを見上げる。


「お母様もお母様ですわっ。良介に、そのあの……されるなんて、隙が多すぎます！」


「えっとね、何か勘かん違ちがいをしてないかしらぁ」


「勘違い？」


「ええ、私は良介さんに刺さっている《グラム》を確認していただけなのだけどぉ……」


「え？」


　パチパチとリサラが瞬まばたきをして、良介の股こ間かんを見た。ちゃんとファスナーは閉まっている。


「ええと……え？」


「そりゃぁ、ちょっと良介さんを刺し激げきはしたけど……」


　アルメイアの色っぽい刺激に良介は大興奮した。そのせいで魂の最も深い所──生きる力に刺さっていた《グラム》が大きくなってしまったのだ。柄つか先さきがちょっと胸から顔を出す程度には。


「リサラちゃんが良介さんに《グラム》を刺したのは聞いたし、覚かく醒せいするってことも聞いていたでしょぉ。でも覚醒させた人間の話なんて、私は聞いたことがなかったし……本当に覚醒するのか《ファヴニール》のことは本当なのか、ちょっと確認したかったのよぉ。何か問題あったのかしらぁ？」


　アルメイアの言葉に、リサラが頰ほおを搔かきながら視線を天てん井じようへとやった。


「え、その、あの……ほら、《グラム》が覚醒すると兇きよう暴ぼうだし……」


「あら、お母さんだってこう見えて一級死神なのよぉ。それに、私の力はリサラちゃんだってよく知ってるはずでしょぉ」


「あう、そ、それはそうですけれど……」


「う～ん、何が問題だったのかしらぁ」


　リサラが、怒いかりの赤から羞しゆう恥ちの赤へと顔色を変える。


「それは伯お母ば様」


　キュールが意地悪そうに笑いながら、会話に入ってくる。


「キュールちゃん？」


「リサラお姉様は、伯母様と良介さんがエッチ──」


「わーわーわーわーわーわー!!」


　リサラが大声を出して、暴れる。


「リ、リサラちゃん？」


「なんでもないんですっ、何でもないったら何でもないですっ。ちょっとした私の勘違いなだけっ！　そうよねっ、キュール！」


　リサラがキュールを睨む。


「まーいいんですけれどぉ」


　ニヤニヤとキュールが笑う。その笑え顔がおを見ていたアルメイアが、ポンッと手をうった。


「あらあら、まぁ、もしかして」


「お母様まで変な勘ぐりはやめて下さい！」


　ギャアギャアと三人が騒さわぎだす。


　そんな三人──いやリサラを見つつ良介は気が付いてしまった。


　そして静かに指し摘てきした。


「リサラ、お前にはサービス精神ってものがあり過ぎるだろう」


「え……ええと、サービス精神？」


　唐とう突とつな指摘に、リサラが顔中に「？」を浮うかべて振ふり返る。


「そうだ、サービス精神があり過ぎる。そして……残ざん酷こく過ぎる」


「ごめん、何を言ってるんだかさっぱりなんだけど……」


「白地に苺いちご柄がらのパジャマ」


「そ、そうだけど」


「……その苺柄に、二つ。天然資源の苺がなっている」


「…………は？」


「くぅぅぅ、俺は、俺は……その二つの苺を見ても、何も、何も感じないんだっ。おかしいじゃないかっ、押してみたい、触さわってみたい、そう思うべきだろうっ。パジャマに、パジャマに……ノーブラパジャマに、ボッチが二つ浮いていたらぁぁぁ！」


　良介が叫ぶ。


「あ」


　カァァァァァァァとリサラの顔が赤くなってくる。


　そして慌あわてて、両手で摑つかむように胸を──乳首を隠かくす。


「ぬおぉぉ。その、その素振りだって充じゆう分ぶんご褒ほう美びのはずなのに、俺は、俺は何も感じないぞぉぉぉ。普ふ段だんだったら手ブラだ！　とか思って大興奮なのに！　ただ単に、両りよう腕うでで隠した方がいいんじゃね？　と思うだけだ。リサラ、人のエッチな魂を吸い取ってこのフェチな仕打ち、お前は残酷過ぎるんじゃないか、なぁっ」


「し、仕方ないじゃないっ。久々に自分の家に戻もどって、そのいつも通り下着なしにしちゃったんだもの。良介の家だと、いつもちゃんと用心してたのに……」


「え、じゃぁノーブラだけじゃなくて、ノーパンなの？」


「下は穿はいてるわよぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　リサラが手近な枕まくらを取り、またもや良介の頭を叩たたきまくったのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





「スースーするんですけど！」


　深夜、レストール家の城下町の路地裏でイリアが一人叫んだ。


　人間界の町並みとはかなり違う石いし畳だたみの道路に、煉れん瓦がや石で出来た建築物が隙間なく並んでいる。所々に電灯があり灯あかりを落としているが、電線のようなものは見あたらない。人間界だと産業革命後のロンドンのような町並みだ。


「なんでこのイリアが、ノーパンで町中を歩かないといけないのよ～～～」


　イリアのパンツは死神界に来る時に、良介の頭にジャストフィットだった。そのまま巻き込まれて死神界に来たイリアのスカートの下は、当然何も穿いてない。


　つまりノーパン。


　しかもミニスカ気味の普段着だったせいで、昼間はコソコソ隠れていて、夜になってイリアはようやく動きだせたのだ。


「うう、いきなり死神界に連れて来られたから、スピリットマネーも手元にないし……」


　スピリットマネー。それは死神が使いやすいように変換された霊力のことだ。死神達の活動の源となるエネルギー霊力は、死神界では通貨にもなっていた。


　つまり今のイリアは文無しなのだ。


「ここ、どう考えてもレストールの町よね。ってことは、レストールの死神学校で一級死神試験を首席で卒業しちゃったあげくに、《フロッティ》ちゃんごとメルローに寝ね返がえったイリアってば、ものすご──────く嫌きらわれてるよねぇ……」


　ハァとイリアがため息を吐つきながら、路地裏の陰かげから豪ごう勢せいなレストール家の屋や敷しきを見上げた。


　高くて五階建て程度の建物が多い中、町の中心部にその屋敷は偉い容ようを誇ほこっている。


　四よ隅すみに高い高い尖せん塔とうがそびえ立ち、周りを高い壁かべが囲かこっていた。その中には、小高い丘おかがあり、町中ではほとんど見かけない樹木が綺き麗れいに並び、地面には芝しば生ふが敷しかれているのが見える。


　そして丘の頂上には、お城のようなお屋敷が建っていた。


「ダメ、ダメよイリア。どんだけ困っても、あのリサラにだけはぜーったいに頭を下げたくないもんっ」


　ブンブンと自分の弱気を振り払はらうように頭かぶりを振る。


「……残るはこの美び貌ぼうとスタイルだけなのかしら……。ああ、イリア、イケナイ道に落ちちゃうの？」


　自分の体を抱だきしめて、イリアがヨヨヨと夜空を見上げる。


　確かにイリアは美少女な上に抜ばつ群ぐんのスタイルをしていた。人間界で死神であることを隠してモデルをしつつ、メルロー人生保障の広告塔もこなすグラビアモデルでもあるのだ。ショートカットがよく似合う垢あか抜ぬけた可愛かわいい顔なくせに、我が儘ままバディなのだ。


「こうなったら……適当なスケベ親おや父じ騙だましちゃおっかなぁ」


「何を言ってるんですか、貴方あなたはメルロー幹部連帯直属特務室極東支部長の一級死神なんですよ」


　いきなり声を掛かけられてイリアは飛とび退のき、即そく座ざに戦せん闘とう態勢を取る。


　と、男がアクセサリーを取り出した。牛と兎うさぎと牛乳瓶びんをあしらった──メルロー人生保障の紋もん章しよう『モーモーラビット』だ。


「え……貴方、メルローの死神なの？」


「ニイルです。ま、諜ちよう報ほう員といったところです。しかしメルローの一員なら『モーモーラビット』は、せめて肌はだ身み離はなさず持っていて下さい。確定に手間どったじゃないですか」


　呆あきれたようにニイルが言う。


「お……おトイレに落とすの嫌いやだから、外してたのよ。そしたら、く、くぅぅぅっ、加か賀が良介ぇぇぇ、よっぐもわたずのトイレだ、見たずらぁぁぁぁ！」


　ドンドンッとイリアがその場で、激しく地面を踏ふみしめた。だがニイルはそんな様子に突つっ込むこともなく、冷静にしゃべりだす。


「イリアさん、貴方に本部より極ごく秘ひ指令が下っています」


「え？　イリアがここにいるって……もう上にはばれてるの？」


「当たり前です。既すでにマルベックから、リサラ・レストール等と共に貴方が転移したとの報告は入っています」


　マルベックのアパートに居い候そうろうしているイリアが、そのトイレに座っている時に、良介、リサラ、キュール、カエサルが入ってきたのだ。しかもトイレが、人間界と死神界とを繫つなぐ接点──ポイントだったために、連中はイリアの股ももの間に飛び込んできた。哀あわれイリアは、良介にパンツを奪うばわれながら、一いつ緒しよに引きずり込まれて死神界に転移してしまった。


「ある伯はく爵しやく家への潜せん入にゆうの指令です」


　ニイルが、やや緊きん張ちようした面おも持もちで告げる。


「メルローの諜報部からの報告ですが、《雷神の雹テイールハガル》の幹部の疑いがある伯爵家と、レストールの有力家の一つゼリア家が接せつ触しよくしている可能性があります」


「……ゼリア家が？」


　イリアは、あの小こ憎にくらしいキュールの顔を思い出した。イリアが知る限りキュールは、レストール家の跡あと取とり候補であるリサラと、そう悪くない関係のはずだ。


「まだ詳しよう細さいは摑みかねています。イリアさん、弱小である我がメルローには、貴方ほどの力を持った死神が少ないことは承知していると思います」


「あら、やだそうかしらぁ。まーでもぉ、確かにイリアってば、あのレストールの死神学校の一級死神試験で首席だものね、首席[image: ]」


　だからこそ、レストールよりも手っ取り早く出世出来ると思い、イリアはメルローのヘッドハンティングに乗ったのだ。


「ですから上層部としては、貴方が死神界に転移したのを奇き貨かと考えています。もちろん、本来の業務からは離れた任務です。ですから拒きよ否ひも出来ますが──」


　ニイルが最後まで言うまえに、イリアがその手を取った。


「もちろん、メルロー人生保障のためですものっ。イリア、ちょー頑がん張ばりますっ☆」


　もちろん出世のためだった。


「潜入に関しては安心して下さい。死神メイドギルドの評議会の一人に、パイプを作ることに成功しています」


「……あの絶対中立、お墨すみ付つきの信しん頼らい度は超ちよう絶大の？」


「ええ。レアものＢＬ本にて、手を打ちました。どうです、お堅かたいレストールやグルナッシュ死神機構などには出来ない芸当でしょうっ」


　ドンッとニイルが自分の胸を叩いた。


「それ、買い求めたっていうか……持ってたの、マルベックだった気がするなぁ」


　大泣きするマルベックから取り上げたのは、イリアだった。


「とにかく、そのお墨付きの元にメイドとしての潜入が可能です」


　ニイルが足あし下もとの袋ふくろを、イリアに渡わたす。


「これは？」


「潜入用の伯爵家のメイド服と、変装用の術式が編み込まれた眼鏡です。臨時にスピリットマネーを蓄たくわえたアクセサリーもありますので。ああ、それともう一つ」


「なぁに？」


「巨きよ乳にゆうは危険との報告がありますので、その豊乳術式を解いて本来の貧ひん乳にゆうで潜入するように、とのことです」


　ピシリと固まり、その場にイリアは崩くずれ落ちたのだった。


「ばれてた、あはははははは、ばれてたのね……ウェェェェェェェェェェン！」






　二章　たなの奥のお宝










「あむぅ……」


　大おお倉くら美み菜なが、恥はずかしそうにその赤い唇くちびるをゆっくりと上下に広げた。


　その唇の間に、太く熱い、幾いく分ぶん反そり返ったものが差し込まれる。


「あつっ……んっ、はむっ……でも、美お味いしいです」


　思わずうっとりと美菜が答える。今まで彼女が口にした如い何かなるものより、美味しい、極ごく上じようのソーセージだった。


「はむっ……んっ」


　ゆっくりと口を動かす度たびに、その豊かな双そう丘きゆうが少し窮きゆう屈くつそうに揺ゆれる。


「あむ、あむ……ゴクン」


　恥ずかしそうに頰ほおを染めながら、美菜がソーセージを飲み込む。


　他人に差し出されたソーセージを手を使わずに口だけで食べる行こう為いは、確かに恥ずかしかった。だがそれ以上に、自分の服装が恥ずかしくて堪たまらないのだ。


　そう、美菜はバニーガール姿をしていた。


　それも白色。胸の谷間を両側から挟はさみ込み強調するようなデザインで、胸むな元もとから上には布がない。首に襟えり風のチョーカーがあるだけだ。


　ウエストはキュッと締しまっていて、どちらかといえば肉付きが良い方の美菜にはちょっとキツイ。腰こしから股こ間かんにかけてはかなりのハイレグでこれまた恥ずかしい。そして美菜の柔やわらかそうな脚あしは網あみタイツが覆おおっていた。当然、お尻しりにはちゃんと兎の尻尾しつぽ付き。


　さらわれた後、美菜はすぐにこの部屋に閉じ込められたが、特に危害は受けていない。女性達によって恥ずかしいバニーガールの衣装に着き替がえさせられてしまったが……。


　ただ、食事は棒に刺ささったソーセージや、バナナ、アイスキャンディ等の棒状の物で、それをメイドによって手ずから食べさせられるのだ。


　美菜としては恥ずかしいし、訳が分からなかった。


「あの、どうしてお食事は全部棒状のものなんですか？」


　白いフカフカの絨じゆう毯たんに座り込みながら、美菜は食事を差し出してくる女性に聞いてみた。


「ご主人様の趣しゆ味みです」


　メイドは、淡たん々たんとそう答えるだけだ。


「不思議な趣味の人なんですね」


　不思議そうに美菜はそう呟つぶやいて、また口を開いて、少しだけ舌を伸のばした。するとメイドが、その舌にデザートを当ててくる。


「あーん……ひゃんっ、冷たいです、んう……」


　デザートとして差し出されたイチゴミルク味のアイスキャンディは、とっても美味しかった。もっとも何な故ぜか既すでに溶とけかかっていて、舌でペロペロ舐なめないとこぼれてしまって大変だったが……。





　　　　※　　　※　　　※





「バニーガールのコスチュームを貧ひん乳にゆうが着るのは、偉い大だいなるおっぱいへの冒ぼう瀆とくだとは思わないかな？」


　男が、陶とう然ぜんとした声を上げた。壁一面に埋うめ込まれたモニターには、美菜がイチゴミルク味のアイスキャンディを舐める姿が映うつっている。


　華きや奢しやな体をした中性的な美男子だった。歳としの頃ころは、少年と青年の間といったところだろうか。眉まゆは細く、マツゲも長いぱっちりとした瞳ひとみを持ち、美少女といっても通じそうな整った顔だ。




[image: ]


　その整った顔に悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて、革張りの高そうなソファーにゆったりと身を沈しずめている。


　ベストを羽織ったワイシャツは、何故か上から三つほどボタンが外されて胸元が露あらわだ。


「何故って、バニーガールの胸元が開いているのは、おっぱいの谷間を魅みせるためだからさ。でも貧乳にはそんな谷間はない。あったところで見る者をむしろ哀かなしい、寂さびしい気持ちにさせる浅い浅い谷間だよ。そんな美しくないものを人が見たがるはずがない。だから貧乳が着るのは、おっぱいを魅せる素す晴ばらしいバニーガールのコスチュームへの冒瀆なんだよ」


　そう言って美男子が、長く細い脚を組み直した。その様子に男が深く頷うなずく。


「ふむ、貴様の趣しゆ味み嗜し好こうは私には理解できないと思っていたが、その言葉は傾けい聴ちように値あたいするな。おっぱいへの造ぞう詣けいだけは共にあったということか」


　黄金の縄なわで編み込まれた仮面を被かぶった男が、頷いた。その仮面の右頰から顎あごにかけては、欠落している。


　メイズ・ガルダーブロウグだった。


　加か賀が良りよう介すけ達に見せた死神装しよう束ぞくではなく、細めのネクタイを締めたフォーマルなジャケット──現代風ではなくやや時代がかった──姿だ。


「だが、私は大倉美菜には手を出すなと言ったはずだぞ、ライファン・ピグノート伯はく爵しやく」


　ガルダーブロウグの言葉に、ライファンと呼ばれた美男子が肩かたをすくめる。


「まったくキミも酷こくなことを言ってくれるよね。あれほどの果実に手を出すなだなんてさ。この僕の趣味嗜好を知っている、キミがだ」


「だからこそだ。下へ手たな男よりも貴様が安全なのは確かだが、それでもこの変態趣味だからな」


「変態？　酷ひどい言いぐさだよ。僕は美しいモノを愛したいだけなのに」


　心底傷ついたと、ライファンが顔に手を当てて天てん井じようを見上げる。


「おっぱいの大きな女の子を愛めでる、素晴らしい趣味じゃないか。そして僕は、そのおっぱいに相応ふさわしい服装を選んでいるだけだ」


「確かに大倉美菜のあの大きなおっぱいには、白いバニーガールがよく似合う。そこは認めざるを得ない。だがな、ああやって棒状のものを食べさせられる姿を見て楽しむ行為は、変態過ぎると私は言っているのだ」


「高こう尚しような趣味と言って欲しいね」


　ライファンがさも心外だと手を広げる。


「高尚とは物は言い様だな。ん……」


　ガルダーブロウグが視線を横に落とす。


「そういえば、貴様にしては珍めずらしく貧乳のメイドを雇やとったようだな。先ほど、やけに薄うすい胸のメイドを見かけたが」


「へぇ、キミが貧乳に興味を示すとはね。珍しいこともあるな」


　ライファンが心底意外そうな顔をする。


「いや……以前どこかで見たような気がしただけだ。そうでもなければ、私が貧乳などに興味を持つわけないだろう」


「ま、それもそうか。それに誤解のないように言っておくけど、僕だって貧乳には興味ないからな」


「なら、なぜ？」


「元々メイドに欠員が多くてね。そこに死神メイドギルドのお墨付きがあるメイドの応おう募ぼがあったのさ。確かにギルドのお墨付きだけあって、中々有能なメイドだよ。貧乳であることをのぞけば、まぁ美しいとも言えるしね」


「なるほどな。だが、どうせ貴様の変態趣味で逃にげ出されるんじゃないか？」


「また変態か。それを言うのがキミでなければ、僕は許せないところだよ。だが、他ほかならぬキミの言葉だからね。我が《雷神の雹テイールハガル》の中でも、実力、研究成果、共にキミほどの死神はそうはいないからね。そもそも当初の計画《イレギュラー》の捕ほ縛ばくだって、キミの予測を元に立てられたんだしさ」


「世辞はいい。だがこれだけは言っておくぞ。いいか、貴様の変態趣味に大倉美菜を巻き込むな。私は彼女の身の安全を保証すると約束したのだ。加賀良介とな」


　苛いら立だたしげにガルダーブロウグが言う。


「加賀良介っ。キミがたかが人間に敗やぶれただって？」


　ライファンが立ち上がり、芝しば居いがかった素そ振ぶりでガルダーブロウグに両手を広げる。


「しかも、あの《旧ふるき五つ》の一つ《折れた剣けんグラム》を覚かく醒せいさせて、《龍りゆう殺しの剣リジル》をも使い、さらには術式まで操あやつっただって？」


「白々しいなライファン。お前は、私と加賀良介との戦いの一部始終を見ていたはずだ。それどころか私が依い頼らいした戦いのための隔かく離りの結界に、自分の術式を編み込んだだろうが」


「キミが一度敗れたと報告が上がっていたからね。用心さ。そしてその用心が功を奏して、加賀良介を死神界におびき出すための大倉美菜の誘ゆう拐かいが出来たんだ。いいじゃないか」


　ガルダーブロウグに近づいたライファンが、その顔を下から覗のぞき込む。ガルダーブロウグはその顔を睨にらみ返して吐はき捨てた。


「人ひと質じちなどという手を、私は好まぬ」


「そうヘソを曲げないで欲しいね。キミの調査結果は《雷神の雹テイールハガル》でも重く取り上げられたんだ。ま、加賀良介の魂たましいに《旧き五つ》と同じ世界の再生以前から伝わる《ファヴニール》──王家の末まつ裔えいが盗ぬすみ出した龍の力が封ふうじられているって情報だものね。重く取り上げられないわけがないよ」


　そこまで言って、ライファンが興味深そうにガルダーブロウグを見た。


「よく加賀良介なんて人間の魂に、《ファヴニール》が封印されてるなんて分かったものだよ」


「《折れた剣グラム》を奪うばおうと、ヤツの魂に手を入れた時に違い和わ感はあったのだ。そもそもただの人間に《グラム》の覚醒など、出来るわけがない。そこで幾つか仮説を立てた上で、初体験の隙すきを使って魂を調べただけだ」


　面おも白しろくもなさそうにガルダーブロウグが説明をする。


「さすがだね。我が《雷神の雹テイールハガル》でも、キミほど知識と技術を持った死神はいないんじゃないかな。その上、スタンザに入るくらい強いときてる」


　パチパチとライファンは拍はく手しゆをした後、ニヤニヤと笑った。


「もっともその《ファヴニール》を取り出す任務は、キミではなくこの僕が命じられたのだけどね」


　そう言った途と端たん、ライファンが飛とび退のく。


　ガルダーブロウグの体から、殺気がほとばしったのだ。


「……同志にそんな殺気は向けないで欲しいなぁ」


　ライファンが、そっと額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。


「ま、《ファヴニール》の力は強大だからね。アレを完全に取り込むことが出来れば、ただの死神だってスタンザ級の強さになるかもしれない。キミが欲しがるのもよく分かるよ、うん。フフ、残念だったね」


「……私をあまり怒おこらせるな。大倉美菜を貴様の変態趣味に付き合わせているだけで、既に怒いかりを覚えているのだぞ」


　ガルダーブロウグが低い声を発する。


「やれやれ、心が狭せまいことだね。でもいいかい、大倉美菜の白いバニーガール姿にはそれ相応の訳があるんだよ？」


「訳、だと？」


「そうさ。美しいバニーガール姿だろ」


　ライファンがモニターを見る。


「このピグノート家には結界が張られているし、あの小屋だって特別に探知から逃のがれるように結界を張っている。でもね、相手はあのレストール家だよ。僕達《雷神の雹テイールハガル》の技術力を上回る可能性は充じゆう分ぶんにある。死神界に人間がいるなんて、ただでさえ目立つんだからね。その霊れい力りよくから突つき止められてしまうかもしれない」


「確かに、大倉美菜がいるという有力な確証があれば、レストール家は戦せん闘とう部隊を派は遣けんする可能性が高いな」


「その通りさ。逆に確証がなければ、加賀良介達が駆かけ込んだ今のレストール本家では、戦闘部隊を動かせない。だから大倉美菜の霊力ごと隠かくしちゃうんだよ」


「なんだと？」


　モニターの中の美菜を、ガルダーブロウグが凝ぎよう視しする。


「何を……そうか、あのバニーガールの服装に術式が編み込まれているのか」


「その通り。あの白いバニーガールのコスチュームには、特別な術式が編み込まれているんだよね。術式なんかで調べると、本物の兎うさぎと間ま違ちがうようにね。分かるかい、ガルダーブロウグ。これで連中は、僕が出す招待状を受けるしかなくなるってわけさ」


　ライファンが笑う。


「招待状だと？」


「そうさ。《雷神の雹テイールハガル》に関係してると、僕は既に疑われているからね。そこに僕から招待状が来れば、キミならどう思う？」


「なるほどな。誘拐犯から来た交こう渉しようの要求、ま、その程度には思うだろう」


「その通りさ。それに僕達には心強い裏切り者がいるだろう？　何より加賀良介がキミの言う通りの男なら、絶対に自分自身で乗り込んでくるはずだよ、フフ……」





　　　　※　　　※　　　※





「何時まで寝ねてるのよ！」


「うおぉぉっ!?」


　朝、良介はいきなり耳元で大音量で叫さけばれた。慌あわてて飛び起きると、そこには私服姿のリサラの姿があった。腰こしに手を当てて少しベッドに向けて前ぜん傾けい姿勢を取っている。


「リ、リサラ……」


　リサラの名を呼んだ瞬しゆん間かん、良介はふと気が付いた。股こ間かんが静かだ。良介の活火山が死火山と化している……。


「お、おおう、夕べ、リサラに吸われたせいでこんな有様に……」


「どうしたのよ？」


　リサラが怪け訝げんそうな顔で良介の顔を見つめた。


「いつもの日常が、今日もまたない。お前と会ってから、俺のいつもの日常が……」


「いつも？」


「ああ、いつもの日常だったんだよ。それがなくなるって、この喪そう失しつ感は半はん端ぱないぜ」


「……ああ、美菜のことね。そうよね、良介の幼おさな馴な染じみなんだもん。それが誘拐されて居ないって、私達が思っている以上に良介には辛つらいわよね」


「ああ、それはそうだ。でも今は、股間が毎朝元気なこと」


「──！」


　ピクンッとリサラの肩が跳はねる。


「シンプルに言うと、朝立ち」


「言わないでいいわよっっっっ！」


　叫んでから脱だつ力りよくして肩を落とすと、リサラがため息混じりにぼやく。


「ったく、ほらもう朝の十時よ」


「やべ、学校遅ち刻こく……しないか」


　そう言って、良介は目を閉じた。早く、早く美菜を助け出さないといけない。そのために、ここ、死神界にまで来たのだ。


「本来なら、今いま頃ごろは夏休みを満まん喫きつしてるはずなんだけどな……」


　ガルダーブロウグが襲おそってきたり、美菜が誘拐されたりと──夏休み気分なんて、欠片かけらもなかった。


「ほら、さっさと起きる」


「ああ、そうだな。美菜が待ってるんだ、のんびりなんてしてられない」


　起き上がりながら良介は、ボサボサの頭を搔かいた。


「でも、まずは洗面所に行ったら？」


　リサラが部屋の隅すみにある、バス、トイレに続く扉とびらを指差す。


　そういえば、夕べは色々あったせいで結局お風ふ呂ろには入れなかった。


「美菜のことは安心して、もうお母様が動いてるみたいよ。だからまずはしっかり朝の準備をしてシャキッとなって、次は朝食をちゃんと食べること。そうじゃないと、上う手まくいくことだって上手くいかなくなるわ」


「……そうだな、それもそうだ。よし、まずはシャワーを浴びるか」


「うん。目が覚めるわよ」


　リサラが頷うなずく。


「しかし、バス、トイレ付きの部屋があるなんて、ホントに豪ごう勢せいだよな」


　ベッドから降りる良介を見ながら、リサラが苦く笑しようした。


「ウォークインクローゼットもあるんだけどね」


「なんだそれ」


「うーん、衣服を保管する部屋かしら。ほら、コートとかドレスとか幾いくつも持ってくるお客様もいるでしょ」


　正直「いるでしょ」と言われても、さっぱり分からない良介だ。夏の服といえば、Ｔシャツくらいしか持ってないし！


　とか思いつつ、良介は扉を開けて洗面所に入った。


「なんだこりゃ……」


　綺き麗れいな上に広かった……。


　てっきり、便器があって隣となりに風呂桶おけと簡単な洗面台があるだけだと思っていたが、ガラス戸越ごしに見えるバスは、間違いなく良介の家の風呂より広い。お風呂場は大理石的な何かで出来ていて、付いている鏡はピカピカだ。


　幾分気き後おくれしつつシャワー浴びると、良介はフカフカのタオルで体を拭ふいた。そして、間違いなく使い捨てではない歯ブラシで歯を磨みがく。一通り朝の作業を終えて、良介は洗面所を出てリサラに呻うめいた。


「さすがは準王女様の家だな、おい……」


「まぁ、一応ね」


　そう苦笑するリサラは、何な故ぜかワゴンをゴロゴロと押していた。


「ここに座って」


　ワゴンをソファーの横に止めて、リサラが言う。


「おう？」


　素す直なおに良介は指定されたソファーに腰こし掛かけた。ソファーがふんわりと体を包み込んでくる。その感かん触しよくに良介が感動していると、リサラがテーブルに皿を並べだした。


「ええと……」


　リサラがテキパキと、スクランブルエッグだの、クロワッサンだの、ティーポットだの、朝食を並べていく。


「なぁ、俺は今一番気になっていることを聞いてもいいか？」


　良介は、作業をするリサラを目で追いながら聞いてみた。


「何が気になってるの？」


　良介の脇わきに立ち、リサラが丁てい寧ねいに紅茶を淹いれてくれる。


「何やってんだ、リサラ？」


「何って、良介の朝食を用意してるんだけど」


「なんで？」


「お母様もキュールも私もちゃんと起きて、とっくに朝食を済ませちゃったんだもの。食堂にぽつんと一人で朝食じゃ寂さびしいでしょ。だから私が仕方なく、ええ仕方なく付き合ってあげてるんだけど」


　仕方なくを強調してリサラが答える。


「あー、ううんと……これはイメージなんだけどさ」


「イメージ？」


「こういう大きなお屋や敷しきだと、メイドさんとかが用意してくれるんじゃないのか？　夕べもアルメイアさんの周りにウルスさん達だっけ、メイドさんいたし」


　二人のメイドさんがテキパキと働いていた。それに対して今朝は、まだ一度もメイドさんの姿を見ていない。


「何よ、私よりウルス達の方がいいってわけ？」


　隣に立ったリサラが、ジロリと視線を落としてくる。


「んなこと言ってないだろ」


「ならいいわ」


「たださ」


「ただ？」


「これじゃ、これじゃまるで……」


「まるで、何よ」


「まるでっ、親切な女の子みたいじゃないか！」


「いつだって私は親切でしょうが！」


　間かん髪はつを入れずにリサラが叫んだ。良介もすぐに返す。


「うっそだー」


「…………人間界に戻もどっても、もうお弁当作ってあげないわよ」


「ごめんなさい」


　すかさず良介が深々と頭を下げる。そう、微み塵じんもプライドを感じさせずに。


「ううん、そこまで頭を下げること？」


　リサラが対とい面めんのソファーに座り、自分のティーカップに紅茶を入れて、まだ頭を下げている良介を不思議そうに見た。


「当たり前だろ！」


　ガバッと頭を上げて、力強く良介が言い切る。


「そ、そうなの？」


「ああ、そうさっ。いいかリサラ、女の子にお弁当を作ってもらって学校に行く。それは男の夢だ。それだけで勝ち組だ。なんとしても守り抜ぬかねばならない特権なのだ！」


「そ、そうなんだ」


　リサラが呆あつ気けにとられて答える。


「おうっ。たとえそこにどんな思おも惑わくがあったってな！」


「別に、そんな思惑とか……そーいうのはないんだけど」


　リサラがブツブツと何か呟つぶやく。


「ん？」


「え、ううん、なんでもないわ。それより早く食べないと冷めちゃうわよ」


　リサラが軽く首を振ふり、微笑ほほえんだ。


「それもそうだな。せっかくリサラが用意してくれたんだしな。いただきますっと」


　良介は軽く頭を下げると、朝食に手を付け始める。


「ちなみに、それ作ったのは私じゃなくてシェフだからね」


「シェフ……そうか、専属のシェフなんているのか。すげぇ、俺の想像の上の世界だぞ、おい……」


「当たり前だけど私のより美お味いしいはずよ」


　リサラの指し摘てきに、良介はちょっと目を閉じた。


「うーん」


「どうしたの？」


「いや、そう言うけど、リサラの作ってくれる料理だってすげー美味いからさ」


「──っ」


「どうした？」


「う、うるさいっ。さっさと食べなさいよっ」


　なぜか怒おこられてしまった良介だった。もっとも、怒ったくせにリサラは暫しばらく上じよう機き嫌げんだったのだが……。
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「美菜のこと、何か分かったって本当ですか？」


　朝食の後、アルメイアに呼ばれて、良介はリサラと共に指定されたティールームに慌あわてて飛び込んだ。


「あらまぁ、そう慌てても何も変わらないわよぉ？」


　ちょっと目を丸くしてから、アルメイアがゆっくりとティーカップを口に運ぶ。


「そ、そうよ良介。廊ろう下かを走るのは、学校でも家でもマナー違い反はんよ？」


　後ろでリサラが、ハァハァと荒あらい息をしている。


　そうは言われても、美菜のことで話し合いたいことがあると聞いて、急がないわけにはいかない。道案内のリサラをせかして、ここまで走ってきたのだ。


「お嬢じよう様、良介様、どうぞこちらへ」


　ウスラが、アルメイアの対面になる椅い子すを引く。その前には、もうティーセットが置いてあった。


「ありがとう、ウスラ。私と良介はミルクティーでお願いね」


　慣れた素そ振ぶりでリサラが椅子に座る。良介といえば、当然メイドさんに傅かしずかれるなんて経験ないわけで、思わず戸と惑まどってしまう。


「え、ええと」


「良介、普ふ通つうに座ればいいのよ」


　リサラがクスリと笑う。


「お、おう……ありがとうございます」


　ウスラに頭を下げて、つい敬語になってしまう良介だった。


「あら、お二人とももう来てたんですのね」


　ヒルドに扉とびらを開けてもらってキュールが入ってくる。そして、これまた自然な素振りで用意された椅子に座る。良介の家ではおくびにも出さないが、完全にお嬢様な二人だ。


「揃そろったみたいねぇ。あのね、今朝なのだけど届いたのよぉ」


　アルメイアがのんびりと口を開く。


「お母様、届いたって何がですか？」


「あのねリサラちゃん、ええと……」


　リサラに答えようとしたアルメイアに、ウスラがそっと封ふう書しよを手て渡わたした。


「あら、ありがとうね。はい、これよぉ」


　アルメイアが、リサラに封書を手渡す。


「これ、読んでも？」


「ええ。内容をみんなに教えてくれると嬉うれしいわねぇ」


「分かりました。ええと……コホン」


　リサラがしなくてもいいのに、拳こぶしを口に当てて小さく咳せき払ばらいをした。


「って、単にお茶に誘さそわれてるだけじゃないですか、これ。ええと」


　リサラが封筒を開けて中の手紙に目を走らせる。


「要約すると、私が死神界に帰ってきてるから、会ったこともないしお茶でもどうですか。ってことね。新あら手てのナンパかしら？　差出人は……『ライファン・ピグノート伯はく爵しやく』」


「誰だれだそれ」


　すかさず聞いた良介に、リサラがあからさまに「せっかち」と文句の視線を向けてくる。


「レストール家傘さん下かの家よ。特に親しん戚せきってわけじゃないけれど……」


「そうね。でもそのライファンって当主は、面おも白しろいのよぉ？」


「面白いって何がですか？」


　良介の疑問に、アルメイアが唇くちびるに手を当てて、良介を試ためすように笑う。


「良介さん、覚えてるかしらぁ。夕べ話した《雷神の雹テイールハガル》のこと」


　なんのことない、教師が生徒に向ける表情だった。


「ええと確か、ガルダーブロウグが所属している秘密結社で、今の死神界と人間界の秩ちつ序じよを壊こわそうとしている。でしたっけ」


「うん、満点ねぇ。実は、ライファンさんは《雷神の雹テイールハガル》のメンバーじゃないかって、疑いが掛かけられてるのよねぇ」


　その発言に、全員がガタッと椅子を揺ゆらす。


「諜ちよう報ほう部からの極ごく秘ひ情報で、まだ確証はないのだけど……もしそれが本当だとしたら、この招待って相当臭くさいと思わないかしらぁ。リサラちゃんを名指しってことは、良介さんを連れて来いって脅きよう迫はくとも思えない？」


　ニコニコとしながら、不ふ穏おん当とうなことをアルメイアが言う。


「確かに。それに俺達が居ることをもう知っているのは、ちょっとおかしいよな」


　腕うでを組んだ良介に、リサラが肩かたをすくめた。


「そこはそれほど不自然じゃないわ」


「そうなのか？」


「ええ。だってこの屋敷には、メイドや庭師や、まぁ色々な死神が働いているけど、かなりの数のスパイが入り込んでるわ」


「は？」


「スパイってのは言い過ぎかしらね。色々な家の息が掛かった死神がいるってことよ。まして今は、当主不在で跡あと取とり問題が起きているんですもの。みんな色々と探りを入れてるわよ」


　平然とリサラが言う。


「ええと、よくそれで落ち着いていられるな」


「あら、信用出来る人間だっているもの。ウスラとヒルドでしょ、あとシェフ達は、間ま違ちがいなく信用出来るわ」


　ウスラとヒルドが、静かにリサラに頭を下げたのが良介には見えた。


「ま、あと……ちょっと微び妙みようだけど、キュールもね」


「微妙は余計ですわ、お姉様」


　ブーとキュールが頰ほおを膨ふくらませた。その様子を見て、リサラは可お笑かしそうに口元を上げると、ミルクティーを口にする。


「では、決めましょうかぁ。この招待を受けるかどうかをねぇ」


　小さく手をうって、アルメイアが一同を見渡す。


「美菜を誘ゆう拐かいした連中の誘いなら、行くに決まってます」


　良介は、断言した。迷うことなんて何もないはずだ。


「待って良介」


　リサラがティーカップを置く。


「美菜を捜さがし出す算段がなきゃ、行ったって仕方ないのよ」


「そ、それはそうだけど……そうだ、レストール家って死神がいっぱい居るんだろ。だったらみんなで押しかけて」


「ダメよ、良介。そりゃ戦せん闘とう部隊だっているけど、夕べも言ったでしょ、上層部の同意がなければレストールの死神は動かせないわ。何より、下手に傘下の家に押しかけるような真ま似ねをしたら、逆にこっちの立場が悪くなって失しつ脚きやくしかねないもの」


「む、むぅ」


「まぁでも、もし美菜を見つけることが出来れば、それはピグノート家が《雷神の雹テイールハガル》と関係している有力な証しよう拠こになるわ。だって《雷神の雹テイールハガル》の幹部のガルダーブロウグが誘拐した美菜が、いるんだもの」


　なるほどと良介が頷うなずく。


「だから美菜さえ見つければ、上層部も納なつ得とくして戦闘部隊を動かせるってことよ」


　そう言ってから、リサラがアルメイアを見た。


「お母様、ピグノート家に乗り込んだあと、美菜を捜し出す手って何かあります？」


「もちろんよぉ。この脅迫状が届いてから、ウルス達に準備はさせたものぉ」


　アルメイアの言葉と共に、ウルス達が机の上に三つのイヤリングを置いた。赤い小さな宝石が入った、少し地味なイヤリングだ。


「伯お母ば様、これはなんですの？」


　キュールがイヤリングを手にとって、まじまじと見つめる。


「これはねぇ、術式が編み込まれているのよぉ」


「術式ですか？」


「そうよぉ。元々は、しょっちゅう逃にげ出していた王族を捕つかまえるために作られた道具なの」


「王族が逃げ出す？　捕まえる？」


　思わず良介は呟つぶやいた。


「女の子が大好きだったからぁ、何かと町に逃げ出しては……その、ノゾキとか色々と問題をねぇ」


　最低の王族である。


「とにかく、このイヤリングは、王族を捜し出して捕まえるために作られたのぉ。王族の特とく徴ちようはなんでしょぉ？」


　またアルメイアが良介を試すように見る。


「え、俺？　ええと……」


　授業中に指名された気分だ。


「ああ、王族は普通の死神と違って魂たましいに霊れい力りよくがある。だ」


「うん、正解よぉ。そう、王族は人間のように魂に霊力があるの。つまりこのイヤリングは、霊力を持っている魂を探し出す術式が編み込まれているのよぉ。しかも下手な結界があっても関係ない、強力な術式がよぉ」


　それはつまり、死神だらけの屋や敷しきにいる美菜の存在を察知出来るということだ。


「といっても、半径十メートルくらいしか探知範はん囲いはないのだけどねぇ」


　アルメイアがぼやくが、リサラが強く頷いた。


「これでピグノートの誘いに乗るのは決定ね。乗り込んで、色々と口実を作って屋敷の中を歩き回ればいいのよ。そうすれば美菜はきっと見つかるわ」


「ああ、そうだな。しらみつぶしに捜せばいいんだ」


　良介も頷き、左手の平に右拳を打ち付ける。


　そんな二人の様子を見たキュールが、ハァとため息を吐つく。


「お気楽過ぎますわ……。ピグノート家は知りませんけど、仮にも伯爵の家がどれほど大きいと思ってますの？」


「[image: ]……」


　リサラが呻うめく。


「それに口実作って捜し回るって、普ふ通つうはそんなこと許されませんわ。まして客として招いた相手を、メイドも付けずに放置するわけないですわよ」


「あ[image: ]……」


　またリサラが呻く。


「でしたら私達がご一いつ緒しよするのはどうでしょうか」


　ウルスが、控ひかえめに口を挟はさんできた。


「ああ、自分達はメイドだからな。リサラ様達よりは動きやすい」


　ヒルドが頷くが、キュールは首を左右に振ふった。


「それはダメですわ。敵地の可能性が高いんですのよ。戦闘能力がない死神を連れて行くのは、危険過ぎますわ」


「ですが」


　ウスラがなおも言いつのろうとするが、リサラがそれを制する。


「キュールの言う通りね。本当に美菜を誘拐した連中だとすれば、あのガルダーブロウグが居る可能性だってあるもの。ウスラ達は連れて行けないわ」


「だとすると、俺は行ってもいいってことだな」


　良介の言葉に、リサラとキュールが顔を見合わせて「はぁ？」と、仲良く良介を見る。


「なんだよ、ガルダーブロウグがいるんだったら、俺が居た方がいいだろ。こう見えても、あいつに二回勝ってるんだぜ？」


　主に《グラム》のおかげな気もするが。


「あのね、相手の狙ねらいは良介なのよ？　のこのこ行ったら、すぐに捕まってお終しまいよ」


「そうですわ。まずはキュール達が話を聞きに行き、その間良介さんはお留守番すべきですわ」


　リサラとキュールが、連続で言ってくる。


「やだね。美菜がさらわれたのは俺のせいなんだ。その俺が、どうしてお留守番なんて出来るんだよ。俺は、俺のせいで女の子が傷つくなんて、まして美菜が傷つくなんて、黙だまって見てられないんだよ」


「そりゃ、良介の気持ちも分かるけど……」


　リサラが頭かぶりを振る。


「う～ん、でもガルダーブロウグが居るならぁ、良介さんが居た方がいいのは確かよねぇ」


「お母様まで何を言ってるんですか！」


　アルメイアの顔をリサラが睨にらむ。


「…………あ、キュール閃ひらめきましたわ。まさに一石二鳥の妙案！」


　キュールが自信満々に、全員の顔を見る。


「一石二鳥って、一つは良介のことでしょうけど、もう一つの問題ってなによ」


「リサラお姉様ってば、意外に忘れっぽいのか、それとも良介さんのことで頭がいっぱいなのか……」


「キュール、今はそういう冗じよう談だんを聞きたくないんだけど」


「あら、冗談じゃ……ま、いいですわ」


　ギロリとリサラに睨まれて、キュールが話を戻もどす。


「キュールの知っている良介さんなら、きっと何を言ったってピグノート家に付いてきますわ」


　良介は当然だと頷いた。


「ですから一つは、良介さんがピグノート家に乗り込んでもばれない方法。もう一つは、ピグノート家の中で美菜さんを捜すために、ある程度動き回れる状じよう況きようを作る方法、ですわ。この二つを一挙に解決する妙案を、このキュールが思い付いたんですわ！」


　ドンッとキュールが胸を叩たたく。年の割には大きい胸が、柔やわらかそうに揺れた。


「ずばり、メイドさんですわ」


「はぁ？」


　リサラが思わず声を上げ「何言ってんだお前」的な視線を投げる。その気持ちは、おそらくリサラだけでなくここにいる全員同じだ。だがキュールは怯ひるむことなく、説明を続ける。


「伯母様とリサラお姉様には、お客としてピグノート家に行ってもらいますわ。そして、このキュールと良介さんが、そのおつきのメイドとして乗り込むんですわ。そうウルスが言っていたように、メイドの方が客よりは動きやすいですから。そうですわね……ピグノート家のメイドと同じ服装を用意出来れば、さらにばっちりですわね、うんうん」


　満足そうにキュールが何度も頷く。


「なるほどね。基本は良い案だと思うわ。ただ一つ、どうしても分からない点があるんだけど、いいかしら？」


　リサラがジト目をした。


「なんですか？」


「良介にメイド姿をさせるって、貴方あなた本気なの？　良介がどう思ってるかは知らないけど、私は良介の女装なんて見たくもないんだけど」


「俺だって女装なんてしたくないわい！」


　思わず良介は突つっ込んだ。


「あら、良かった。ありとあらゆる変態属性を持ってるんじゃないかって、ちょっと不安だったのよね」


「あ、あのなぁ」


「フフフ、その点なら問題ありませんわ。良介さんがイリアさんに掛かけられた女によ体たい化の術を、もう忘れましたの？」


　キュールの言葉によって良介の脳のう裏りに嫌いやな記き憶おくが一気に広がる……。


　リサラへの霊力供給をストップさせるために、イリアが良介を女の子にする術式を掛けたのだ。おかげで男の子のシンボルはなくなり、エッチな刺し激げきを受けてもどれも興奮は中ちゆう途と半はん端ぱの生殺し状態、あげくに先せん輩ぱいの玉たま野の光ひかる（♂）には追いかけられて──。


「う、う[image: ]、ううぅ」


　良介は頭を抱かかえて、イヤイヤと左右に振った。女体化はもう嫌だと全身でアピールだ。だが、そんな思いはどこにも通じなかった。


「確かにそれは名案かもしれないけど、あれって確か《グラム》が使えなくなったわよね」


　リサラが、半ば肯こう定ていしつつ疑問を添そえる。


「そこは問題ありませんわ。イリアさんのあの術式ですけど、もうキュールが解かい析せきしましたもの」


　キュールがエヘンとちょっと鼻を高くする。


「良介に残ってた術式痕こんから解析したの？　驚おどろいた……。キュールは本当にそういうことは得意よね」


「まぁ、死神学校に復学する時にレポートとして提出するためなんですけれど」


　キュールは、人間界で活動するためにただ今、本来通かよっていた死神学校を休学中だ。


「それで解析したってことは、アレンジを加えられるってことなのね？」


「そうですわ。そもそも女体化の術式は、良介さんの深層心理にある女性像を利用して、良介さんを変化させてるんですの。ですから、その効果は本来は外見だけで魂にまでは及およばないはずですの。そこをイリアさんが改造して、魂まで女体化させようとしたんですわ。ですから、ちょっと劣れつ化かさせるだけで魂は男のままで女体化出来ますわ」


　スラスラとキュールが解説する。その言葉に、リサラもアルメイアもフンフンと頷うなずいてしまう。


「ついでに、人間の魂だと分からないような偽ぎ装そうも施ほどこせば、ほら潜せん入にゆうの問題はクリアーじゃありません？」


　当事者の意向に関係なく、女体化が決まっていく……。


「あら、良介は反対なの？」


　良介がどんよりと沈しずんだのを目ざとく見とがめて、リサラがニヤリと声を掛けてくる。


「いや、だってさ」


「美菜のためなのに、反対なんてしないわよね？」


　グサリ。それを言われて反対出来るわけがなかった……。


「ああっ、分かったよっ。分かったともさ。メイドでもなんでもなってやろうじゃないか！」


　自や棄けになって良介は叫さけぶ。そして付け加える。


「キュールっ、お前なんかより百倍メイドらしいメイドになってやるっ。俺はメイド王になる！」


「キュールより、メイドらしいメイドになれるかどうかは知りませんけれど、メイドだから女王じゃありませんか？」


　冷静に突っ込まれてしまう良介だった。


「いけず……」


「う～んと、大体の方向性は決まったってことよねぇ」


　アルメイアはそう言うと、ウルスに小声で何かを命じた。するとウルスが部屋の端はしにあったタイプライターのようなものをたたきだした。そしてヒルドが、テキパキと壁かべにあった大きな戸を開く。


　そこには、どう見てもモニターにしか見えない画面が隠かくされていた。


「ゼリア家のシゲイルさんを呼び出してくれないかしらぁ」


「はい、現在呼び出しています」


　ウルスが返事をする。


「お父様に何か用事でも？」


　キュールがアルメイアに声をかける。そういえば、キュールのフルネームは『キュール・ゼリア』だ。


「シゲイルって人、お前の親おや父じなのか？」


「ええ、そうですわ」


　素す直なおにキュールが頷く。


「シゲイルさんは、レストール家の諜ちよう報ほう部門のトップも務めてますのよぉ。ですから、ライファン・ピグノートのことを、朝から調べてもらってたんですわ」


「偉えらい、のか？」


　アルメイアの言葉を聞いて、良介はキュールの顔を見た。


「当然ですわ。本家の娘むすめのサイラ・レストール、つまりキュールのお母様で、リサラお姉様にとっては叔お母ば様をお嫁よめさんにしてるんですのよ。レストール家の中でも序列は高位ですわ」


　キュールが自じ慢まんげに胸を張る。


　それとほぼ同じタイミングで、モニターに顔が映し出された。


「お父様っ」


　キュールが思わず声を上げる。そこには、シルクハットが似合いそうな紳しん士しが映っていた。髪かみはオールバックにセットしていて、首もとには十字にタイを交差させたクロスタイを締しめた姿からは、生き真ま面じ目めな印象が伝わってくる。


「シゲイルさん、お手数をおかけします」


　アルメイアがそう礼を言うと、モニターの向こうで男──シゲイルが深々と頭を下げた。


『なに、大した手間ではありませんでしたからね』


　シゲイルが生真面目な顔で答える。


「お父様、ご無ぶ沙さ汰たしております」


『キュール、久しぶりだね』


　キュールの挨あい拶さつに言葉こそ少ないが、あからさまに相そう好ごうを崩くずした。満面の笑えみだ。どうやらキュールには、むちゃくちゃ甘い父親らしい。


『コホン。ライファン・ピグノートのことでしたね』


　自分でもにやけたのが分かったのか、咳せき払ばらいをして顔をまた生真面目に戻す。


『元々ライファン・ピグノートは、我々諜報部が追っていた人物ですからね、情報は既すでにかなりの量が集まっています。その中から重要と思われるものをお伝えしましょう』


　シゲイルが、手元の資料に目を落とす。


『ライファン・ピグノート、死神界の年ねん齢れいでは十六歳』


　良介の耳がぴくんと動く。思っていたより若い。もしかして、美少女当主、しかも自分に一ひと目め惚ぼれとか、そういう理想的展開があるのではなかろうか。


　いやあるべきだ。美菜を助けて、ついでに美少女に惚れられる。これこそが王道ではなかろうか、とか良介は思ってしまうのだ。


『男性ですね』


　がっくり。良介の妄もう想そうは、完全に霧む散さんしたのだった……。


『両親、祖父母共に早くに死亡しており、曾そう祖父に育てられていたようですが、その曾祖父が昨年死去して、ピグノート家の当主になりました。この辺りは、アルメイア様は既にご承知の情報でしょう』


「ええ、彼の相続には立ち会いましたわぁ。ちょっと中性的な美男子でしたわね」


『そのせいか……些いささか困った性せい癖へきがあるようです。大変な女好きで、家か督とくを継ついだ後に屋や敷しき内の男性は全すべて解かい雇こし、女性だけを使用人として使っているようですね』


　男として、ちょっと仲良くなれそうな気がした良介だった。


『死神としては、リサラ様より学年は下になりますが、一級資格を取得しています。素行不良で不真面目だったこともあり、卒業時の成績はあまりよくなかったようです。ただ、その実力は確かだったと報告が上がっていますね』


「《雷神の雹テイールハガル》との関係性は、何か進展ありまして？」


『残念ながら。曾祖父の代から《雷神の雹テイールハガル》と関係があったと思われますが、確たる証しよう拠こは摑つかめていません』


　申し訳なさそうにシゲイルが、頭を下げる。どうやら、本当に堅かたいというか、真面目な性格らしい。間ま違ちがいなく、良介とは気が合いそうになかった。


「分かりましたわぁ。それでねシゲイルさん、朝に説明した通り、やっぱり招待を受けることにしたのよぉ」


　アルメイアがそう言うと、シゲイルがぴくりと興味深そうに眉まゆを動かした。


『では、内部調査をアルメイア様とリサラ様、自みずから行うと？』


「キュールちゃんと、もう一人いるけれどねぇ」


『分かりました。ではこちらで、アルメイア様の持つ指輪をいつも通りマーカーとしてトレースします。位置情報の他ほかに会話もこちらに入りますので、動かぬ証拠が揃そろった段階で諜報部の実働部隊《短剣スクラマサクス》を転移させましょう』


　シゲイルとアルメイアの会話を聞きつつ、良介は隣となりのリサラの脇わき腹ばらを突つついた。


「ひゃぁんっ」


　思わぬ色っぽい反応をリサラがしてしまった。顔を真っ赤にして抗こう議ぎしてくる。


「なにするのよ！」


「いやあの、《短剣スクラマサクス》って何か聞きたかっただけなんだけど」


「もう少し聞き方があるでしょうに……。《短剣スクラマサクス》は、諜報部が持っている実働部隊よ。全員ルーンマスター、つまり術式が使える死神で構成されてるわ」


　リサラが腕うでを組んで、横目で良介を見ながら答えてくれる。


「じゃぁ転移って？」


「シゲイルの叔お父じ様が言った転移は、人間界でいうところのテレポートね。レストール家が中ちゆう枢すうで蓄たくわえている膨ぼう大だいな量のスピリットマネーがあるから、それを利用して目的地に瞬しゆん時じに送り込むのよ。これが出来る死神組織はそうはないのよ？　メルローなんて絶対に無理ね」


「なるほど……。要するに、美菜を誘ゆう拐かいしてるとか、《雷神の雹テイールハガル》のメンバーだって分かった時点で、その《短剣スクラマサクス》とかいう味方がバーンッとすぐ来てくれるのか」


「そうなるわね」


「あれ、でも、結界とかは平気なのか？」


　ガルダーブロウグとの戦せん闘とうを、良介は思い出した。いつも結界を張って、周囲から手出しをされないようにしていた。


「そのためにレストール家が蓄えているスピリットマネーを使うのよ。結界があっても、力ずくで粉ふん砕さい出来るようにね」


「…………なるほど」


　あんまりスマートじゃないな、とか思ったけど呑のみ込んだ良介だ。


　画面を見ると、


『それでは、細かい手はずは後でご指示を下さい』


　シゲイルがそう締めくくり、自信の表れかニヤリと笑みを浮うかべながら頭を下げたところだった。そのまま映像が途と切ぎれる。


「さてと、これで残った問題は一つね」


　リサラが、まじまじと良介を見た。


「なんだよ」


「メイド王になるとか言っていたけれど、メイドってそんなに甘いものじゃないのよ？」


　リサラの言葉に、ウスラ達がウンウンと頷うなずくのが見える。


「というわけで女によ体たい化した後は、メイドとして最低限の立たち振ふる舞まいが出来るように特訓してもらうから、覚かく悟ごしておいてね」


「ふっふっふ」


　良介は笑った。


「何よ、その笑い」


「望むところだっていうのさ」


　良介はグッと拳こぶしを握にぎりしめた。


（メイドさんの特訓、それはつまりメイドさんとつかず離はなれず生活することだ。つまりメイドさんと一いつ緒しよの食事──）


「メイドさんの着き替がえ、メイドさんと一緒の女子トイレ、メイドさんとガールズトーク、メイドさんと百ゆ合り百ゆ合り、メイドさんと同じ部屋で寝ねる、いや、もしかしたら同じベッドで寝る。そしてメイドさんと一緒のぞうきんがけ。後ろからメイドさんのお尻しりを見ながらぞうきんがけ……む、む、む、むっは──────！」


　何やら空気が冷たい。というか、視線が痛い。


「え、あれ？」


　リサラとキュールとアルメイアだけではない。


　おそるおそる良介は周囲を見み渡わたしてみる。


　ウルスが顔の前で×を作っていた。ヒルドは思いっきり気持ち悪いものを見るような目だ。


「ＯＨ……」


「ええと、特訓の前に教師からだめ出しなんだけど……」


　がっくりとリサラがうなだれる。


「はぁ～、仕方ありませんわ。キュールが最低限のことは教えますわ」


　ため息混じりにキュールがそう呟つぶやき、良介のメイド先生は決まったのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　与あたえられた部屋で、良介はゆっくりと目を開けた。


「うんうん、見事な美少女っぷりですわ、良介さん」
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　メイド服を着たキュールが、良介に鏡を手渡す。


　鏡の中の自分を良介は見つめた。確かにキュールの言う通り、鏡に映った良介は、百人中百人が「美少女です！」と答えること間違いなしの外見だ。


　艶つややかな黒くろ髪かみに、優やさしげでいて大きな目、マツゲは長く、薄うすい唇くちびるはほんのり赤い。身長は男だった時の良介よりも幾いく分ぶん低くなって百六十センチ台半ばくらいだろう。腕は細めで、太ふと股ももは太すぎない程度にむっちりとしている。ウエストは細く、お尻は大きくないがちゃんと主張する程度の大きさだ。


　なによりその胸は、男物の服の中ではち切れそうなボリュームだった。


　そう、まさに良介が理想とする女の子の姿だった。


「以前とは違ちがって、《グラム》は抑おさえ込まれてないはずだけど分かる？」


　鏡に映る自分をぼ───っと見ていた良介の頭を、コツンと小さくリサラが叩たたいた。


「え……ああっと」


　良介は、心の中で何度か《グラム》の名前を呼んでみる。


　だが返事はない。


　ただ、イリアに女体化させられた時は確か、《グラム》が抵てい抗こうするように咆ほう哮こうを上げて、やがて消えていった。今回はそんな咆哮は聞こえなかった気がする。


「《グラム》の返事はないけど、消えたような感覚はなかったな」


「んー、なら成功ってことかしら」


　リサラが腕を組んで、小首を傾かしげた。


「リサラちゃん、貴方あなたが《グラム》を呼べばいいのよぉ」


「あ……」


　アルメイアの言葉にリサラが小さく声を上げて、恥はずかしそうに頷く。


「そりゃそうか。俺に刺ささってるっていっても、契けい約やく主はリサラだもんな」


「うう、気が付かなかった……」


　少し拗すねたような顔をしてから、リサラが良介の胸に手を置き──ため息を吐ついた。


「大きい……何かしら、この納なつ得とくしがたい気持ちは」


　リサラが自分の胸──とっても平べったい胸を見つめて、唇を嚙かみしめた。そんなリサラの名を、良介は静かに呼んだ。


「リサラ」


「何よ良介っ」


　今にも嚙みつきそうなリサラの目だ。


「リサラ、俺は確かに巨きよ乳にゆう好きだ。でもな、全世界のおっぱいを愛してもいる。リサラ、お前のおっぱいだって充じゆう分ぶんに魅み力りよく的さ」


「……はぁぁぁぁぁぁ」


　長い長いため息をリサラが吐く。


「なんだよ」


「もういい。今の良介に言われたって惨みじめなだけだし、私は、私はまだ成長するって信じてるし」


「するかなぁ」


「成長するに決まってるでしょっ。だって……だってお母様はあんなに大きいのよっ。せめて、あれの三分の一程度には今からなるって信じてるのよ！」


「うんまぁ、希望を捨てないことはいいことだ」


「くぅぅっ」


　リサラが悔くやしげに呻うめき、


「ああもうっ、とにかく《グラム》、返事をしなさい！」


　叫さけぶ。するとドクンッと良介の魂たましいの中で、確かに《グラム》が脈動した。


「ん、よし。しっかりとコンタクト取れるわね。これで……ふふ」


　良介に、リサラが笑えみを向ける。


「な、なんだよ」


「いつでも良介からエッチな魂が抜ぬけるってことよ」


「待てっ、俺は夕べ吸われたばっかりで、まだ回復途上なんだぞっ。今吸い取られてみろっ、干ひ涸からびるだけじゃすまないっての！」


「ええ、分かってるわよ。分かってますとも。さっきのメイドへの妄もう想そうだって、良介にしてはまだ大人しいほうだったしね。でーも……うふふふ、おかしな事をしたら分かってる、わ・よ・ね[image: ]」


「うう……気をつけます」


　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの気分だった……。


「はいはい、そこまでですわ。今からメイド服に着替えるから、お姉様と伯お母ば様は部屋から出ていって下さい」


　キュールが手を叩きながら、リサラを押しやる。


「なんで私達が出ていく必要あるのよ。今の良介は外見は女の子なんだから、着替え見たってどうってことないじゃない」


　リサラが抗議の声を上げた。が、キュールは顔の前で人差し指を左右に振ふってその抗議を否定する。


「分かってませんわね、お二人とも。今から良介さんとキュールはメイドになるんですわよ。ということは、お二人は主人になりますわ。メイドが主人の前で着替えるなんて、あり得ると思いますの？」


「そ、それはそうだけど……何も着替えの時から、そんな本格的にメイドをしないでも」


　リサラが気け圧おされながらも、必死に抗弁する。


「しかも、良介さんの修業期間はほんの僅わずかなんですよ。精神からビシッとスパルタで特訓しないと、とても間に合いませんわ」


「うう、分かったわよ」


　キュールにぴしゃりと言われて、リサラはアルメイアと共に渋しぶ々しぶ部屋を出ていく。


「……うーん？」


　額ひたいに手を当てて良介は考えた。何かおかしい気がする。


「どうかしたんですか、良介さん」


　キュールが、良介の顔を覗のぞき込んだ。


「あ……そうか」


「なんですか？」


「キュール、お前もここにいる必要ないだろ」


　特にキュールが良介の着替えを見ている必要はないはずだ。というか、女体化しているとはいっても、やっぱり異性に着替えを見られるのは恥ずかしいのだ。


　が、キュールに鼻で笑われてしまった。


「フッ、良介さん……何も分かってませんわね」


「何がだよ」


「ブラジャーの着け方、分かりますの？」


「え……。ええと、おっぱいを入れればいいだけじゃないのか？」


「やれやれ、全然なってませんわね」


　全くなってないとキュールが、頭かぶりを振る。


「くっ……ブラジャーを外すことなら、エアブラジャー外しで特訓してきたが、装着する想定はさすがにしてなかった」


「それにこのメイド服は、背中で留める形式ですけれど……そんな経験ありますか？」


「Ｔシャツとワイシャツ以外はちょっと……」


「ふっふっふ、良介さん。キュールによろしくお願いしますは？」


「うう、女装癖へきが俺になかったばっかりに」


　良介が呻く。


「さあ、怖こわくないですわよ？」


「キュール先生、ご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いいたします」


　深々と良介はキュールに頭を下げた。


「まずは今の男物の服を脱ぬいで下さい」


　キュールに促うながされて、良介はＴシャツを無造作に脱ぐ。


　ブルルルルルルンとおっぱいが揺ゆれた。Ｔシャツによって思いっきり圧あつ迫ぱくされていた大きなおっぱいが、一気に解放されたのだ。何この解放感……。


「──！」


　あまりの解放感に自分のおっぱいを見かけて、良介は慌あわてて天てん井じようを見上げた。


「どうしたんですの？」


「いやでも、あのほら、生おっぱい……自分のかもしれないけど、でも今の俺は女の子なわけで、生おっぱい」


「そりゃまぁ、自分の体の一部ですし」


　キュールが呆あきれる。


「そう言われたって、女の子の生おっぱいなんだぞっ。こんなにまじまじと見たら、俺の心臓が生おっぱいでショック死しかねないぞっ。そもそも生おっぱいには、先せん端たんにちょんとピンクの秘宝が付いてるんだぞっ。その秘宝様はな、しっかりと水みず垢ご離りとか座ざ禅ぜんとか、とにかくそーいった精神の修行をして身を清めてから見ないと、刺し激げきが強すぎて男の子は死んじゃうんだぞっ！」


　良介は、心の底から力説してみた。が、キュールには通じなかったらしい。


「…………」


　呆れるというよりも、不可解なものを見るようなキュールの視線だ。


　だが、良介はそんな視線は気にも留めずに懊おう悩のうした。


「ああ、でも生おっぱい様を見る機会。そして触さわる、つまむ機会じゃないか。そして何より……」


　良介は、ゴクリと生なま唾つばを飲み込む。


「そう、パンツの中だ……」


　パンツの中に広がるエルドラド。男共の誰だれもが求めるエルドラド……。


「よしっ、行くぞっ。パンツの中にっ、手を……手を入れる！」


「あのぉ、良介さん？」


　無視。


「おりゃぁぁぁぁぁぁ！」


　ズボッ。良介が、自分の右手を自分のパンツの中に差し込む。


「………………」


　声が出ない。キュールが心配そうに良介の名を呼んだ。


「良介さん？」


「………………」


　声っていうか、体が固まる。キュールが、また良介の名を呼ぶ。


「ええと、良介さん？」


「………………」


　ムニッ。ムニムニ。


　なんだろう、この触り覚えのある感かん触しよく。すごく慣れ親しんできた感触。


　キュールが、良介のことを心配して顔を近づけた。


「良介さーん。おーい、良介さーん。本当にショック死してるんですのー？」


「………………も一回」


「は？」


　ムニッ。ムニムニ。


「パ、パ、パ……」
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「パ？　パってどうしたんですのっ、本気で壊こわれてますの？」


「パオ────────────ン！」


　叫びながら勢いよく手を引き抜く。が、パンツの生き地じに引っかかり……ブチン。破れて、パンツが落ちました。


　そして──。


「え……キャ───────────────ッ！」


　キュールが悲鳴を上げて、顔を手で覆おおった。


「どうしたのよっ──ッ、キャ─────────ッ！」


　扉とびらの前で様子をうかがっていたらしいリサラが飛び込んできて、キュールと同じように悲鳴を上げて顔を背そむける。


「あらあら、どうかしましたの……あら、あらあら、意外にご立派ですのね」


　リサラに続いて入ってきたアルメイアが、まじまじと良介の股こ間かんを見た。そこには、プランプランと象の鼻みたいなものがぶら下がっていた。


　あれだ。男の子に付いてる棒ってヤツだ。


「いや────っ、まじまじと見ないで下さいっ！」


　アルメイアの視線に気が付いた良介は、慌てて両手で股間を隠かくした。自分のソレが見られてて、恥はずかしくないわけがないっ。


「お母様っ、これはどういうことですのっ」


「そうですわよ、伯母様。良介さんの女によ体たい化は失敗だったんですの？」


　良介の股間を見ないようにして、リサラとキュールがアルメイアに詰つめ寄る。


「ええと……うーん、なんでしたっけ。確か人間界にこーいう状態を表す言葉がありましたわよね」


　人差し指を顎あごに添そえて、アルメイアが考え込む。そして数秒後。


「ああ、そうそう。こういうのを『ふたなり』って言うんですわよね」


「あ、それ大正解です」


　思わず答えちゃう良介だ。


「そんなことどうでもいいでしょ！　お母様も！」


　リサラが声を荒あららげる。相変わらず良介を見ないようにしてだ。


「ああ、今の良介さんの状じよう況きようよねぇ。推測なのだけど……ほら魂たましいの奥底、つまり生きる力、良介さんの場合はエッチな魂までは女体化の影えい響きようが及およばないように術式を改造したでしょぉ」


「ええ、そうですわ」


　キュールが顔を両手で覆いながら頷うなずく。


「きっとそのせいで、エッチな魂の象しよう徴ちようともいうべき……その、アレが残ってしまったと思うのよぉ」


「あの、じゃぁ俺の上半身は女で、下半身は男ってことかよ……」


　股間を両手で隠しながら、良介はさめざめと泣いた。


「がっくり……う、うう、良介、もうお嫁よめに行けない」


「お婿むこじゃないですか？」


　キュールに突つっ込まれた。


「どっちでもいいわよ！」


　リサラが怒ど鳴なる。


「お母様。分ぶん析せきの続きをお願いしますわ」


「え、ええ。ただ女の子の方もしっかり在あったのよねぇ。つまり良介さんの下半身は雌し雄ゆう同体。ほら『ふたなり』でしょぉ」


「なるほど。俺はそんなマニアックな存在になったのか……」


「今のを聞いた感想がそれなわけ？」


　リサラが呆れる。


「いやまぁ、なっちゃったものはなっちゃったもんだしさ。それに後で戻もどしてくれるんだろ？」


「……たまに思うけど、良介ってば意外に図太いわよね」


　リサラが苦く笑しようする。


「ま、もういいわ。外見上は完全に女の子で問題ないんだしね。良介、さっさとパンツ穿はいて、メイド服を着てよ」


　そう言うリサラに良介は頷いて左ひだり腕うででおっぱいを隠しながら、右手で畳たたまれたメイド服の上にあるパンツを取った。当然女物です。別名ショーツです。


「え、あれ、え……これ穿くの？」


　小さい。すっごく布地が小さい。良介の息子むすこを覆うには、あまりに不安な面積だ。


　だが自分が穿いていたパンツは……さっき破ってしまった。つまりここにあるのは、この面積の少ないショーツだけだ。


「ホントにこれ穿けと？」


　良介は周りを見た。リサラとキュールが手で顔を隠しながら、アルメイアがニコニコしながら頷く。


「う、うそ─────んっ！」


　泣きながら良介は、右手だけで不器用にショーツを穿いた……。そしてメイド服を、キュールに手伝ってもらいながら着たのだった。
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「コホン、それではこれから良介さんメイド化計画を開始しますわ」


　メイド姿になった良介の前で、これまたメイド姿のキュールが胸を張る。


「ピグノート家を訪問するのは三日後よ。つまりメイド特訓は今日と明日しか出来ないわよ」


　リサラが、椅い子すに座ったまま良介を見上げる。


「望むところだ。それに訪問は早ければ早いほどいいしな」


　良介の答えに、リサラは小さく頷いた。


「その通りよ。ガルダーブロウグが約束したといっても、やっぱり美菜の身が心配だものね。可能な限り早く助け出すほうがいいに決まってるわ」


「ああ。そもそも美菜は無関係なんだ。今だって不安な思いをしてるに決まってるっ」


　力を込こめて、良介が男らしくメイド姿で言い切る。そんな良介の勇姿を無視して、眼鏡を掛かけたキュールが特訓メニュー表的なものに目を走らせた。


「ではまず、キュールからメイド化計画の概がい要ようを簡単に説明させていただきますわね」


「なんで眼鏡が必要なんだよ。雰ふん囲い気きか？」


　突っ込んだ良介を、キュールがやれやれと見る。


「ノンノン。この眼鏡には、微び弱じやくながら相手の思考を阻そ害がいする術式が編み込まれてますの。つまり相手がキュールを見て、キュールを思い出そうとする行こう為いを妨ぼう害がい出来るってわけですわ。ま、かなり弱い効果ですけれど」


「ええと、だから？」


「顔見知りには効果ありませんけど、一度か二度チラッと会っただけ程度の相手なら、キュールを思い出せないって寸法ですわ」


「潜せん入にゆうアイテム的なものか」


「その通りですわ」


　キュールが、掛けた眼鏡の位置をクイッと直す。その様子からは、どう見ても教師的な雰囲気を出したかったとしか思えない。


「では説明を始めますわね。まず、キュールと良介さんの立場です」


「レストール家のメイドだろ？」


「いいえ、それだけではありません。キュールはアルメイア様のお供で、良介さんがリサラお姉様のお供になりますわ」


「えー、リサラに仕つかえるのかよ」


「文句あるわけ？」


　リサラに睨にらまれた。


「いいえ、ありませんですとも、お嬢じよう様」


「ふんっ」


　そんな良介達を呆あきれ顔で見つつ、キュールが言う。


「この組み合わせはキュールが決めたのではなくて、伯お母ば様ですわ」


「お母様が？」


　リサラが驚おどろいた顔をする。


「ええ。リサラお姉様は元々良介さんにはきつく当たるから、主人とメイドの関係に見えなくもないだろうって仰おつしやってましたわ」


「待て、それってなんだ、アルメイアさんには俺とリサラが主従関係に見えてるってことか、なぁ」


　良介の視線を受けて、リサラが「知らないわよ」と目で返し、


「もうなんでもいいわ。さっさと始めましょうよ」


　そう言った。


「ま、それもそうか。時間は限られているんだしな」


「その通りよ。じゃぁまず、良介」


「おう」


　ドンッと胸を叩たたく。ブラジャーの上からでもわかる、おっぱいの感かん触しよく……。


「まず口調ね。ちゃんと丁てい寧ねいな女の子の口調で喋しやべらないと」


　リサラの提案に、キュールが頷く。


「確かにその通りですわね。最初は俺じゃなくて、私に変えることからですわね」


「……わ、私？」


　恥ずかしい、なんだかすっごく恥ずかしい。


「顔を赤くしない」


　ぴしゃりとリサラにダメだしされてしまった。


「わた……私」


「ダメ」


「わた……し」


「ダメ」


「わ、わ、私！」


　良介自身、力んでしまっているのが分かる。


「ダメっ、全然ダメっ。良介っ、貴方あなた本当にメイドの星を摑つかむ気があるわけ！」


　リサラが勢いよく立ち上がり、良介を睨み付けた。その迫はく力りよくに良介は思わず頭を下げて、しおらしく謝ってしまう。


「ごめんなさいっ！」


「それよ、それよ良介！」


「え？」


「そのしおらしい態度。それこそが一流のメイドにまず必要な態度よ。さあ、安心して、今の良介なら言えるはずよ。心の底から女の子として『私』って言えるはずよ」


　リサラが優やさしく良介の手を取り、握にぎる。その顔を良介は潤うるんだ瞳ひとみで見上げた。


「リサラ……いいえ、リサラ様」


「さあ、心を開いて。何も怖こわくないのよ。ほら『私』って言ってごらんなさい」


「はいっ、リサラ様……んっ……私」


　ゆっくりと言ってから、良介は恐おそる恐おそるリサラの顔を見る。そこには優しい微笑ほほえみが広がっていた。


「そうよ、それでいいのよ」


　リサラが嬉うれしそうに良介を褒ほめる。


「ああ、私っ……私っ、ああっ、私、私って言えてます！」


「よく、よく頑がん張ばったわねっ、良介」


　いつの間にか、リサラの瞳も潤み始めている。


「はいリサラ様っ、私、もう怖くありませんっ。私は女の子として、メイドの星を摑んでみせますわ！」


「良介っ……ううん、違ちがうわね。今日から貴方は、良子よっ。良子、一いつ緒しよに、一緒にメイドの星を目指しましょうね！」


「ああっ、リサラ様っ。良子、嬉しい！」


「良子！」


「リサラ様！」


　がっしりと二人が抱だき合った。女同士の美しい友情は確かにある、今なら良介はそう高らかに断言出来る。


「でも、その良子ちゃん。下半身に付いてますけどね」


　ケッて顔をしながらキュールが吐はき捨てた。


「…………」


「…………」


　良介とリサラが固まる。そしてどちらからともなく、ばつが悪そうに離はなれた。


（なに流されてんだよ、俺っ。これは演技だろ、演技。心の底から女の子になってどうすんだ）


　ブンブンと今の行動を振ふり払はらうように良介が頭かぶりを振り、チラリとリサラを見る。と、リサラはなんだかモジモジしてた。


（ああもうっ、なにしてるのよ私ってば。女の子の姿でも相手は良介なのよ。なんで、だ……だき……うわぁ、私ってば良介と抱き合っちゃったの？　うっそぉぉ、え、ホントに、あれ……噓うそ、なんで、うっそぉぉ）


　リサラが俯うつむき、両りよう頰ほおを手で押さえてモジモジとしている。


　良介にはその行動が全く理解出来ず、仕方なくキュールに聞いた。


「なぁ、キュール」


「なんですか、良介さん」


　キュールが見返してくる。


「リサラ様のヤツ、なにしてるんだ？　熱でもあるのかよ」


「ええ、そうですわ」


　微み塵じんも悩なやむことなく肯こう定ていされた。


「冗じよう談だんですわよ。はぁ～、仕方ないですわね。キュールが今、お姉様を元に戻もどしてきますわ」


　やれやれと首を振ると、キュールがリサラに近寄る。


「お姉様、抱き合った余よ韻いんに浸ひたっているところ悪いのですけど、そろそろ特訓を再開したいんですけれど」


「…………え、あ、ええと……」


　リサラはキョトンと周囲を見回してから、慌あわてて否定したのだった。


「余韻になんて浸ってないから！」
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「がに股またで歩かないでよね」


　リサラの声が飛ぶ。


「そ、そう言われましても……あ、あの、その」


　良介は、常々妄もう想そうしてきたメイドさんの口調で返した。


「もう一度キュールの歩き方を見る」


「はい……」


　良介の前で、キュールがしずしずと歩いていく。


「ほらもう一度」


「分かりました」


　といっても、そもそもメイド服のスカートは長いわけで、キュールがどう歩いているかなんてさっぱり分からない。逆に言えば、外から見ても分かる良介のがに股っぷりだった。


「ああもうっ、違うでしょうが。もっと内股気味に歩いてっ」


「分かり……ました」


　良介は必死になって内股で歩く練習を始めたのだった。


「この調子で、本当にメイド役なんて出来るのかしら……」


「キュールも心配ですわ」


　リサラとキュールが呻うめいた……。その声を聞きつつ、良介は脳内に溜ため込んだメイドに関する知識を総動員しつつ、必死に内股で歩いた。


　なんとしても、メイドになりきってみせる。それこそが、美菜を助け出す早道なのだ！


　そして内股で歩きつつ、転ぶ良介だった……。
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　それから二日後だ。


　リサラとキュールが、目を丸くして良介を見ていた。


「リサラ様、お呼びでしょうか？」


　リサラが呼ぶと、良介は慌てた様子もなく、それでいてすぐにその脇わきに立つ。


　何より、立っている雰ふん囲い気きがもう慎つつましやかなメイドそのものだ。


「驚いたわね。まさか、ここまで化けるとは」


「全くですわ、キュールもこれにはびっくりです……」


　リサラの感かん嘆たんに、キュールも頷うなずく。


「驚くことではありません。昔から、メイドの本はよく読んでおりましたので」


　良介は自じ慢まんするわけでもなく淡たん々たんと二人に答えた。


「あら、そうなの？」


「はい。主に男性の性欲を喚かん起きする方向の本になりますが」


「……聞いた私がバカだったわ」


　リサラが頭を抱かかえる。


「で、リサラ様。ご用の向きはなんでしょうか」


「ご用って、貴方がちゃんとメイドとして来るかどうか確かく認にんしたかっただけで、特にないんだけど」


「特にありませんでしたら、マッサージをいたしましょうか」


「マッサージ？」


　良介の提案に、リサラが怪け訝げんそうな顔をする。


「はい、メイドたるもの主人の欲求不満の解消もその務め。お任せ下さい、私のフィンガーテクニックでリサラ様の夜ライフをステキなものに」


　ワキワキと良介が手を動かした。


「ちょっ、ちょっと待ったっ、そんなこと本当のメイドはしないから！」


　慌てたリサラが、良介を押おし留とどめる。


「うーん、さすがはエッチな本で仕入れたメイドの知識ですわ。ものの見事に、一部偏かたよってますわ……」


　キュールが嘆たん息そくした。


「どうか遠えん慮りよなさらないで下さい。これも全すべて美菜を助けるため、私は明日の訪問が終わるまで、一メイドとして振る舞まうつもりです」


　きっぱりと良介が言い切る。


「良介……」


　不覚にも、メイド姿の良介を男らしいとか思ってしまったリサラだった。


「さあリサラ様、私に何か命令を。でなければマッサージを」


「マッサージはいらないから！」


　そう肩かたを怒いからせてからリサラは、フッと力を抜ぬいた。


「ま、いいわ、それなら一つ仕事を頼たのみましょうか」


「はい、リサラ様」


　良介は静かに答える。


「第一書庫の場所は教えたわよね」


「はい、伺うかがっております」


「あそこにレストール家紳しん士し録ろくがあるのよ。それの第一巻と第二巻を持ってきてくれないかしら」


「承うけたまわりました」


　静かに頭を下げると、良介は静かにリサラの部屋を出ていく。


「おしとやかなメイドにしか見えないわ……」


　その後ろ姿をリサラは、呆ぼう然ぜんと見送った。


「良介さん、あのスタイルと容姿で完全にメイドになりきってますわね。もしかしたらキュール達より女の子らしいんじゃ……」


　キュールがそう呻くように言うと、リサラは哀かなしげに首を左右に振った。


「もしかしたらじゃなくて、ほぼ完全に私達が負けてると思うわ……」





　　　　※　　　※　　　※





　第一書庫と呼ばれるそこは、まるで図書館のようだった。


　少なくとも良介達が通かよう桃もも園ぞの学園の図書館には、充じゆう分ぶんに匹ひつ敵てきしていた。そもそも専属で管理しているスタッフまでいる。もっとも今は、『離り席せき中』の立て札が置いてあったが。


「……仕方がありませんわ」


　他ほかに誰だれもいないのに良介は女言葉で喋しやべると、一人で書庫の中に入った。


　入って一分ほどで、良介は──感じ取ってしまった。


　きちんと整理整せい頓とんされている本ほん棚だなで一カ所、不自然な本の配列がある。そこから、妖あやしげなオーラを感じるのだ。強しいて言えば、友人の家に行ってエッチな本の隠かくし場所から感じるのと同じオーラだ。


　ここには何かが隠してある！


　良介はそう確信して本を一冊抜き取った。すると奥に取っ手らしきものが現れた……。


　そう、良介は気が付いてしまった。


　隠し部屋の存在に──。


（くっ、開ける……べきか。でも今は美菜のことがある。あまり余計なことをする時間は、いや待て、ピグノート家だって隠し部屋あるよな。普ふ通つうの部屋に美菜がいるなんて、考えにくい。そうか勘かんを養う訓練になるんじゃ……）





　　　　※　　　※　　　※





「来てないですって？」


　リサラの声が、驚おどろきで跳はね上がった。


　良介の帰りがあまりに遅おそく、自ら書庫に出向いたのだ。そして返ってきた答えが、良介らしきメイドは来ていないというものだった。


「確かに私は離席しましたけど、十分ほどでしたし……。その前もその後も、お嬢じよう様がおっしゃるようなメイドは来ていません」


　書庫のスタッフをしているメイドが説明をする。


「どういうこと……」


　リサラが考え込んでしまう。その隣となり、同じく事情を知っているキュールもまた眉まゆをひそめた。


「確かに妙みようですわね。考えられるのは、何かエッチな誘ゆう惑わくに負けてフラフラと……くらいしか」


　キュールの言葉に、リサラが首を左右に振る。


「この屋や敷しきに、そんな誘惑がそうそうあると思う？」


「伯お母ば様はどうですの？」


「お母様は外出してて、さっき帰ってきたばっかりよ」


「だとすると、キュールがここにいますし、お屋敷にお色気を振ふりまく死神は一人もいませんわね」


「今、私のことを計算から外さなかった？」


　リサラがジロリとキュールを睨にらむ。


「……気のせいですわ」


　澄すました顔でキュールが否定した。


「まぁ……いいけど。でも、益ます々ます分からないわね──あっ」


　リサラが声を上げる。


「お姉様、何か思い付きましたの？」


「既すでにガルダーブロウグが動いているとしたら、良介の身が危ないわ」


　リサラがそう言うと、キュールがそんなわけはないと全否定する。


「まさか。ここはレストール家本家の屋敷ですわよ。この家に忍しのび込める死神なんて考えられませんわ」


「そうね、それはそうかも」


「ええ。まずは、《グラム》の反応を調べてみるべきですわ」


　キュールの提案に、リサラは頷いた。


「そうね、その手があったわ。《グラム》よ、《折れた剣けんグラム》よ。汝なんじの主あるじ、リサラ・レストールの声に応こたえよ……」


　そして数秒……三十秒……一分……。リサラに《グラム》の反応は返ってこない。


「だめ……全く反応がないわ」


　リサラが力なく首を振った時だった。


「あらまぁ、こんな所に居たのねぇ」


　アルメイアが、カエサルと共に呑のん気きな顔で書庫に入ってきた。


「お母様？」


「カエサル？」


　リサラとキュールが不思議そうに顔を上げる。


「さっき帰ってきたら、カエサルちゃんがワンワン吠ほえてるって報告されて……二人を捜さがしていたのよぉ」


「オンッ！」


　一吠えして、カエサルがキュールの足あし下もとにやってくる。


「カエサル、どうかしましたの？」


「オン、オンッ（散歩の時間だぞ）」


　キリッとした顔でリサラとキュールを見てから、少し顔を傾かたむけて小さく吠える。


「オンッ（俺の間ま抜ぬけな飼い主はどこに行ったんだ？）」


「その良介さんが行方ゆくえ不明なんですの……」


「え？」


　キュールの答えにアルメイアが驚きの声を上げた。


「どういうことなの、リサラちゃん」


「私がいけないんです。ここの資料を取ってくるように頼んだら……そのまま帰ってこなくて」


　弱々しいリサラの答えだ。


「《グラム》を使って探査はしたの？」


「ええ、でも反応なくて……もしかしたらガルダーブロウグにさらわれたのかも」


　力なくリサラがそう答える。言いながら徐じよ々じよに自分の考えが当たっているかもしれない、そう思ってしまいリサラの瞳ひとみが潤うるんでいく。


「ガルダーブロウグが、この屋敷に？　そんなことあるかしら……」


「バウッ！」


　カエサルが、雄お々おしく吠えた。


「オン（捜そう索さくってのは、大昔から俺達犬の独どく壇だん場じようだぜ。死神ってのは、そんなことも知らないのかよ）」


　そう言っているはずはないが、なぜかそう聞こえてしまう。


「……オンッ！（付いてきな）」


　床ゆかの匂においを嗅かぎながら、カエサルが歩きだした。その後ろ姿は、力強いリーダーシップに溢あふれている。見ているだけで安心感が湧わいてくる、そんな背中だ。


　リサラは頷うなずくと、その後を付いていった。この事態に一いつ瞬しゆん判断が追い付かないアルメイアの手を、キュールが握にぎり微笑ほほえむ。


「平気ですわ。カエサルは、まさに英えい雄ゆうなんですの」


　アルメイアは数度瞬まばたきをしたが、キュールの笑顔に微笑みながら頷いて、共に歩き出したのた。


「オン（ここだ）」


　第一書庫の奥で、カエサルが小さく吠えた。


「ここって、ただの本棚じゃない」


　リサラが高い本棚を見み渡わたす。


「オンッ（だが、ここで途と絶だえてるんだよ）」


「……あ」


　アルメイアが小さな声を上げて、本棚に近づく。


「お母様？」


「ここは、内ない緒しよのものを密ひそかにしまっている倉庫なのよぉ」


　棚に並んでいる本を一冊、アルメイアが手に取った。奥に取っ手が現れる。


「といっても、それほど大切なものではない……うーん、ちょっと人目にふれさせたくないようなものをしまっている感じかしらねぇ」


　本の奥にある取っ手を摑つかむと、音もなく本棚が奥に下がり横に移動していく。間に扉とびらが出てきた。


「隠し部屋ですの？」


　キュールの言葉に答えつつ、アルメイアが慣れた手つきで扉を開け放つ。


「ええ、そうよキュールちゃん。一応結界もあるから、それで《グラム》の反応がなかったのかもしれないわねぇ」


「その割には鍵かぎもないなんて……」


　キュールが呆あきれる。


「ちゃんとあるのよ？　でも今は入れてるものがそれほど重要なものじゃないのよぉ。だから面めん倒どうで」


　肩かたをすくめてからアルメイアが灯あかりを付ける。


　灯りに照らされて、うずたかく積まれた大量の本が姿を現した。その本を見上げながら、リサラが聞く。


「この本はなんですの、お母様」


「う～ん、預かり物ってところかしらねぇ」


　そう答えたアルメイアの脇わきを、カエサルがトットッと軽い足取りで歩いていく。


「オンッ（間ま違ちがいない。良介の匂いが続いてるぜ）」


「じゃぁ、この中にいるってわけ？」


　カエサルの後をリサラが慌あわてて付いていく。そして、すぐに立ち止まり──リサラの口から、怒いかりに震ふるえる声が発せられた。


「こ、これはどういうことかしら、良介」


　拳こぶしはギュッと握られてワナワナと震えている。隣のカエサルといえば、やれやれと俯うつむいて頭かぶりを振っている。


　が、名前を呼ばれた当の本人である良介は、全く反応を示さずに本を読みふけっていた。メイド服姿のまま良介は座り込み、フンフンと鼻息も荒あらく本を読み続ける。


「お、おおおぉ、このコレクションの持ち主は……中々分かってやがるな。お、おおっ、このページがまたエロいっ」


　良介が目を皿のようにして本をめくっていく。


「良介！」


　叫さけび、リサラが良介から本を強ごう奪だつした。


「ああ───っ、俺のお宝を……あれ、リサラ。どうしてここに？」


　キョトンとした顔で良介は、リサラを見上げる。


「どうしてここに？　じゃないでしょうっ。私達が、どれだけ心配したと思ってるのよ！」


「どれだけって大げさな。ちょっと気になった本を読んでただけで……あれ？」


　良介は自分の周りを見た。三十冊は置かれていた。そう全部読み終わった本。


「フッ……本は時間泥どろ棒ぼうだって聞いたことがあるが、憎にくい連中だぜ」


「良介ぇぇぇぇぇぇ！」


「ご、ごめなんさいっ。ごめんなさいっ。最初は、美菜を捜す時に隠かくし部屋の存在に慣れておくと、そのいいかなぁって思って開けただけなんだよっ。そうしたら、すんごいお宝じゃん。つ、つい……そのあの、最近ほら、リサラに没ぼつ収しゆうされちゃって、こーいった本が読めてなかったから、集中しちゃったんだよっ。ホントごめんなさい！」


　良介は、見事なまでの土下座を極きめてもう平謝りだ。悪意は無かったのだ。本当にちょっと読んでみるだけのつもりで、あとちょっと、もうちょっと、ああ次のページが気になる……とかしてたら、この有様だった。


　謝るしかない。


　額を床にすりつける。


　が、そんな良介の後頭部に降ふってきたのは刺さすような怒ど気きだった……。


「良介、それで許されると思うわけ？」


　リサラの怒気に満ち溢れた声が落ちてくる。


「まずは顔を上げなさい！」


　弾はじかれるように良介は顔を上げて、リサラの顔を見た。


「あれ、目が赤いぞリサラ」


「っ……こ、これはこの部屋の埃ほこりが目に入ったのよ！」


「は、はぁ……」


「本当よっ、ホントに埃が目に入って涙なみだが出ただけよっ。良介、ホントに本当なんだからねっ」


　なんというか、そこまで言われるといかに鈍にぶい良介でも分かってしまう。


　自分を心配して目を赤くしてくれたんだ、と。そんなリサラの気持ちが分かったからこそ、良介は素す直なおに頷いた。


「ああ、分かってる」


「…………フンッ、分かってるならもう心配させないでよね」


　不ふ機き嫌げんそうにリサラがそう言う。その様子もまた、良介が察したことが伝わったと分かるくらい分かりやすくて、良介は思わず苦く笑しようしてしまった。


「何よ、その顔」


　ムスッとした顔で、リサラが睨にらんでくる。


「え、いやぁ、その申し訳ない顔です」


「とてもそうは見えないんだけど」


　そう言うリサラの顔は、もう怒おこってるってよりは拗すねてる顔だ。


「そ、そうかなぁ」


「ええ、そうよ。そもそもいつまで座ってるのよ。さっさと立ちなさい」


　リサラに言われて、良介はモジモジと腰こしを揺ゆすった。


「ええと、あのその……」


「いいから、早く立つ」


「いやぁ、だからその……」


「何よ」


　不機嫌そうな表情をリサラが浮うかべる。


「もう立ってるもので……」


「はぁ？」


　良介の答えに、リサラが顔を？マークでいっぱいにした。


「ですからその、あの、アレがとても元気なもので……今立ち上がるとスカートが盛り上がっちゃってですね」


「……良介、何を言ってるの？」


「ええと、ナニが立ってる話」


「ナニ？」


「ナニ」


「………………」


　リサラが考え込むこと十秒ほど。赤い顔をしたまま、良介に背を向けた。


「なんでそうなってるのよ！」


「なんでって、そーいう本を読んでたんだからさ！」


「そういう本？」


　リサラが良介から奪うばった本を開く。


「──！」


　固まった。そんなリサラの姿を見ていたアルメイアが苦笑する。


「あらまぁ。リサラちゃんったら、やっぱり純情ねぇ」


「どういうことですの、伯お母ば様」


　キュールが小首を傾かしげた。


「うーんと、この部屋の本は、ぜーんぶエッチな本なのよぉ」


「はぁぁぁぁぁ？」


　驚おどろいてキュールが部屋中を見渡す。積まれている本は、確実に五百冊はありそうだ。


「こ、これ全部エッチな本なんですの？」


「ええ、そうよ」


「だ、誰だれがいったいこんなに大量のエッチな本を集めたんですかっ。まさか伯母様が!?」


　キュールの指し摘てきにアルメイアが苦笑しながら、手をオバサンっぽくパタパタと上下に振る。


「やーねぇ。私、エッチなことが嫌きらいじゃないけれど、本を集める趣しゆ味みはないわよぉ」


「な、なら一体、誰が集めたって言うんですか、お母様っ」


　金かな縛しばりから解放されたリサラが、アルメイアに詰つめ寄る。


「こ、こんな穢けがれたものをレストール家の書庫に集めるなんて、許ゆるし難がたい行こう為いです！」


「もう、ホントにリサラちゃんは純情ねぇ。男の人だったら、エッチな本を持ってて当然よ？」


「なっ」


　アルメイアの返答に、リサラが啞あ然ぜんとして口をパクパクさせる。そして良介は、我が意を得たりと力強く頷うなずく。


「そうですっ、そうですともアルメイアさん！」


　すぐにリサラの殺気の籠こもった視線を浴びて、「すみません」とうなだれる良介ではあった。


「誰が集めたかなんて、もういいですっ。お母様っ、今すぐ廃はい棄きすべきです」


「うーん、そこまで嫌うことないと思うんだけどぉ」


「お母様っ」


　リサラがなおも詰め寄るが、アルメイアは平然とした顔だ。


「それにね、リサラちゃん」


「なんですか」


「これ預かり物だから勝手に捨てられないのよぉ」


　困ったようにアルメイアが隠し部屋の中を見み渡わたす。


「伯母様に物を預ける人って、そうはいませんわよね」


　キュールが小首を傾げる。


「ええ、そうねキュールちゃん。この本を私に預けたのは、貴方あなたのお母様のサイラさんなのよぉ」


「……………………は？」


　キュールの目が点だ。


「叔母様が？　え、でも、あの潔けつ癖ぺき症しようのサイラ叔母様がこんな本を集めるなんて、信じられない……」


　リサラも同じく呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


「リサラ、誰しも心にエッチな魂たましいを持っているものさ」


　いい顔で良介はリサラに話しかけたが、キッと睨まれて「ごめんなさい」となってしまった……。


「誤解しないでね。これはサイラさんが私に預けたものだけど、持ち主は違ちがうのよ？」


「ど、どういうことなんですの？」


　キュールがますます分からないといった顔をする。


「うーんとね、このエッチな本はぜーんぶ貴方のお父様、シゲイルさんの持ち物なのよ」


「……………………は？」


　またキュールの目が点になる。


「シゲイルの叔お父じ様が……。噓うそ、あんな立派な人が」


　リサラもまた呆然と呟いた。


　良介は、モニター越ごしに見たシゲイルの顔を思い出した。生き真ま面じ目めそうな紳しん士しなおっさんだった。なるほど一見するとエッチな本なんて持っていなさそうではあった。


　だがしかし、シゲイルもやはり男だったのだ。


　良介の中で、一気に親近感が湧わいてくる。


「な、リサラ。人は誰しも心にエッチな魂を持っているって言っただろ？」


　良介の言葉にリサラが「はぁぁぁ」と深いため息を吐つく。


「良介、たとえそうだとしても、貴方は後で反省会だからね」


「…………しくしく」


　良介はさめざめと泣くしかなかった。


「ええとね、シゲイルさんが隠していたエッチな本が、サイラさんに見つかっちゃったのよぉ。でも、捨てるにしても数が多すぎるでしょ？　これだけ大量に捨てたら、ゼリア家はエッチな本だらけって思われちゃうものぉ。だからサイラさんに、この本を預かって欲しいってお願いされたのよぉ」


「なんて迷めい惑わくな……」


　リサラが呻うめいた。


「まぁまぁそう言わないであげてよぉ。シゲイルさんってば、どんなことをしても、何があっても、冥めい府ふ魔ま道どうに落ちても絶対に絶対に取り返してみせるって、サイラさんに泣きついたって聞いてるものぉ。サイラさんもいきなり捨てるのは、ちょっと気がとがめたんじゃないかしらねぇ」


　アルメイアの話を聞いて、良介は床ゆかに突つっ伏ぷした。シゲイルのために、泣く。さめざめではない、同じ悲劇を味わった者同士としてしっかりとはっきりと泣くのだ。


「くおぉぉぉぉっ……なんて悲劇だ。人間界も死神界も関係ない、ここに今、涙無くしては語れない悲劇があるっ。ほぼ全すべての男が一度は味わう悲劇が、規模を大きくしてここにあるっ。くおぉぉぉぉっ、涙が、涙が止まらない!!」


　そしてその隣となりでは──


「うう、まさかお父様が……お父様が良介さんみたいだったなんて」


　そう呟きながらキュールもまた床に突っ伏す。


「キュール……」


　そうリサラが慰なぐさめようとした時だ。


「まあでも、良介さんの突き抜ぬけっぷりを考えれば、エッチな本を集めるくらい可愛かわいいものですわね。うんうん」


　すぐにキュールは復活する。


「あらお姉様、どうしたんですの？」


「……貴方の強さを見習いたいって思ったところよ」


「はぁ」


　キュールが珍めずらしくよく分からないと瞬まばたきだ。その姿に苦笑しつつ、リサラが良介の腕うでを取った。


「良介、もう、その……とにかく、もう平気なんでしょ。さっさとこの部屋を出るわよ」


「え、もう？」


　つい不満そうな表情を浮かべてしまった良介を、リサラがジロリと睨む。


「もう？　よくもそんなことが言えるわよね。どれだけ私を待たせたと思ってるの？」


「あ、いえ、なんでもありませんっ。ええ、なんでもありません！」


「分かったなら、さっさと出るわよ！」


　強引に良介を立たせて、リサラがズカズカと乱暴に歩きだす。


「あとお母様。この部屋は誰も入れないように封ふう印いんして下さい！」


「あらまぁ、ちょっともったいない気もするわねぇ」


　そう呑のん気きにアルメイアは答えるが、リサラの形ぎよう相そうを見て肩かたをすくめた。


「ま、いいでしょう。盗ぬすまれでもしたら、後でシゲイルさんに怒られちゃいますし、誰も入れないように処置をしておくわね」


「ええ、お願いします」


　リサラは、軽くアルメイアに頭を下げると良介を引きずって部屋を出ていく。良介も抗こう議ぎの声を上げつつも、抵てい抗こうせずに引きずられていった。


「仲が良くてずるいですわ……」


　二人の背中を見ていた、キュールが呟く。


「キュールちゃん？」


「やっぱり、リサラお姉様と同じ立場にならないと……ダメなんですわ」


　アルメイアの呼びかけにも気が付かず、キュールはブツブツと呟き続けたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





「……今日も、棒状のものを食べさせているのだな」


　メイドが握にぎったバナナを食べる白いバニーガール姿の美菜を見ていたガルダーブロウグが、呆あきれたように苦笑する。


「あれには、何か意味があるのか？」


　ライファンは軽く肩をすくめる。


「意味だって？　大いにあるさ、見ていて嬉うれしいじゃないか」


「相も変わらずの変態趣味か」


　ガルダーブロウグが呆れ顔で、ライファンの前のソファーに腰こし掛かけた。


「今日は嫌いや味みを言いに来たのかい？」


　ライファンが、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた。


「そうまでして貴様の顔を見に来るものか。例の《装束デイスラード》を強化する術式と武器、裏切り者に渡わたす鍵かぎ、それと《ファヴニール》の情報を持ってきてやったんだ」


　ガルダーブロウグが、束になった書類を机の上にバサリと放ほうり投げる。


「この鍵で、レストール家の中ちゆう枢すうはしばらくまともに動けなくなるわけだね」


　ライファンは書類を受け取ると、ぱらぱらとめくった。


「私が作り上げたものだ。たとえレストールといえども、そう簡単に解かい錠じようは出来んだろうな」


　面おも白しろくもなさそうにガルダーブロウグが答える。


「そして、これもキミの作品だよね。《装束デイスラード》の強化術式にあの斧おの、よく上が許したね」


「加賀良介は私を倒たおしたほどの相手だからな。それ相応の力を与あたえるということだろう」


「なるほどね。じゃぁ、ありがたく使わせてもらうよ」


　ニコリと笑って、ライファンが書類をしまった。


「でも、これで《ファヴニール》まで手に入ったら、キミの力を超こえてしまうかもね」


「いいのか、あの裏切り者に渡すと約束したのだろう？」


「冗じよう談だんを言わないでよ。この《ファヴニール》の龍りゆうの力を、我ら《雷神の雹テイールハガル》が、あんな裏切り者の男に渡すと思うのかい。あくまでもレストール家の中枢をストップさせる方便さ」


「ま、確かにな。転移を防げば、強化《装束デイスラード》で貴様が一気に優位に立つだろうな」


　またも面白くなさそうにガルダーブロウグが答える。


「フフフ、もっとも僕は、そんな下らない力比べには興味ないけどね。そうとも僕は、死神本来の姿を取とり戻もどすこと、あとは女の子を侍はべらせることが出来れば、それでいいのさ」


「貴様がそれで満足なら、私に言うことはない。ただ気を付けるんだな」


「何をだい？」


「貴様の招待を、リサラ・レストール達が受けたのだろう？　だとすれば、貴様の思おも惑わく通り加賀良介が来るだろう」


　ガルダーブロウグが、黄金の仮面の欠けた部分に手をやる。


「ヤツの生きぬく力は、男として尊敬するほどに逞たくましいぞ」


　その言葉を聞いて、ライファンは薄うすく笑った。


「男としてね。なら、なおさら僕は加賀良介の魂から《ファヴニール》を取り出すために、叩たたき潰つぶさないとね。男、しかも龍の力を借りて調子に乗っている男なんて、美しくないにもほどがあるからね」


「好きにするがいいさ。貴様に潰されるなら、加賀良介も所しよ詮せんそこまでの男だ。私はこの部屋で、楽しく貴様の戦いぶりを観戦させてもらおう。そして貴様が倒した加賀良介から《ファヴニール》を取り出し、貴様に渡すとしよう」


　ソファーに深く身を沈しずめて笑うガルダーブロウグを、ライファンは面白くなさそうに見つめ返していた。






　三章　せまられる危機










　リサラ達に連れられてやってきたピグノート家の屋や敷しきは、レストールの城としか思えない偉い容ようと比べれば随ずい分ぶんと小さいものだったが、高くそびえ立つ門といい、玄げん関かんまでの距きよ離りといい、一いつ般ぱん庶しよ民みんの感覚から言えばものすっごい豪ごう邸ていレベルだった。


　よく手入れされた広い庭には、林と見まがうほどに木々が植わり、本館の前には青々とした芝しば生ふが広がっている。それらを石いし畳だたみの小道が結び、中央では龍りゆうなどの彫ちよう刻こくが施ほどこされた噴ふん水すいが涼すずしげに水を噴ふき上げていた。


　良りよう介すけはそんな庭や建物を、キョロキョロと見回した。


　もしかしたら美み菜なの姿が偶ぐう然ぜん見えるのでは、そんな期待を捨てられないのだ。


「コホン」


　リサラが軽く咳せき払ばらいをして、良介をチラリと見た。あまりキョロキョロしない！　と、とがめる視線だ。


　確かに、ここはもうピグノート家の屋敷の客室なのだ。しっかりメイドとして振ふる舞まわないと、元も子もない。良介はピンッと背筋を伸のばし、前だけを見た。


　客室で、アルメイアとリサラがソファーに身を沈めて用意された紅茶を飲んでいる。


　メイドとして来ている良介と眼鏡姿のキュールは、二人の後ろに控ひかえて立っていた。当然ながらメイドには、お茶とかそういうものは出ない。


　その一方で、キュールの足あし下もとで寝ねているカエサルには水が出ていた。なんだか格差を感じるが、設定としてアルメイアが最近可愛がっている人間界から連れてきたペットなのだから、仕方ないのかもしれない。


　そしてカエサルと良介以外は、人間の魂たましいを関知する術式が編み込まれたイヤリングをしている。良介にも反応したが、それはもう切ってあるらしい。


（しかし、待たせるな……）


　早く美菜を捜さがしに行くきっかけを摑つかみたい、そんな焦あせりもあって良介は心の中で毒づいた。丁度その時、扉とびらが開いて細身の美男子──ライファンが、胸の大きなメイドと眼鏡を掛かけたメイドを連れて入ってきた。そのメイドは、こういってはなんだけれど、リサラ並みの貧ひん乳にゆうだ……。


「…………」


　一いつ瞬しゆん、ライファンが良介を見つめて口元を歪ゆがめた。


「？」


　何だろうと見返した時には、もう澄すました顔でリサラとアルメイアに、恭うやうやしく頭を下げている。


「招待した身だというのに、お待たせしてしまいましたね」


　身長は百六十センチ台半ばで小こ柄がらといっていい。手足も細く、筋肉質な感じは受けない。フォーマルな格好だが、上着は羽織らずにワイシャツにベストを着ていた。


「アルメイア様には何度かお会いしていますが、リサラお嬢じよう様には初めてお目に掛かるはずですね。何しろ当家を継ついでまだ日が浅いもので。僕がライファン・ピグノート。この家の当主です」


　ニコニコと笑いながら歩いてくる。


「お会い出来て光栄ですわ。私がリサラ・レストールです」


　リサラが立ち上がり、ライファンへ丁てい寧ねいに頭を下げる。


　今日のリサラは、背中がかなり開いたセクシーなドレス姿だった。髪かみにはティアラまで着けている。本当に王女様って感じの服装だ。


　もっとも良介の目は、その大きく開いた背中にどうしてもいってしまう。


（うーん、背中か。背筋を通るラインが、ドレスだとこれほど魅み力りよく的に見えるとは。背中といえば、シャツに透すけるブラジャーにばっかり目がいっていたけれど、肩けん胛こう骨こつもどうして、中々に素す晴ばらしいじゃないか。ああ、この背筋に──）


「指を這はわせて『あっ』って言わせたい！　ふんぎゃっ」


　キュールに足先を踏ふまれた……。改めて良介は、エロスに蓋ふたをしてメイドとして気合いを入れ直す。


　そんな良介とキュールのやりとりとは関係なく、リサラ達の歓かん談だんは順調そうだ。


「人間界からリサラちゃんが一時帰省したのよぉ。せっかくだし、あちこち挨あい拶さつをしておこうって思ってぇ」


　アルメイアの説明にライファンは頷うなずくと、リサラに話しかける。


「旧ふるい術式の研究をしに人間界に留とどまっているとか？」


「ええ。死神界と人間界の交流は昔からありますし、逃とう亡ぼう者も時々いますでしょ。ですから、意外に色々な痕こん跡せきがあったりしますの」


　実際にリサラがそんなものを探したことはなかった。もともと特異者を探し出すための方便だったのだから当然だが、よくもまぁスラスラと口から出任せを喋しやべれるものだと良介は感心してしまう。


「逃亡者……ああ、王の末まつ裔えいなんかも確か人間界に逃にげたって噂うわさがありましたよね」


「え……え、ええ」


　リサラが見るからに戸と惑まどう。と、アルメイアがニコリと笑って助け船を出した。


「ゴシップに近い噂ですわよぉ」


「ま、巷ちまたには噂が溢あふれていますからね」


　うんうんとライファンが頷く。そんな相手に、アルメイアは極ごく々ごく自然に話を振った。


「ライファンさん。相変わらず素晴らしいお庭ですねぇ」


「ええ、自じ慢まんの庭ですからね」


「どうでしょう、お夕飯の時間までまだあるでしょぉ？　よろしければ、お屋敷を案内してくれませんか？」


　それは、ごく自然に屋敷の中を歩き回れる口実だった。


「ええ、もちろんいいですとも。庭だけではなく、色々とお見せしたいものがあるんですよ」


　その言葉に、良介とキュールは思わず顔を見合わせてしまう。


（ちょっと都合が良すぎやしないか）


（でも、絶好の機会なのも確かですわ）


　アイコンタクトで、なんとなく互たがいに意思が伝わる。


　確かに美菜を捜し出すための絶好のチャンスだ。良介は、少し訝いぶかしみながらもライファンの屋敷案内に従ったのだった。





　　　　※　　　※　　　※





「こちらは先々代当主、ライファン様の曾ひいお祖じ父い様が第七十三スタンザに叙じよ任にんされた際のレリーフになります」


　リサラやライファンの前を歩いていた胸の大きなメイドが立ち止まり、壁かべ一面に彫ほられたレリーフの説明を始めた。


　室内にも拘かかわらず大きな噴水が設もうけられた部屋の、四方の壁一面にレリーフがあるのだ。微び細さいにまでこだわった作りらしいが、正直良介にはその価値がよく分からない。


（ガルダーブロウグは第六十九スタンザだよな。自慢してるけど、あいつより下ってことか）


　この程度の感想しか出てこない。


「興味なさそうだね？」


「ひえっ!?」


　いきなり声を掛けられて、良介は思わず跳とび上がりそうになった。


　二回ほど小さく呼吸をして取り澄ました顔を取り戻もどすと、ゆっくりと相手に振り返る。


「とんでもありません。ピグノート家の輝かがやかしい歴史を表した素晴らしいレリーフかと思います」


「あははは、無理しないでいいって」


　ライファンが、メイドの説明を受けているリサラとアルメイアとキュールの背中を見ながら囁ささやく。


「あの犬と同じさ。普ふ通つうは興味ないよね」


　ライファンの言う通り、カエサルが面白くなさそうに欠伸あくびしながら寝そべっている。


「ま、当然か。どこの家だってああやって家の自慢をしたがるのさ。自慢なんて聞いて楽しいわけがない。しかも、人間にこき使われてる歴史に過ぎないのにね」


「…………」


　ぴくりと良介の眉まゆが跳ねる。その言いぶりは、どことなくガルダーブロウグを思い起こさせる。良介は心の中で身構えつつ、次の言葉を待った。が、次にライファンから出てきた言葉は、一転して浮うわついた口調だった。


「そ・れ・に」


　しかも、心なしか体を寄せてくる。そう、ただいま美少女バージョンメイドになっている良介にだ。


「僕はね、ああいったお堅かたい話よりも女の子と話してる方が大好きなのさ。特に、キミのように豊かで美しい胸を持っている女の子には、フフフ、目がないんだよねぇ」


　心なしじゃないっ。間ま違ちがいなく体を寄せてきている。


　今や、もう肩かたがくっついてしまいそうだ。


「あ、あの、ライファン様。お体が、ちょっと近すぎるかと思います」


　硬かたい笑えみを浮うかべつつ、やんわりと拒きよ否ひを伝えてみる。


「そうかな？」


　ライファンがすっとぼける。


「そうですとも」


　メイドとしての営業スマイルは絶やさずに、そっと良介が離はなれる。


（じょ、冗じよう談だんじゃないっ。俺は女の子とのスキンシップは大好きだけど、男になんてぜ────ったいに触ふれたくないっ）


　心の中がライファンに対する罵ば詈り雑ぞう言ごんで埋うまりそうだ。


　だってそうだろう。女の子にお尻しりを触さわられるのはご褒ほう美びだ。良介は違うが、クラスメイトの大おお平ひらなんかは、夢の一つが女の子にお尻を叩たたかれることってくらいなのだ。


　男の子にとって、女の子に触ってもらえるというのは、それがどこであろうとご褒美なのだ。そして、良介にとって男に触られるというのは苦痛以外の何物でもない！


「どうかしたの？」


「あ、いえ、なんでもありません」


　不思議そうな顔をされて、慌あわてて取とり繕つくろう。


「ふふ、ならいいのさ。キミのような可愛かわいい子には、僕だけを見ていて欲しいんだよねぇ」


　良介は、全身に神経を張り巡らせて警けい戒かい態勢を取った。完全に狙ねらわれている！


　だが、同時に良介には自信もあった。所しよ詮せん相手は男だ。良介の『男は嫌いやだ絶対防ぼう御ぎよ網もう』が、如い何かなる方向からの侵しん入にゆうも察知するはずだ。


　そう、ライファンがどんな角度から、どんな速度で手を伸ばしてきても、良介にはそれを予測して回かい避ひする自信があった。


　男にお尻をなで回される。そう思うだけで、良介は鳥とり肌はだが立ちそうになる。その嫌けん悪お感こそが絶対防御網を構築しているのだ。


　そんな絶対の自信を持ちながら、良介はやや硬いながらも微笑ほほえむ。


「ライファン様、やっぱり近いと思います」


　ぶん殴なぐってでも逃げたいが、今は美菜を捜そう索さくしている最中なのだ。ここで問題を起こすわけにはいかなかった。必死に耐たえながら、良介はメイドの仮面を被かぶり続ける。


「まだ近い？　あははは、バカだなぁ。本当に近いっていうのは、肌と肌を擦すり合わせることを言うのさ」


　と言いながら、腕うでがするりと良介の腰こしに伸のびた。


　一瞬、良介の反応が遅おくれてしまう。そう何な故ぜか一瞬「あ、この手になら触られてもいいかも」とか思ってしまったのだ。おかげで腰に手を回されて、がっちりと捕つかまえられてしまった。


「──っ」


　驚おどろいた表情を浮かべた良介に、ライファンがいかにも女ったらしな笑みを返す。


（くっ、これが……俺とは異なる性別『イケメン』ってヤツなのか。男の心を持つ俺の警戒心すら一いつ瞬しゆんで突つき崩くずすイケメンオーラってヤツなのか……）


　とりあえず片手でライファンの手首を握にぎって、それ以上の攻こう撃げきを防ぐ。


　そして考える、この現状をどうすれば打破出来るのか……。


（やっぱり、リサラ達に助けを求めるしかないか……）


　美菜を捜さがすことを考えると、あまりもめ事は起こしたくないが……リサラ達なら、きっと上う手まくやり過ごしてくれるはずだ。


　そう決めた瞬間だ。


　ライファンが、良介が全く予想していなかった一手を繰くり出してきた。


　──フゥゥゥ。


　ライファンが、良介の耳に息を吹ふきかける。


「ふあぁぁん[image: ]」


　思わず甘ったるい吐と息いきを、良介は漏もらしてしまう。


「クスクス、随ずい分ぶんと可愛い声を上げるんだね、キミ」


　嬉うれしそうにライファンが微笑む。


「や、やめて下さいっ」


　とはいうものの、自分の体の反応に良介は大混乱だ。そう──女によ体たい化した良介の体は、思った以上に素直で、ちょっと喜んじゃってるのだ……。


「んー、次はどうしてあげよっかなぁ」


「え、その、ちょっと勘かん弁べん、こ、これ以上は……」


「だーめ」


　ライファンの空あいている手が、堂々と良介の胸に伸びる。その動きがスローモーションのように、良介の目に映る。


　この手に揉もまれたら、もう──そう良介が弱気になった瞬間、


（相棒っ、お前はそれでいいのかよっ。てか勘弁してくれっ、俺が嫌なんだ!!）


《グラム》が悲痛な声を上げた。


　同時に──プチン。


　良介の中で何かが切れる。


　メイドとしての仮面をかなぐり捨て叫さけぶっ。迫せまる手をはね除のけようと暴れる。


「ふんぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁ、俺だって男は嫌に決まってんだろ─────！」


「うわぁぁっ!?」


　ドボン。


　二人そろって背後にある噴ふん水すいに落ちたのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





「申し訳ありません、我が家のメイドがとんだ粗そ相そうを」


　アルメイアがずぶ濡ぬれのライファンに謝っている声が聞こえる。


「まったく、何をやってるのよ……」


　噴水から助け出された良介を見下ろしながら、リサラが呆あきれ顔だ。


「申し訳ありません……その、色々とされてしまったので、我が慢まんしきれずに」


　ずぶ濡れのまま、良介は深々と頭を下げた。再び、メイドとしての仮面をしっかりと被ってだ。その様子に、リサラが心配そうに声を掛かける。


「もしかして襲おそわれたの？」


「…………」


　明確に答えて事件にしてしまっては、美菜の捜索が行えなくなる。良介はそう判断して、ただ黙だまった。


「あいつっ」


　キッとリサラがライファンを睨にらみ付ける。が、相手は余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。悪びれた様子もない。


「いえいえ、誰だれだって失敗の一つや二つありますからね。僕はメイドのドジに、目くじらを立てるほど心が狭せまくありませんよ」


　ライファンが平然と、良介がドジをしたと言い切った。そして後ろに控ひかえていた、メイドを呼ぶ。


「ああそうだ、そこの貧ひん乳にゆうメイド。噴水に落ちた可哀かわい想そうなあの胸の大きな子を、レストール家のために用意した客室に連れていってあげてよ。お風ふ呂ろに入ってもらうんだ」


　呼ばれたメイドが、一瞬口元をひくつかせたのを良介ははっきりと見た。いや、メイドだけじゃない。リサラも口元をヒクヒクとひくつかせていた。


「な、なんなのよっ、あのライファンってヤツっ。ひ、貧乳メイドって、ちゃんと名前で呼んであげなさいよねっ。胸の大きさでしか女の子を見分けてないわけっ」


「どうどう、お姉様」


　キュールが苦く笑しようしながらリサラをなだめ、耳元で囁いた。


「これは、さらにチャンスが来たってことですわよ」


「どういうことよ」


「お風呂に行く良介さんに、キュールが付いていきますわ。それだけで、二手に分かれた捜索になりますもの。そして、どこかでメイドの目を引き離せば、もっと自由に捜せますわ」


「……なるほどね」


　リサラが頷うなずく。そして、にこやかな笑みでライファンに頭を下げた。


「ありがとうございます。では、そのご厚意に甘えさせてもらいますわね。ただ一人では不安でしょうし、もう一人メイドを付けてもよろしいかしら」


「ああ、そんなことですか。ええ、もちろんいいですよ」


　すんなりとライファンが提案を受け入れた。


「こちらです」


　貧乳メイドが歩きだす。


「…………」


　このメイドの目さえどうにかすれば、美菜を捜せる。そう思いつつ、良介は首をひねった。どこかで聞いたことがある声のような気がするのだ……。


　隣となりでは、キュールもまた貧乳メイドの背中を見つつ考え込んでいた。


「さてと申し訳ありませんが、僕も濡れたのでね、シャワーを浴びて着き替がえてきますね」


　ライファンがアルメイアとリサラに頭を下げた。


「お二人のお相手は、このメイドが務めますので」


　その言葉に、指名された胸の大きなメイドが深々とお辞じ儀ぎをする。


「ええ、構いませんわよぉ。よろしくお願いしますわねぇ」


　鷹おう揚ようにアルメイアが頷いたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　ピグノート家の客室設置の脱だつ衣い場は、レストール家のとは随分と趣おもむきが違ちがった。


　まず広い。あのレストール家のより広いのだ。さらに大きな鏡が数枚壁かべに掛かっている。何故か寝ね転ころがることが出来るようなソファーまである。お風ふ呂ろ上がりに休めるようになんだろうか……。


「まあいいか」


　良介は、濡れて体に纏まとわり付くメイド服を脱ぬぎ始めた。


　ゆっくりとストッキングを脱いで、ガーターベルトを外す。


「…………」


　片脚をソファーに置いて、つま先を伸ばし、ゆっくりとストッキングを脱いでいく。


　それは良介が理想とする女の子のストッキングの脱ぎ方で、ちょっと虚むなしくなってしまった……。


　下着姿になると、その自分自身の姿が映った鏡を見ないようにして、慎しん重ちようにブラジャーを外す。


　なんというか、やっぱり我ながらなんてセクシーな情景なんだろうと思う。濡れた髪かみ、濡れた下着の美少女が、背中のホックを外してブラジャーを脱ぐのだ。これがセクシーと言わずになんという。


　本当は男なのに……。


　さらにその豊かな胸を左ひだり腕うでで隠かくしつつ、右手だけでショーツを脱ぐ。


　いや、脱ぐというより脚あしを抜ぬいていく。


「ふぅ～」


　ようやくショーツを脱ぎ終わって、良介は心の底から解放感を味わった。


　ブラジャーって、意外に締しめ付けられるのだ。


　そして何より……ショーツだった。


　本当はお風呂に入ったりせずに、いきなり美菜を捜しに行きたかった。だが、それが出来ないほどに気持ち悪かったのだ。


　何がってショーツが。


　女体化してもまだ付いている息子むすこに、小さな布地が纏わり付いて気持ち悪いこと気持ち悪いこと。濡れた男の物のパンツを穿はいて歩くのだって気持ち悪いのに、ショーツはその十倍以上気持ち悪かった。


「軽くシャワーを浴びて、すぐに美菜を捜そう」


　そう決意を新たにして良介は風ふ呂ろ場に入った。もちろん、胸からバスタオルをしっかりと巻いてだ。


　見たい。自分のとはいえ、理想のこの生乳を凄すごく見たい。


　でも見れば、きっと象さんがパオーンする。


　そんな状態で、用意された女物のパンツ──要するにまたもやショーツを穿けるわけがなかった。いや、穿けるかもしれないけどはみ出る。そんな状態で屋や敷しきの中を歩くなんて絶対に嫌いやなのだ。


「……うん、我慢だぞ、ここは我慢だ」


　良介は自分の姿が映っている鏡を見ないようにして、慎重にバスタオルを取る。


「ええと、この辺りだったよな」


　鏡を見ないようにしつつ、あて推量でシャワーの柄えを取り、蛇じや口ぐちをひねった。


「冷たっ！」


　水だった。


　結局、悪戦苦く闘とうしつつも十分くらいかけて良介はなんとかシャワーを浴びることが出来た。その後、濡らさないように掛けておいたバスタオルを体に巻いて、良介は風呂場を出た。


　出て──歩みを止めた。


「で、お前は何をやってるんだ？」


　広い脱衣場のソファーにキュールが座っている。しかも何な故ぜか体にバスタオルを巻いてだ。


「分かりません？」


　キュールが、ソファーからゆっくりと体を起こす。ロリ系のくせに仕草が妙みように色っぽい。


「分からないっていうか、分かりたくないっていうか……そもそもお前が状じよう況きよう分かってるのかよ！」


　指し摘てきしつつ良介は後あと退ずさり、ゴツンと風呂場への入り口に背中がぶつかってしまった。


「もちろんキュールも状況は理解してますわ」


　とてもそうは思えない良介だ。


「何もここで初体験を迫ったりする気はありませんわ」


　心外だと、キュールが唇くちびるを尖とがらせる。


「だったらなんだよっ」


「良介さんの魂たましいには《ファヴニール》があるわけでしょう？」


「も、もしかしたら、な」


「そんな相手と契けい約やくを結ぶことは、ゼリア家の人間だってきっと大歓かん迎げいしてくれますわ」


「だ、だからって、待てっ。今は美菜を捜さがす方が先だろっ」


「分かってますわっ。だから、すぐに済みますわ！」


「何が？」


「何がって……そのあの、契約とかですわ！」


　何故か途と中ちゆうで言い淀よどむキュールだ。


「お前っ、色いろ仕じ掛かけで俺と死神契約する気だったのかよっ」


「……わ、悪いですか！」


「いやだって、幾いくら俺でも美菜を捜してる今、そうそう色仕掛けに落ちたりはしないぞ！」


「信じられませんわ！」


　全否定だ。というか、全然諦あきらめてくれない。


「いやあの、そもそもほら契約って、俺は《グラム》を通じてリサラと組んでるわけで。あれだ、ほら二重契約っぽくてよくないじゃん！」


「…………」


　ムゥとキュールが、良介を睨んだ。


　しばらく考え込み、顔を赤くする。そしてキュールがバスタオルの胸むな元もとに手をやる。そこはバスタオルの端はしと端を重ねて、キュールの体に巻き付けている要かなめだ。


「お、おい、何をする気だよっ」


「前も言いませんでした？　キュールは、そのうち家が決めた相手と結けつ婚こんする羽目になるって」


「聞いたけど、それと今の状況が全くリンクしないんだけどっ」


　その良介の言葉には答えずに、キュールがじっと見つめてきて、ゆっくりと名前を呼ぶ。


「良介さん、二重契約が嫌なら……ち、違う点でお姉様と同じ立場にならせてもらいますわ」


　何を言っているのか良介にはさっぱり分からない。分からないが、気が付けば、いつの間にかキュールの瞳ひとみが潤うるんでいる。その視線を受けて良介の体が固まってしまう。


「リサラお姉様とは、キスを……したのでしょう？」


「あ、ああ」


　限りなく偶ぐう然ぜんに近かったが、キスをしたはした。


「だったらキュールも、お姉様と同じ立場で……良介さんを争いたいんですの」


「な、何を言って──」


　キュールが人差し指で良介の口を押さえる。温かい指先に、ドギマギして言葉が続かない。


「美菜さんを見つけたら、きっと激しい戦いにまたなりますわ。だから……だから、今のうちに……お姉様と同じ立場になったって証あかしが欲ほしいんですの」


「…………」


「ねぇ、良介さん」


　キュールが、さらに接近してくる。


「キュールとも……して、くれませんか？」


　そう言ったキュールが、ハラリとバスタオルを脱いだ。


　ゆっくりとバスタオルが床に落ちていき、当然ながらゆっくりとゆっくりとキュールの肌はだが見えてくる。


「う、うおぉぉぉっ!?」


　思わず良介は身を乗り出して、


「い、いかんっ！」


　顔面を両手で覆おおい、


「…………」


　でもやっぱり指の間からチラリと見てしまう。


　それは刺し激げき的過ぎる姿だった。




[image: ]


　キュールの年とし頃ごろの割には育った胸を、ぎゅっと真ん中に向けて寄せてあるせいで谷間がくっきりと浮うかび上がっている。


　そう、寄せてあげるブラジャーだ！


　しかも、そのブラジャーの模様は白い花はな柄がらのレースで、ほんのりとキュールのおっぱいの肌が透すけて見えてしまう。


（くっ、ダメだっ。これは刺激が強すぎるっ、すぎるけどすぎるんだけど……ああぁ、目が離はなせないっ。いや、離せるヤツなんて男じゃない！）


　少しずつ指の間を広げていく。もちろんパンツを確かく認にんするためにだ。


「くぅぅっ!?」


　良介はぐらりと揺ゆれて、背中から壁にもたれかかった。


「キュール、い、何い時つの間にここまで腕うでを上げやがった……」


　良介は呻うめいた。


　そのパンツは白かった。白はいい。ブラジャーと同じような花柄レースも、まぁいい。


　問題は……その先だ。


　ストッキングとガーターベルト。


　良介達が着ているメイド服は、ストッキングとガーターベルト付きなのだ。


　だが、ブラジャーもパンツもストッキングも、全部純白で包まれると……キュールのためにあるんじゃないかと思えてしまうほど、この下着の組み合わせはよく似合っていた。


　清せい楚そにも拘かかわらず色っぽいのだ。


　ウエストはリサラやイリアのように締まってはいない。お尻しりもまだそれほど育っていなくて、ウエストからお尻にかけてストンとあまり曲線がなく、寸ずん胴どう気味とすら言えた。


　にも拘わらず胸は大きく育っているのだ。しかも寄せてあげるブラジャーで、谷間がくっきりと浮かび上がっている。


　その幼さと色っぽさが混在するアンバランスなボディを、清楚な白の下着で覆っているのだ。しかも、その下着姿の持ち主が、潤んだ瞳で良介を見つめているのだ。


　いや戸と惑まどっている間に、キュールの顔がどんどん良介に近づいてくる。


「良介さん、リサラお姉様にしたようにキュールとも……」


　一度、キュールが恥はずかしそうに目を閉じた。そして再び開いた時、その瞳はさらに潤んでいた……。真っ赤な顔にある赤い唇──ルージュを塗ぬったらしい唇を、ゆっくりと開いて告げてくる。


「キス……してくれませんか」


　瞳を、キュールが閉じた。


　まるで催さい眠みん術じゆつのようだった。自然と顔が、キュールに近づいてしまう。目的地は、唇。


　頭の中で、何故かリサラの怒おこった顔が浮かぶ。


　それでも、止まらない。


　ゆっくりとした動きながらも徐じよ々じよに唇に近づいていき──


「《夜を引く馬フリームフアクシ》よ、この者に安息の夜を与あたえたまえ」


　第三者の声がいきなり響ひびいた。


「え、あ──」


　ガクンとキュールの体から力が抜ぬけ、そのまま崩くずれ落ちる。


「え……お、おい、キュール!?」


「安心して欲しいな。その子は深い深い眠ねむりに落ちているだけさ」


　いつの間にか、脱だつ衣い場に入る扉とびらに寄りかかりながらライファンが立っていた。ニヤニヤと笑って良介を見ている。


　足あし下もとでは、ライファンの言う通りキュールがスヤスヤと寝ね息いきを立てている。


「いや、まさか、僕と同じ穴の狢むじなだったとはね」


「ど、どういう……んっ……どういうことです？」


　男口調から女口調に慌あわてて直す。


「う～ん、僕はそんな難しいことを言ってるつもりないよ？」


　早足で近づいてくる。


　良介はグッと脱ぬげないようにバスタオルを押さえる。もう頭の中では貞てい操そうの危機を告げる警報が鳴りっぱなしだ。


　と言って、足下で寝ているキュールを見捨てて逃にげるわけにもいかない。


　もし良介だけでも運良く逃げることが出来たとしても、目の前のこの女好き──いや、女の子に実際に手を出す変態は、キュールを毒どく牙がに掛かけかねない。


　貧ひん乳にゆうのメイドを馬ば鹿かにした態度からして、同じレベルの貧乳なリサラは分からないが、キュールは危険過ぎた。キュールの胸ならばライファンが手を出しかねないのだ。


（くそっ。早く美菜を捜しに行きたいっていうのに、どうしてこう邪じや魔まが入るんだよっ。くぅぅ、だからってキュールを置いて一人で逃げるなんて出来るわけないしっ。キュール、お願いだから起きてくれよ！）


　コツコツと足先でキュールを小こ突づくが、起きる気配が全くない。


「あははは、無む駄だだよ、無駄。これでも僕は一級死神だからね」


　良介に近づきながら、ライファンがゆっくりと上着のボタンを外し始めた。


「な、なんで脱ぐんですか？」


「もちろん、豊かなおっぱいを持つキミと、イチャイチャするためさ」


　迷いもてらいもなく、ライファンが言い切る。


「なぁに、そこの彼女も後で起こしてあげるよ。そう、最終的には両手に花状態！」


　グッとライファンが拳こぶしを握にぎりしめた。


「くっ、やっぱり危険な変態だ」


　良介の呟つぶやきに、ライファンがさも傷ついたように、自分の胸を抱だきしめる。


「変態だなんて、あまりに酷ひどい言いようじゃないか。でもね、それもこれもキミが悪いんだよ。そう、キミのおっぱい。それが大事を控ひかえているにも拘わらず、僕を狂くるわせるのさ！」


　そう言ってから「嗚あ呼あ」とため息を吐つく。


「でも、あの男が臆おく病びようにも来ていないのだからいいよね。キミのおっぱいに惑まどわされ迷ったところで、構わないはずさ」


　おかしなことを言いつつも、ライファンの視線は絶えず良介の胸元に注がれている。


「キミのおっぱいは……フフ、あの兎うさぎちゃんのように僕の理想にかなり近いのさ。大きさ、張り、形……ああ、どれを取っても、僕を満たしてくれるはずだよ。さあ、観念して僕の腕の中に飛び込むんだ！」


「やだぁぁぁっ、俺は、俺は女の子がいいんだぁぁぁぁぁぁぁ！」


「なら、問題ない！」


　ガバッとライファンが上着を脱ぎ捨てた。


　……ブラジャーを着けてます。


　かといって、その奥におっぱいがあるわけではなく、どう見ても男の胸むな板いただ。


「これで分かったよね」


「ああ、分かった。さてはお前、変態だな！」


「なんでそうなるのさっ！　この僕は、僕は残念だけど……完全な女の子だよ！」


　ライファンの発言に、良介は目が点になった。だって誰だれがどう見ても、その胸板は男のものなのだ。


「信じられないのかい。まぁ、それはそうかもしれないね。でもね、このブラジャーには《幻術の巨人ウートガルザ・ロキ》の術式が編み込まれているんだよ。そう、これを外せば、この僕は世界最高と自分で誇ほこるおっぱいが──」


「ま、待て」


　背中のブラジャーのホックに手をやったライファンを、良介は制した。


「なんだい」


　ライファンがキョトンとした顔で良介を見る。こんな顔をすると、意外に可愛かわいらしいかもしれない。


「状じよう況きよう整理したいんだけど、いいかな？」


「……まぁ、いいかな」


「ええと、その男の胸板は特とく殊しゆなブラジャーで偽いつわっているだけで、実は男装してる女の子？」


　良介の指し摘てきに、ライファンが「うん」と頷うなずく。


「ちょっと待て。でもあれ、男の当主だってシゲイルからは聞いたぞ、なぁ」


　シゲイル・ゼリアが、アルメイアにそう報告していたのを、良介はしっかりと覚えている。もしかして美少女か！　と思った夢を、すぐに打うち壊こわされたのだから。


「ああ、そのことか。ほらよくあるだろ、女の子しかいない家が、男として育てるって。おかげで僕は、小さい頃ころから男ってことになってるんだよね」


「な、なるほど、つまり心の中まで男だってことか」


「まさか。僕は自分が女の子だって自覚しているとも」


　あっさりとライファンが否定してくる。


「…………ならどうして、女の子な俺を襲おそおうとしてるんだ？」


「襲うってのは少し違ちがうな。ラブラブしたい、ニャンニャンしたい、百ゆ合りん百ゆ合りんしたい……ああ、エッチしたいが一番美しいよね」


　背中のブラジャーのホックに手をかけたまま、ライファンが何度か首を傾かしげながら答える。


「まんまじゃねぇかっ。つまりお前はレズか！」


　それなら納なつ得とくがいく。『男は嫌いやだ絶対防ぼう御ぎよ網もう』をかいくぐって良介の体を触さわったのも、防御網を無効化する未知のイケメン力があったわけではなく、単に相手が女の子だと本能が察知していたからだ。触られてそう嫌な気分がしなかったのも、きっとそのせいだ。


「レズかぁ。まぁそうとも言えるけどさ。う～ん、美の追究者と呼んで欲しいかな。花を愛めで、花を愛し、花を手た折おるアーティストって方がステキでしょ」


　ライファンがうんうんと満足そうに頷く。良介はその呟きを聞いて、心の底から申し訳ないと頭を下げた。


「すみません。俺の花、おしべもあります」


「………………何を言っているのか分からないよ？」


　数秒まじまじと良介を見つめてから、ライファンが頭を右みぎ肩かたに付くくらい傾かたむけた。


　そう言われても、まさかはっきりと「ナニ」が付いてます！　と告げるのは、やっぱり恥ずかしい。


　良介がどう伝えようかと考えていると、いきなりライファンが近寄って──ガッとバスタオルの中に手を突つっ込んできた。


「しまったっ、相手が女の子だと分かって、思いっきり油断してたぁぁぁぁ。待って、ちょっと待てってぇぇっ、そこはだめなのぉぉぉ！」


「訳の分からないことを言えないように、僕はしっかり花を──ん？」


　ライファンが小首を傾げる。


「んん？」


　良介の股こ間かんをまさぐりながら、何度も首を傾げる。


「なにこれ？」


「…………象さんです」


　告げながら良介は、ポッと赤くなった頰ほおを両手で隠かくした。


「象さん？」


「今は子象。このままされると大人の象さんになりそうです」


「…………」


　ライファンの顔が興奮の赤から、普ふ通つうの色に変わる。


「…………」


　普通の色から、サァァァと青くなっていく。そしてライファンが凄すさまじい勢いで手を引き抜き──


「ギニャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ!!」


　凄まじい絶ぜつ叫きようを上げたのだった。


「い────や───────っ、やめて───っ、子象がパオ────ンし始めてたのぉぉぉぉ!!」


　女の子と分かった相手に触られて、良介のアレがそうなってしまうのは仕方ない。うん、仕方ない。


「汚きたないっ、ばっちいっ、な、なんて美しくないものを触らせるんだよ！」


「汚いってなんだよっ。今さっき洗ったばっかりで超ちようきれいだぞっ」


　心外だと良介は断言した。念入りにちゃんと洗ってるのだ。


「う、うるさいうるさいうるさいっ。汚いものは汚いんだい！　象さんいやだぁぁぁぁ！」


　泣きながらライファンが叫さけんだ。


「え、いや、何も泣くことは……ええとその」


　良介も戸と惑まどってしまう。敵かもしれない相手とはいえ、女の子だ。その女の子に泣かれるのは、とても困る。女の子にはやっぱり笑っていて欲しい良介なのだ。


「あの、ええと……まぁ、まずは涙なみだを拭ふけよ」


　手近にあったタオルをライファンに差し出す。ビクンッとライファンの体が震ふるえた。


「あーだからその、襲ったりしないしな、な？」


　仕方なくゆっくりとライファンの涙を拭きながら、良介は自分の無害アピールをした。


　その時だった。


「……何をしてるのかしら？」


　リサラの声が響ひびいたのだ。


「ハ、ハロー、リサラ」


　良介が振ふり返ると、入り口にリサラがいた。


　腕うでを組んでコツコツと足先で床ゆかを叩たたきながら、ジ──────ッとこちらを見ている。隣となりではアルメイアが「あらあら」と呑のん気きな顔だ。


　カエサルは「またか」って顔で、欠伸あくびした。


「この事態を説明してもらってもいいかしら？」


「あのいえ、このライファンに襲われて」


　どう見ても、この状況は良介が襲ってるようにしか思えません。


「なら、そこの下着姿で満足そうに寝ているキュールは？」


「こ、これこそ俺のせいじゃなくてっ、そもそも俺は早く美菜を捜さがしに行きたかったんだよっ。それをこいつらがっ！」


　そこまで良介が言った時だ。


「むにゃむにゃ、良介さんと初体験……むにゃ……えへへ、良介さんの初めて頂きましたわ[image: ]」


　わざとじゃないかっ！　てなくらい、見事なタイミングでキュールが最悪の寝ね言ごとを吐きやがった。


「ふうううううううううううん」


　冷たい、リサラの視線が絶対零れい度どクラスの冷たさになっている。


「まぁまぁ、そう怒おこらないのリサラちゃん。若い男の子は、だいたいみんなケダモノなんだからぁ」


　アルメイアが近づいてきて、ライファンを良介から引きはがした。


「あ、あの、それはちょっと言い過ぎなんじゃ」


「あらでも、キュールちゃんみたいな子に手を出しただけじゃなくて、ライファンさんみたいな美男子にも手を出すなんて、まさにケダモノでしょう？」


　ニコニコと酷いことをアルメイアが言う。


「そもそも俺はどっちにも手を出してないっての！」


　必死に良介は身の潔白をアピールした。


「白々しい」


「リサラっ、哀かなしいぞっ、俺は哀しいぞ！」


「何よ、急に」


　リサラが冷たい視線のまま良介を睨にらんだ。


「俺は確かに変態だ。エッチだ、スケベだ。でもな、女の子が嫌いやがる行こう為いを俺がしないってのは、リサラなら分かってるはずだろ。なぁ、お前が加か賀が良介を理解してくれてるって、俺は信じてるんだぞ！」


「理解って……まぁ、そう言われれば、確かに良介は女の子だけは大事にするけど」


　ムスッとした顔のままリサラが呟つぶやいた。


「だろっ。さすがリサラだ！」


「あのね、本当に少しよ、少し、そのまぁ、一いつ緒しよに住んでれば少しは分かるだけよ」


　喜びの声を上げた良介に、リサラは頰ほおを搔かきながら答えた。


　その様子を見ていたアルメイアが、手をポンッと一度叩たたいて嬉うれしそうな顔をする。


「あらあら、やっぱり二人はもうそんなに通じ合ってるのねぇ」


「はぁっ、な、何を馬ば鹿かなことを言ってるんですか、お母様！」


　リサラが肩かたを怒いからせてアルメイアに詰つめ寄よった。そんなリサラの頰ほおを、アルメイアが指先でプニッと押す。


「なっ！」


「ふふっ、リサラちゃんのほっぺた、赤いわよぉ？」


「こ、これは……そのあの、怒おこってるだけでっ」


「良介さんがライファンさんに、色々しちゃってたことに？」


「当然です！」


　リサラが真っ赤な顔で叫さけぶが、アルメイアはますます嬉しそうに笑うだけだ。


「あらあら、素直じゃないんだからぁ」


「私は素直です！」


「もうっ、無理しちゃってぇ。ウフ、こうなったら結けつ婚こんしちゃう？」


「け、け、けけけけけけけけけけけけけけっこ─────んっ!?」


　叫び、ユラユラとリサラが数歩後退り、こけた。


「キャッ!?」


「危ないな、おい」


　慌あわてて良介がリサラの肩を後ろから支えると、


「りょ、良介っ！」


　リサラが慌てて離はなれる。良介は、その姿に思わず苦笑しながらリサラに話しかけた。


「なぁ、アルメイアさんはさっきから何を言ってるんだ？」


「な、なにってだからその、あの、ええと………………け、結婚話」


　俯うつむき、モジモジとしながらリサラが答える。言っている意味が良介にはさっぱり分からない。仕方なく。すがるように良介はライファンの顔を見た。


　が、見られたライファンも意味が分からないようで、首を横に振ふるだけだ。


「りょ、良介はどうなのよ」


　リサラがじっと良介を見つめてくる。


「どうって……」


「嫌いやだったり、その、するわけ？」


　窺うかがうような、リサラらしくない自信なさそうな顔だ。でも、良介にはそんな顔されても何のことだかさっぱり分からないのだ。


「いやいや待てって。そもそも俺にはさっぱり分からないんだけど」


　良介のその言葉に、リサラが「分からない？」と不思議そうな顔を一いつ瞬しゆんして、ついで「あ、そっか」となぜか納なつ得とくし始めた。


「死神と人間は禁止だものね。そうよね、そこをクリアする方法は私にも分からないし……」


「ええと、お前は何を言ってるんだ？」


「でも、良介」


　良介の言葉をリサラは聞いちゃいない。何故か目を輝かがやかせているのだ。


「貴方あなたがそこまで考えてくれてたなんて、そ、その、あの……あは、あははは[image: ]」


　しかも嬉しそうにモジモジとしだす。良介には、もう何がなんだか分からない。


「まーでも、うん、仕方ないわよねぇ。こーんな綺き麗れいで性格もいい美少女が、お弁当作ったり色々してるんだものね。うん、仕方ないわよねぇ」


「ええと、おい？」


「でもでも心の整理があるし、お互たがいまだ若いんだし……。やっぱりまだ早い気もするし」


　顔を背けて両頰を自分の手で覆おおい、リサラがブツブツと良介にはよく聞き取れない独り言を始める。


　分からない、なんで今、結婚話が出てくるのかがさっぱり分からない。


　と、同じように怪け訝げんな顔をしたライファンが、良介に語りかけてきた。


「そこの二人は何をしてるんだい？」


「いや俺に言われても、さっぱり分からないんだ」


「まったく……胸以外は似た者親子というわけだね」


　リサラの胸に軽けい蔑べつの視線をライファンが向ける。その視線に良介はカチンと来た。


「あんただって今は真っ平らだろ。そもそも本当に大きいかどうかも怪あやしいし」


「僕かい？　分からないかな、ウエストやヒップから推測は出来ると思うけどね」


「え……」


　言われて、良介は慌ててライファンの体を見回す。数多あまたの女の子の裸はだかを（映像や写真集で）見てきた良介頭脳の、歴戦のシミュレーターが数字をはじき出していく。


　いや、数字だけではない。


　最新のＣＧ合成のように、良介の視界内でライファンが本来の姿に戻もどっていく。


「…………八十八、いや、もう少しあるか、バカなっ、九十オーバーだとっ!?」


「フフ、フフフフフフ、見事だね。ああ、見事だよ。そうとも、僕のバストは本来九十はあるのさ」


　タラーリ……。鼻血が垂れてしまう。


　人類の夢、九十のバスト。若くて張りのある九十のバスト。しかも男装。


　目が離せない。


　良介の中で勝手に元に戻ったライファンの姿から、目を離すことが出来ない。


　と、いきなり肩をつんつんと突つつかれた。そして振り返った瞬しゆん間かん、


「良介ぇぇぇぇ……」


　リサラが地じ獄ごくから響ひびくような、低く憎ぞう悪おのこもった声で名前を呼んでくる。


「え、ええと、え？」


「良介、結婚まで考えたくせに……そこの男おとこ女おんなに目を奪うばわれるってどういうことかしら」


「いや、これは純じゆん粋すいな探求心でって、そもそもだからその結婚ってなんだよっ！」


「言い訳無用っ。一瞬でも、それもいいかなとか思っちゃった私が悪いのよ。ええ、良介はしょせん良介ってことよね！」


　リサラが良介の胸に手を当てる。


「あのいや、だから俺には何を言っているのか、さっぱり──」


　抗こう弁べんしかけて、良介が言葉を飲み込んだ。リサラの瞳ひとみが赤くなっている。ひどく傷ついたような顔だ。


（ええと……その）


　良介は、半ば諦あきらめた顔でカエサルをチラリと見た。そこには分かってるよな？　的な顔をした、カエサルがいる。


（女の我わが儘ままを受け入れるのも、男の役目か……）


　良介は、そっと目を閉じた。同時に、リサラが叫んだ。


「《折れた剣けんグラム》よ、リサラ・レストールの名において目覚めなさい。もうっ、ぱっぱと良介の生きる力を吸い取るのよ！」


《グラム》からリサラに、生きる力が吸い取られていく。しかも盛大にだ。


　その様子を見たライファンが、


「……これは、そうか。この子が」


　そう小さく小さく呟つぶやいた……。





　　　　※　　　※　　　※





「なるほどな。女によ体たい化していても、魂たましいまで幻げん術じゆつの効果は及およんでいないようだな」


　モニターを見ていたガルダーブロウグが、顎あごに当てた手を少し動かす。


「もっとも、おかげでようやくライファンのヤツも、加賀良介の存在に気が付いたようだな」


　ガルダーブロウグがいる部屋には、他には誰だれもいない。ただ一つ、大きな鏡があるだけだ。


「さて、もう出ていってもいいが……ふむ、しばらく様子を見るとするか」


　ガルダーブロウグが、ワインを口にする。


「《ファヴニール》の力を手に入れるのは、この私だ。霊れい力りよくを持つ死神となり、世界を統すべ、そして我らの理想を実現するためにな」


　そう呟くと、楽しそうにガルダーブロウグはモニターを見続けたのだった。






　四章　なんて書いたでしょう










「あは、あははははははははははははははは」


　いきなり、ライファンが顔に手をやり大笑いを始めた。おかしくてたまらないと、天てん井じようを見上げて笑い、笑いすぎて痙けい攣れんし始めるくらいだ。


　その様子に、カエサルが背筋の毛を逆立てて低く唸うなりだした。


「ウヴゥゥ！」


「ライファンさん、どうかしたんですのぉ？」


　アルメイアが、恐おそる恐おそるライファンに声をかけた。その問とい掛かけに、ライファンは獰どう猛もうな笑え顔がおで答える。


「ククク、これが面おも白しろくなくて、何が面白いのさ。なるほどね、確かに女の子の姿をしていれば僕の目を欺あざむけるよね。何しろ、僕は男の姿しか知らないんだからさ」


「お母様、こっちへ！」


　リサラの鋭するどい声が飛ぶ。


「え、ええ？」


　よく分かっていないまま、とにかくアルメイアがリサラの元に駆かけ寄った。


「ライファン・ピグノート。貴方あなたは何を言っているのっ」


　叫びながら、リサラがいつでも戦えるように腰こしを落とし、しなやかな脚あしをあえて脱だつ力りよくさせる。その姿は、いままさに飛びかかろうとする猫ねこ科の動物そのものだ。


　その様子を眺ながめつつ、ライファンは笑った。


「ここまで来て、互たがいに隠かくし立てしてもしょうがないんじゃないかな。そうさ、僕はそこの加か賀が良りよう介すけの魂を狙ねらっているのさ」


　ライファンが、その細い指でビシッと良介を指差し、続ける。


「そしてキミ達は、僕が誘ゆう拐かいした大おお倉くら美み菜なを捜しに、この屋や敷しきに来た。そうだろう？」


「まさか自分から、こうも素す直なおに白状するなんてね。今いま更さら謝っても、遅おそいと思うんだけど？」


　リサラが、じっとライファンを見つめる。


「ふふ、美しいねキミは。ああ、これで胸さえあればね。いいや、その胸の無さは、もう胸じゃないって言ってもよさそうかな」


「う、うるさいわねっ。無くったって胸は胸なのよ！」


　リサラが金切り声を上げる。


　ライファンの後ろにいる貧ひん乳にゆうメイドも、こめかみに青筋が……。


「とにかくっ、貴方っ、美菜を誘拐したってことは《雷神の雹テイールハガル》のメンバーでもあるのねっ。重い罰を覚かく悟ごしなさいよ！」


　リサラの指し弾だんに、ライファンがニマァと粘ねばっこい笑みを浮かべる。


　貞てい操そうの危機なんかじゃない。もっと邪じや悪あくで恐ろしい危機を、良介の本能が感じ取る。


「そう、僕は正しき死神の姿を取とり戻もどすべく結成された秘密結社《雷神の雹テイールハガル》の幹部さ。そして加賀良介をこの死神界におびき寄せるために、大倉美菜を誘拐した張本人だよ」


　誇ほこらしげにライファンが宣言をした。そこには欠片かけらも後ろめたさがない。ライファンが自分の行動を信じ切っていることを、はっきりと表している。


　だが、その宣言は同時に動かぬ証しよう拠こだ。


「あらあら、《雷神の雹テイールハガル》の幹部ってところまで、堂々と言ってしまうのねぇ。なら、そろそろ良いわね」


　アルメイアが指輪をかざす。


　それは、レストール家諜ちよう報ほう部隊の長であるシゲイルが、マーカーとしてトレースすると言っていた指輪だ。


「この指輪は、レストール家でトレースして、会話まで取得してるのよぉ。つまり今のライファンさんの発言は、全すべてレストール家で記録させてもらいましたわ。これで、私はレストール家を正式に動かすことが出来ますわねぇ」


　アルメイアが、死し刑けい宣告をするようにライファンに伝える。だが、当の本人──ライファンには危機感が全く見られない。


「そうかい？」


「ええ、そうですとも。さあ、来て下さい。レストールの《短剣スクラマサクス》よ！」


　アルメイアが叫さけぶ。


　…………。


　…………。


　…………。


　何一つ起きない。


　ただシーンと静せい寂じやくが過ぎ去るだけだ。


「…………なるほど。私達は完全に罠わなに落ちたってことですのね」


　そのアルメイアの言葉に、ライファンがニヤニヤと笑みを返す。それは「その通り」と答えているも同じだ。


「まさか、あのシゲイルさんが《雷神の雹テイールハガル》に関係していたなんて……、はぁぁ、私もまだまだ甘かったみたいですわねぇ」


「お、お父様が？　噓うそですわ、そんな！」


　キュールが叫ぶ。その姿にアルメイアは、辛つらそうな視線を向ける。


「今回は、私も用心して少数の人間しか関かかわらせてなかったのよぉ。そして、転移を妨さまたげることが出来るのは、シゲイルさんだけなの……」


「外見と違ちがって、アルメイアさんは意外に鋭いみたいだね。大正解だよ」


　ライファンが、パチパチと拍はく手しゆをする。


「では、その鋭さでこれはどう切きり抜ぬけてくれるのかな？」


　ライファンが、両手を広げて高らかに叫ぶ。


「ピグノートのルーンマスター達よ、今こそ死神界の正しき明日を摑つかむ時だぞ！」


　脱だつ衣い場に掛けられた鏡から、続々と死神が出てきた。総勢で二十人ほどもいるだろうか、みな死神の戦せん闘とう服である《装束デイスラード》を身にまとっている。


　ただ彼らは、良介がいままで見てきた死神達とはやや違った。


　力強い角はなく、申し訳程度の角が額ひたいに小さくあるだけだ。


　その《装束デイスラード》も衣服としては完成しておらず、手足を覆おおっているだけで、服装そのものは鎧よろいのようなものを身にまとっている。


「どうだい、自分達がルーンマスターに囲まれる気分は」


　ライファンが死神達に囲まれた良介達を見ながら、ニヤニヤと笑う。


「…………鏡とルーンマスターの部屋をつなげていたのね。つまり、この客室は貴方にとって敵を通す部屋ということですわね」


　アルメイアの言葉を聞いて、ライファンが拍手をした。


「いや、これだけの戦士に囲まれてその余よ裕ゆう、さすがだね」


「ふんっ、こんな下級死神ばっかりで焦あせるわけがないでしょ」


　リサラが、焦ることなく囲みを見み渡わたす。


「見たところ、《装束デイスラード》を身にまとうのがせいぜいって連中ばっかりじゃないの」


「う～ん、それもそうねぇ」


　二十人の死神達を見て、アルメイアが苦く笑しようする。


「《装束デイスラード》の生成具合から見て、五級程度のルーンマスターさんが多いと思いますのよぉ。フフフ、そんな人達で私達の相手が出来ると思いまして？」


「なるほどね。リサラさんもアルメイアさんも一級死神だ」


　それでも、ライファンは余裕を持って語る。


「うう、キュールが忘れられてる気がしますわ」


　キュールがぼやく。


「そもそも、貴方は無理することないわよ。本当にシゲイルの叔お父じ様が裏切っているなら……キュール、貴方は戦いにくいでしょ」


　そう言ったリサラを、キュールが睨にらんだ。


「お姉様、ここまで来てキュールが引き下がると思いますの？　美菜さんを助けるんですから」


「…………そうだったわね」


　優やさしく微笑ほほえむリサラだ。


「さてと、ここまで種を明かしたんだ、そろそろ出てきてもいいんじゃないかな？」


　ライファンの言葉に、リサラがすぐ反応した。


「そうか、ガルダーブロウグが！」


　が、鏡から新たに出てきたのは、ガルダーブロウグとは異なる死神だった。いかにも屈くつ強きようそうな男が二人だ。その二人を見てカエサルが、牙きばを剝むきだしにしてうなり声を上げた。


「ヴヴゥッ」


　確かに今までの二十人とは違う。角は一本だがしっかりと生えていて、《装束デイスラード》もそのはち切れんばかりの筋肉質な体をしっかり覆っている。


　だが問題はその後だった。


《装束デイスラード》を身にまとわない、場違いにもしっかりとタキシードを着た壮そう年ねんの男──シゲイル・ゼリア、キュールの父親が出てきたのだ。


　その瞬しゆん間かん、キュールが絶望的な叫び声を上げる。


「お父様っ!?」


「……シゲイルの叔父様」


　リサラが、憎にく々にくしげにシゲイルを睨み付けた。


　ただ、アルメイアはどこか呑のん気きな顔でシゲイルを見つつ、口を開いた。


「サイラさんは、貴方が《雷神の雹テイールハガル》に関係してること、ご存じなんですのぉ？」


「妻が知っているわけがないでしょう。アレに知られて、レストール家に弓を引くことなど出来るわけがない」


　シゲイルが、少し怯おびえたような顔で言う。意外に恐きよう妻さい家かなのかも、そう思う良介だった。


「では目的はなんなんですの」


「フッ」


　今度は、余裕たっぷりにシゲイルが笑った。


「アルメイア様、ここまでやって当主の座以外に何かあると思いますか？　私はそのために《雷神の雹テイールハガル》と手を組んだのですよ」


「う～ん、それはそうですわねぇ。そうするとぉ、やっぱり貴方も《ファヴニール》が目当てなんですのねぇ」


　アルメイアがニコリと頷うなずく。その様子をシゲイルは気味悪そうに見たあと、キュールに視線を移した。


「さあキュール」


　ビクンッとキュールが、体をこわばらせる。


「お前は戻っておいで。お父さんは知っているよ、お前がレストール家の当主の座を欲ほつしていることは。なあに、もうすぐだ。加賀良介の魂たましいが手に入れば、我々こそがレストール家の当主となるのだからね」


「お、お父様……」


　リサラがキュールの頭に手を置く。


「お姉様？」


「キュール。好きにしなさい……ううん、誤解をしないで。貴方を疑ってるんじゃないのよ。私は、もう貴方が私達を裏切ることはないって信じてるもの。でもね」


「そうだな、キュール。お前の好きにしろ」


　良介もまたキュールの頭に手を置いた。


「良介さんまで……」


「親と争うなんて、誰だれだってしたくないさ。だからお前はあっちに行ったっていいんだ。恨うらみやしないし、それでお前が俺達を敵だと見るなんて思いやしないよ。その程度には俺達の間には信しん頼らいってもんがあるだろ」


　ぽんぽんとキュールの頭を叩たたく。と、キュールがその良介の手を両手で握にぎって、自分の頭に押し付けた。そのままの状態で喋しやべる。


「お父様」


「おお、キュールっ。加賀良介を捕つかまえてくれたのか！」


　シゲイルが喜びの声を上げた。が、キュールは微笑ほほえみながらブンブンと首を左右に振ふった。そして可お笑かしそうに告げる。


「お父様、貴方あなたの不幸は、子供が娘むすめだったってことですわ」


「何を言っているんだ？」


「知りませんの？　娘ってのは、最後には父親より男を取るものなんですのよ[image: ]」


　にっこり可愛かわいらしく笑ってから、キュールが底意地悪そうな顔でベーッと舌を出した。


　その瞬間、シゲイルの顔が、理解不能、ショック、哀かなしい、怒おこる、慌あわてる、オロオロと変わっていき、最後に良介の顔を鬼おにの形相で睨み付ける。


「…………加賀良介ぇぇぇぇ、よくも娘を、娘をたぶらかしたなぁっ」


「え、俺？　あの俺は、まだ何も……」


　慌てて良介が全否定。だが、娘を取られた（と思い込んだ）父親のシゲイルはもう聞いちゃいない。


「ナ、ナニだとっ。も、もしかして、もうエッチとか、そのあの、初体験しちゃったのかっ、アレとかソレとかコレとかもしたのか！」


「ちょ、し、してないってっ」


　良介が慌てて打ち消すが、


「する予定ですわ」


　キュールが澄すました顔で火に油を注ぐ。


「お前なぁ」


　良介が文句を言おうとキュールの顔を見ると、フフンと笑っている。その顔には、しっかりと譲ゆずる気ありませんって書いてあった……。


「……キュール。後で話があるわ」


　リサラがキュールの肩かたを摑む。


「あら、こーいうのは早い者勝ちだと思うんですのよ、お姉様」


　怒ど気きをみなぎらせたリサラに、平然とキュールが答えた。


　なんだろう、もしかしてキュールのヤツ、より手て強ごわくなったんじゃ……。


　その様子を見ていたシゲイルが、ついにぶち切れた。


「くおぉぉぉぉっ、やれっ、やってしまえ！」


　その怒声で、屈強の死神二人と、その他大勢二十人が襲おそいかかってくる。


「《装束デイスラード》！」


　リサラ、キュール、アルメイアが同時に術式を発動させた。


　周囲の塵じん芥かいが三人の体の周囲で渦うずを巻き始める。それらが革のような黒光りする布地となり、徐じよ々じよに三人の体を覆っていく。


　マントなどはない、薄うすいボディラインがくっきりと出る衣い装しようだった。


　そしてメキメキと角が生え始める。


　キュールは二本の角を生やし、彼女らしいフリルの付いた少し露ろ出しゆつ度の高い姿だ。


「カエサル、《リジル》を」


　その言葉に反応してカエサルが雄お々おしく咆ほう哮こうを上げる。


　メキメキと魂から《龍りゆう殺しの剣けんリジル》が伸のびる。それは長い剣だ。両りよう刃ばの刀身には龍の彫ほり物ものが施ほどこされ、柄つかは黄金の装そう飾しよくで彩いろどられている。そこにあるだけで、強きよう烈れつな存在感を持つ剣だった。


　その柄をキュールは握り、カエサルから引ひき抜ぬく。


　ほぼ同時に、アルメイアも剣を現出させていた。


　青白い炎ほのおをまとい、鈍にぶく光る剣。良介はその剣に見覚えがあった。以前キュールがリサラと戦った時に、最初に使った《カルヌーンソラス》だ。


　さすがに《リジル》のような存在感はない。その代わり、アルメイア自身に禍まが々まがしいまでの力強さがあった。


　その頭部に生えた二本の角は、キュールよりも遥はるかに禍々しく、力強く高く天を衝ついていたし、黒光りする布地で出来たコスチュームは顎あごの辺りまでを覆い、強烈な存在感を放っていた。


　そして二人が一気に走りだす。


「雑ざ魚こ相手が、キュールは一番安全だと思いますの！」


《リジル》を振る。それだけで、ピグノート家の死神達の鎧よろいや、《装束デイスラード》が吹ふき飛ぶ。


「あらまぁ、キュールちゃんってばずるいわねぇ。もうっ、仕方ないわ、私はゼリア家にお仕置きをしますわよぉ」




[image: ]


　アルメイアが走りだすと、シゲイルの前に彼が連れてきた二人の死神が立ちはだかる。


「少しは感じさせて……フフ、楽しませて下さいね！」


　激しい戦せん闘とうが始まった。


　が、その様子を見ていたライファンはニヤニヤと笑い、場違いにもパチパチと手を拍うつだけだ。


「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうじゃない。このリサラ・レストールを前にして」


　苛いら立だたしさを表に出して、リサラが睨み付ける。


「そうかな」


「それとも、もう諦あきらめたのかしら？」


　捻ねじれた二本の角を生やしたリサラが鼻で笑う。


　彼女もまた全身に黒光りする布地をまとっていた。長く赤い髪かみが揺ゆれると、その黒い装束と相まって、まるで炎のように見える。


「いいわ。何を考えているかなんて知りたくもないもの。美菜を返してもらうわよ、《カルヌーンプラデュール》！」


　リサラの手の中で、炎の蛇へびが二匹ひきのたうち死神の鎌かまを形作っていく。その柄えをしっかりと握りしめて、リサラがライファンに突きつける。


「《装束デイスラード》」


　ライファンがようやく術式を唱える。黒い嵐あらしが吹き荒あれた。


　そして《装束デイスラード》を身にまとったライファンが居た。ただ、リサラ達のソレとは随分と異なっている。黒く薄い革のような布地が体を覆おおっているが、その上に更さらに暗い紫むらさき色の鎧が生成されているのだ。その鎧には、まるで赤く脈打つ血管のようなものが無数に浮き出ている。


「驚おどろいたかな？　これはガルダーブロウグが解き明かした、黄昏たそがれの戦い以前の死神が本来まとっているはずの古いにしえの《装束デイスラード》なのさ」


　籠こ手てに包まれた手を、力を確かく認にんするようにライファンが何度か握った後、何かを捧ささげ持つように両手の平を上に向ける。


「《恍惚の斧アル・ユル》よ」


　雷かみなりが落ち、光が爆はぜる。


　その激しさに、良介もリサラも思わず目をそらした。その一秒にも満たない間に、ライファンの両手の上には巨きよ大だいな斧おのが姿を現していた。


　それは持つことも掲かかげることも、まして振るうことなど出来るわけがないと思える巨大な斧だった。


　柄は樹木の幹のように太く歪いびつだが、神々と思おぼしき装飾が刻み込まれている。斧の刀身はライファンが身にまとう鎧と同じく、暗い紫色で脈打つ赤い血管が通っていた。時折、その刀身の周りを黒い稲妻が走る。


「な……」


　リサラが息を呑のんだ。いや、それは良介も同じだった。死神でもない良介にだって分かる。その圧あつ倒とう的な力が。


　ガルダーブロウグに匹ひつ敵てきするような、強大な力だ。


　それは、キュールやアルメイアにも伝わったらしい。キュールは雑魚を蹴け散ちらして、既すでに二人の死神を倒たおしていたアルメイアはシゲイルを放置して、リサラの元に集まってくる。


「なんですの、これは……ガルダーブロウグみたいですわ」


　キュールの怯おびえた声を聞いたライファンが、嬉うれしそうに笑い、片手で斧を持って柄え頭がしらを地面に打ち付ける。


「スタンザにいる彼と同列に扱あつかってもらえるのは光栄かな。本来なら敵かなわないんだけど、今回の作戦で《雷神の雹テイールハガル》からこの《装束デイスラード》と《恍惚の斧アル・ユル》を与あたえられて、ま、パワーアップしてるのさ」


　再び両手で柄を握り持ち上げると、


「ハァァァァァァァァァァァッ！」


　気合いの雄お叫たけびを上げる。その気合いに比例してか、斧に走る黒い稲妻が力を増していく。


「待つわけ、ないでしょぉっ」


　アルメイアがいきなり《カルヌーンソラス》を振りかざして走る。


「分かってるさ！」


　ライファンが左手を差し出し、籠手で《カルヌーンソラス》をしっかりと握りしめた。


「なっ」


　バリンッ。


　アルメイアの術式で作り出された《カルヌーンソラス》の刀身が、いとも簡単に砕くだけ散った。それはアルメイアが作り出す《カルヌーンソラス》の強度が、ライファンの《装束デイスラード》の強度に遥かに及およばないことを意味していた。


「──クゥッ！」


　驚くアルメイアの腹部に、ライファンの膝ひざがめり込む。


「お母様っ」


「伯お母ば様！」


　リサラとキュールが、左右からライファンに斬きりかかる。


「ちっ！」


　斧を持ったままライファンが背を向けた。


　裏うら拳けんで《カルヌーンプラデュール》の刀身をいとも簡単に弾はじき返し、《リジル》を《恍惚の斧アル・ユル》の柄で止めた。


　ギチギチと《リジル》の刀身と《恍惚の斧アル・ユル》の柄がせめぎ合う。


「この《装束デイスラード》でも、さすがに《リジル》を受けるのは怖こわいものでね」


　ゆっくりと振ふり返かえり、また柄を両手で握にぎる。


「こ、光栄ですわね」


　徐々にキュールが押し込まれていく。


「…………」


　一方、弾き飛ばされたリサラは、ヨロヨロと立ち上がり、


「貴方あなたが悪いんじゃないわ。貴方は持ち主の力に呼応するんだから……」


　手に持った《カルヌーンプラデュール》に優やさしく話しかけた。


「リサラ、平気か？」


「……良介、離はなれていて」


　駆かけ寄った良介に、リサラは静かに告げる。


「離れろって言われても、お前達が負けちまったら……どこに居たって同じだろ。どうなんだよ、勝てそうなのか？」


「厳きびしいわね」


　素す直なお過ぎるほど素直にリサラが答えた。そして、ライファンを油断なく睨にらんだまま肩をすくめる。


「ダメね、私」


「リサラ？」


「いつもカッとなって、後先考えずに良介の生きる力を吸い取っちゃってる。貴方の力が、今は必要なのに、どうしても冷静になれないのよね。反省しなきゃね」


　そこまで言ってリサラが息を吐はいた。


「《グラム》は危険な存在よ。そうそう頼たよって良いものじゃないわ。でも良介、お願いをしてもいい？」


　カチンときた。良介は静かに、それでも強い意志で訴うつたえる。


「リサラ、お前はまだ分かってないのかよ。俺がお前のお願いを、聞かない時なんてあったか？」


　その言葉に、リサラが弾かれたように良介を振り返った。そして慌あわてて、またライファンに視線を戻もどす。


「……そうね。そうよね。なら良介、お願い。なんとかして《グラム》を覚かく醒せいさせて」


　リサラが、少し嬉しそうに言った。本来なら場ば違ちがいなはずのその響ひびきが、良介はなぜか嬉しい。


「無理矢理俺から引っこ抜いたっていいんだぞ？」


「それはダメよ。良介への影えい響きようはもちろんあるわ。それだけじゃなくて、貴方の霊れい力りよくが注ぎ込まれていない《グラム》を取り出したところで、大した力にはならないのよ」


「なるほどな」


「…………あ、あの」


　恥はずかしそうにリサラが言う。


「なんだよ？」


「エッチな魂たましいを復活させるのに、何もしないで……その、平気？」


　良介にはリサラの背中しか見えない。それでも分かる。きっとその顔は赤い。


　今なら、何だって聞いてくれそうな雰ふん囲い気きだ。


　初体験！　とか言ってもＯＫされそう。


　でも、嫌いやだった。


　無理矢理とか、強ごう引いんとか、そういうのは嫌なのだ。


　大切だからこそ、互たがいに求め合ってる状じよう況きようじゃなきゃ、良介は嫌なのだ。


「初体験を迫せまるとか、そんなクズにはなれないよな。そーいうのは、俺がしたいからじゃなくて、互いの気持ちっていうか、うん……そんな感じだし」


「あのね、良介。また声に出てるわよ」


「噓うそ……」


　頭を抱かかえてしまった良介です。


「そりゃぁ、私は、その、まぁ、悪くないっかなぁって思わないでもないような気がしないでもないけれど……」


「……ええと、何が言いたいんだよ？」


「あっ──と、とにかくっ」


　質問には答えてくれないリサラだった。


「手短に出来ることで、良介のエッチな魂を復活させられるのはなにっ。もうキュールが限界なのよ！」


　確かに、キュールがライファンを前にもう限界にきているみたいだ。


「え、いやでも、いきなりそう言われても……あ」


　とか言いながら、思い出してしまった。今日、リサラの姿を見て「したいっ。すんごくしたい！」と思ったことがあったことを。


　だが、それは……きっと呆あきれられる。たぶん絶対に呆れられる。というか、このシリアスなシーンに場違いも甚はなはだしい。


　間違いなく、リサラだけじゃなくてキュールにも、ライファンにも呆れられる。


　そんな心中を知らずにリサラが切せつ迫ぱくした声で叫さけぶ。


「良介っ、早くっ！」


「ええいっ、ままよっ。リサラっ、さっきのドレス姿に戻ってくれ！」


「え？」


「時間ないんだろっ！」


「え、あの……分かったわっ」


　良介の迫はく力りよくに押されて、リサラが目の前で《装束デイスラード》から元のドレス姿に戻っていく。


　そう背中がガバ───ッと開いたあのドレスだ。


「あの、これで何をすれば──」


「振り返るな！」


「は、はいっ」


　振り返りかけたリサラが、良介の一いつ喝かつで固まる。


　リサラのドレスは、肩かた口ぐちから背中、腰こしの辺りまで肌はだが露ろ出しゆつしている。見ているだけでゾクゾクしてしまうセクシーさだ。


　だが、さすがにそれだけでは、吸われたばかりの良介のエッチな魂は復活しない。


　そう、たとえエロスの泉が枯かれていようとも、良介にはフェティシズムの通つう人じんとしてのプライドと、培つちかってきた知識がある。


　心も体も反応せずとも、人間には叡えい智ちがあるのだ。


　良介は「したい！」と思ったことを、ゆっくりと反はん芻すうする。その上で、彼の頭にある膨ぼう大だいな先人達の知識から──今この時、この素材を最大限に活いかす方法を導き出す。


　右人差し指を伸のばす。他ほかの指は握る。


　リサラの白い肌、滑なめらかな肩越ごしに、キュールとライファンのせめぎ合いが見える。必死の形相で押し合っている。いや、アルメイアも復活してサポートしているようだ。


　うん、と良介は頷うなずいた。


　これなら時間はある。


　そして人差し指の先に、全神経を、己おのれの気を集中させる。


「行くぞ、リサラ」


「…………」


　まるでこれから手術でも受ける患かん者じやのように、リサラが深刻に頷く。


　良介はそんなリサラの背筋をツ──────ッと指先でなぞった。


「うひゃひゃひゃんっ!?」


　リサラがあられもない声を上げた。でも、あんまり色っぽくない……。


「な、何するのよっ」


「ええい、まだまだこれからだ！」


　リサラの抗こう議ぎの声を無視して、良介は再び指先を上に戻して……背中に這はわせる。今度は先人達の知識に従って、肩けん胛こう骨こつをなぞってみる。


「ひゃうぅんっ」


　まだなんか違う。


　背筋をくねくねとなぞる。


「ひゃぁぁぁぁんっ！」


　ちょっと近づいた。


　やはり背筋がいいらしい。


「ハァハァ……くく、次は」


　もう良介の頭の中は、当初の目的を忘れて背筋でいっぱいだった。だって楽しいのだ。色々な反応が、しかも結構エッチな反応が返ってきて、すんごく楽しい。


　まさかこんなイケナイことを、同意の下もとで行えるとは！


（くぅぅぅぅっ、俺の青春最高だ！）


　感かん涙るいむせび泣きながら、禁断の技わざに移る。


　そう、背中に文字を書く！


　しかも肌に直じか書き！


「リサラ、俺がなんて書いてるか当ててみるんだ！」


「え？」


『Ｈ』って書いてみた。


「ひゃぁんっ、ひゃうぅぅっ、はぁぁんっ──って、分かるわけないでしょ！」


　中々の反応なので、今度は『リサラ』って書いてみる。


「あふぅんっ、ひぁぁぁんっ、ふあぁぁ──はぁはぁっ、も、もう、許して……」


　リサラが荒あらい息を吐く。名前はかなり効果があるようだ。


「ちょ、ちょっと良介、見られてる、ねぇ見られてるから！」


　リサラが訴えてくる。


　言われてみれば、キュールにアルメイアにライファン、あとシゲイルの視線を感じないでもない。


　でもいい、そんなこと気にしない。


「よし、次行くぞ！」


「いやぁぁっ、すんごく冷たい目で私達見られてるからぁぁ！」


　一気にレベルを上げて『良介』の『良』の文字を、リサラの背中に書いていく。


「ひあぁっ、あっ、あああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」


　リサラが大きな声を上げる。


　その声──来る、良介の魂にもの凄すごく響いてきた。もう止まらない。残りの『介』の字を書いていく。


「あっ、あっ、ああぁ──────────────んっ！」


　ビクンッとリサラが体を震ふるわせて、ヘナヘナとその場に崩くずれ落ちた。


「え、ええと、リサラ？」


　自分の露出した肩をギュッと抱だきしめて、リサラが耳まで赤い顔で振ふり返かえった。


　ドッキ────ン。


　魂が破は裂れつしそうになる。


「……う、う[image: ]、今のは『良介』でしょ」


　潤うるみきった瞳ひとみで良介の顔を見上げて、熱い吐と息いきと共に恥ずかしそうに正解を伝えてくる。そう正解なのだ。自分の名前を分かってくれたのだ。


「お、お、お、お、おおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　その瞳、その声、その背中、全すべてが最高だった。


　でもそれ以上に、『良介』の名前を分かってくれたことが、そのことが、熱いのだっ。心と体を熱くする。激しく熱くする。


　ドクンッ。


　ドクンドクンドクンッ。


　魂が激しく震えだす。


　いや、震えるなんてものじゃない。


　ビートを刻んで暴れだす。


《ファヴニール》がどうとか、もうどうでもいい。


　とにかく、良介の魂が熱く熱く燃えたぎり、激しく歓かん喜きに打ち震えだす！


「なあ、分かるか！」


　叫ぶ。


「な、何をさっ」


　ライファンが自分が言われたのかと思い、答えた。


「お前じゃねぇっ！」


「な──っ」


「リサラ、分かるか！」


「え、ええと、あ、あーっと……うん、なんとなく」


　頰ほおを搔かきながら、リサラが良介の手を取った。そして手の平に指を這わせる。


「『リサラ』だろ」


「うん、そう。あのその、まぁ、名前分かってもらえるのは、嬉うれしい……わよね」


　リサラが照れて、どうしていいのか分からずに自分の手の平に指を這わせる。その動き……どうやら『良介』って書いてる気がする。


　そのなんだ、そんな仕草はすごく照れます。


　勢いよく立ち上がり叫んだけど、今はなんだか良介も凄く照れてきた。


　そんな照れ照れ空間に、


「だぁぁぁぁぁっ、何をやってんだよ、お前達は！」


　ライファンが土足で割り込んできた。


　一いつ瞬しゆん助かったと思い、すぐに無む性しように腹が立ってくる。


「《グラム》！」


　叫ぶ。


（呼ぶのが遅おそいんだよっ。見てるこっちが恥はずかしくなったぞ！）


《グラム》が魂たましいの奥底で苦く笑しようした。


（それにな、俺だって腹が立ってんだよ。あいつがガルダーブロウグに負ける気がしないだぁ？　ふざけるなっ、俺達が苦戦したガルダーブロウグの強さは、あんなもんじゃねぇんだよ！）


「同感だ」


（さすがは相棒だ！）


《グラム》が満足げに答える。


　その瞬間、疼うずく。魂が、良介の男としての魂が激しく疼く。


「ぐっ、ぐおぉぉぉぉおおぉぉぉおぉぉぉぉ！」


　熱い光と共に胸に柄つかが現れ、伸びていく。


　良介は、その装そう飾しよく一つない柄を握にぎった。


　しっくりと手に馴な染じむ。


「行くぞっ！」


　一気に魂から《折れた剣けんグラム》を引ひき抜ぬく。


　その瞬間、良介の体にかけられた《偽りの花嫁スリユム》──女によ体たい化の術式が弾はじけ飛ぶ。


　瞬またたく間に良介の体が、男性の骨格へと元に戻もどる。


「…………」


　良介は引き抜いた《グラム》を見つめた。


　長く太く逞たくましい刀身の剣だった。装飾など何もない。グリップを強くするための柄の彫ほり込みと、堅かたい刀身があるだけだ。ただその柄と良介の胸むな元もとを鎖くさりが繫つないでいた。良介の魂に呼応するように、その鎖は脈打つ。


「とうとう出てきたね、《折れた剣グラム》！」


　ライファンが喜き悦えつの声を上げる。


「だけど、この強化された《装束デイスラード》と《恍惚の斧アル・ユル》を持つ僕に勝てるかな！」


　良介は何も答えずに《グラム》を右みぎ斜ななめ正眼に構える。


　その沈ちん黙もくが気に障さわったらしい。ライファンが怒ど声せいと共に《恍惚の斧アル・ユル》に気を──おそらくは霊れい力りよくを込め、刀身に走る黒い雷いかづちを増大させていく。


「良介さんっ、今のうちにっ！」


　キュールの叫さけびが聞こえた。だが良介も《グラム》も待つ気だった。


　正面から、この小生意気な敵を叩たたき潰つぶしてみたいのだ。


「…………いい度胸だね」


　ライファンが《恍惚の斧アル・ユル》を高く振りかざした。


「真っ二つになりなよ！」


　床ゆかを蹴ける。真まっ直すぐに、一直線に良介に向かい、斧おのを叩き下ろす。


　無数の黒い雷が良介の体に向かってくる。それを一つでも《グラム》で斬きり伏ふせなければ、《恍惚の斧アル・ユル》の刀身を防ぐことは出来ない。


　だが、良介も《グラム》も斬り伏せる気は全くなかった。


「ハァァッ！」


《グラム》の刀身から、良介の霊力がほとばしる。


　それだけで、雷が立ち消える。


「なっ!?」


　ライファンの驚おどろく顔が間近に見える。その顔を見て良介は笑った。


「まさに小細工だな！」


　一いつ閃せんだ。


　驚きながら振り下ろされた《恍惚の斧アル・ユル》を、真っ二つに叩き斬る。斧は何一つ抵てい抗こう出来ずに二つに割れ、余よ剰じようの衝しよう撃げきはライファンの《装束デイスラード》をも破は壊かいした。


「………………」


　悲鳴は上がらない。ただそれは、ライファンの心が強いからではない。


　起きた事態を理解することが出来ずに、呆ぼう然ぜんとしているだけだった。


《装束デイスラード》がボロボロと落ちていく。


　深い紫むらさき色の鎧よろいがまず真っ先に自じ壊かいした。


「…………噓うそ、だ」


　ライファンが呆然と自分の両手を見る。その体を覆おおっていた黒が、かき消えていってしまう。


　残ったのは、身につけている下着だけだ。


　女物の下着。


　だが分かる。間ま違ちがいなくライファンは女の子だった。たとえ術式で胸元を真っ平らにしていても、その体全体が彼女が女の子だと言っていた。


　ライファンが顔を上げた。良介を見る。


「……お前に、負けたのか」


　良介は頷うなずく。


「強いな。トドメを刺さしなよ」


　良介は首を振った。


「どうして！」


　ライファンが詰つめ寄る。


「女の子は、誰だれだろうと大切にするって決めてるんでね」


「なっ」


「それに……今、トドメを刺したら」


「刺したら、なんだっていうんだ」


「お前の本当のバストサイズが分からないじゃないか」


「……………………え？」


　ライファンが一度自分の胸を見てから、良介をじっと見上げる。


　そう、術式を編み込んだブラジャーの下にある、本当のバストを良介はまだ見ていないのだっ。隠かくされてると思うと見てみたくなる。それが男の子ってものでしょうっ。


「本気で言っているのか？」


「ああ、本気だ。俺には分かる。お前のその腰こしつき、お尻しり、ウエスト、いい、凄すごく女の子でいいっ！」


　確かに下着姿になったライファンは、男装のために真っ平らに偽られた胸をのぞけば、素す晴ばらしいプロポーションだった。


　リサラの猫ねこを思わせるしなやかな体形とも違う。


　キュールのロリ巨きよ乳にゆう体形とも違う。


　イリアの胸以外モデル体形とも違う。


　アルメイアの熟した体形とも違う。


　美菜の──美菜はそういう目であまり見たことなかった。


　とにかくライファンのプロポーションは、どれとも違った。引ひき締しまりながらも、しっかりと柔やわらかさがあるのだ。


「女の子……僕の体形が？」


　ライファンが目をぱちくりとさせる。


「そうとも、だからトドメなんて刺さない。いや、刺せない。俺の心を幸せに、満たしてくれる女の子に、トドメなんて刺せるわけがないだろ！」


　ライファンが顔を赤くしながら、


「ば、馬ば鹿かじゃないのか、キミはっ」


　早口で言い、良介の足あし下もとにうずくまった。下着姿の自分を、恥ずかしそうに抱だき抱かかえてだ。


「むぅ、嬉しくない展開ですわね」


「え、そうなの？」


　キュールの呟つぶやきに、リサラが戸と惑まどう。そんな二人にアルメイアが微笑ほほえむ。


「あらあら、まぁまぁ」


「オンッ（さすがは俺の弟で子しだ）」


　カエサルは満足そうに頷いた。


「ま、待ってくれっ、話す、なんでも話すから！」


　いきなりノリの違う、切せつ迫ぱくした声が響ひびいた。一いつ斉せいに、全員がそちらを向く。


　と、そこにはシゲイル・ゼリアが居た。彼が連れていた死神は、二人とも倒たおれ伏ふしている。


　そしてシゲイルの首には《フロッティ》が突つきつけられていた。


「イリアっ」


「あは、ようやく気が付いてくれたぁ？」


　そう答える貧ひん乳にゆうメイドの声は、間違いなくイリアのものだった。


《フロッティ》をシゲイルに突きつけたまま、片手で眼鏡を外す。間違いなくイリアだ。


「《装束デイスラード》」と呟いて、メイド服から死神姿になった。ついでに、その貧乳を偽にせ巨乳へと変える。完全に、いつも見ているイリアだ。


「あ～あ、誰も気が付いてくれないんだもの。ちょっとイリア、寂さびしかったかな」


「ここで何をしてるのよ！」


　リサラが叫ぶ。


「んっとね、今からこのおっさんに色々聞くところなの[image: ]」


「しゃ、喋しやべるっ、喋るから命だけはっ。私には、私にはまだ死ねないわけがあるんだっ」


　必死にシゲイルが懇こん願がんする。その様子を見てイリアは苦笑すると、《フロッティ》の切っ先を上下させて、催さい促そくをした。


　そうすると、シゲイルがぺらぺらとイリアに喋りだす。


《ファヴニール》のこと、それが良介の魂にあるらしいこと──。


「《ファヴニール》さえ手に入れば、あの力を私のものとすることが出来ればっ、私がレストール家の当主になれたんだっ。私はレストール家の当主となり、失ったものを手に入れることが出来たのにっ！」




[image: ]


　良介を睨にらみながら、シゲイルが悲痛な声を上げた。


「やれやれ、まさか本当に自分のものになると思っていたとはな」


　聞き覚えのある声が響く。


　──ドクンッ。


　本能が叫ぶ。危険だ、と。良介は《グラム》を握にぎり直す。良介だけではなく、リサラ達も警けい戒かいを強めていく。


「だが、おおよそは私の思った通りといったところか」


「わざわざ笑いに来たのか、ガルダーブロウグ！」


　ライファンが立ち上がった。鋭するどい眼光で鏡を睨み付ける。


　ガルダーブロウグが、ゆっくりとした足取りで鏡から姿を現した。引き締まった体全身を黒い生き地じで覆い、顔には良介との戦いで一部欠けた黄金の仮面を被かぶっている。


　圧あつ倒とう的な存在感だ。


「私がそんなに暇ひまだと思うのか？」


「なら……今回の作戦は僕に任されていたはずだ。それとも、もしかして僕を助けに来たのかい？」


「本当にそう思うのか？」


「なんだって？」


　ガルダーブロウグが右手の指を全すべてライファンに伸のばして、言い放つ。


「《運命ノルン》よ、定めし輪を回すがいい」


「なっ──」


　ガクンッとライファンの体が震ふるえる。


「私は女によ体たい化してしまった良介が、《グラム》を抜ぬき放つのを待っていたんだ。女体化したままでは《グラム》は隠されるし、彼の魂たましいを探さぐるのは些いささか面めん倒どうだったからな」


「最初から僕を騙だまして、くっ、上の指示か！」


「さてね。ただ上は、《ファヴニール》さえ手に入れば文句を言わないだろうな」


　ガルダーブロウグが右手の指を動かした。すると、いきなりライファンが良介に抱き付いた。


「なっ、おい？」


　胸こそないが、下着姿の女性に抱き付かれ、良介は戸惑った。温かい、なんかいい匂におい、柔らかい、なんかいい匂い──。


（おい、馬鹿っ！）


《グラム》が叫ぶ。


「え……しまった、つい！」


　慌あわててライファンを振ふりほどこうとする。だが、しっかりと抱き付かれていて上う手まくいかない。


　そしてもう、目の前にガルダーブロウグが居た。


　手が、良介の胸むな元もとに埋うまっていく。


「ヴヴッ、ヴォンッ！」


「良介っ！」


　カエサルとリサラが走り寄ろうとする。


「静かにしていろ。殺しはしない」


　気持ちが悪いなんてものじゃなかった。手が這はい回る。良介という存在そのものに這い回るのだ。


「ぐ、ぐあ……ぐぅぅ」


「そうここだ。以前、私はこの生きる力を制せい御ぎよ下において、お前を手に入れたいと考えた。だがお前は、私の制御下にはおかれなかった」


　ガルダーブロウグが言う。


　さらにガルダーブロウグが腕うでを中に差し入れる。


「──っ！」


　声にならない叫さけびが良介から上がる。


「ふふふ、届いたぞ。お前の中にある、もう一つの霊れい力りよく源にな」


　ゆっくりとガルダーブロウグが手を引き抜く。やがて赤く光る球体が、その手に握られて姿を現してくる。


「な、なんだ……ぐっ、それ……」


「これか、これこそが《ファヴニール》だ。呪のろわれた龍りゆうの力よ。そしてお前が《グラム》を覚かく醒せいさせた、さらには今まで私との戦いで何度も霊力を復活させた源だ」


　愛いとおしそうにガルダーブロウグが、《ファヴニール》と呼ぶ赤い球体を眺ながめる。


「本来は、取り込んだ者を巨きよ大だいな力を持つ龍へと変えるものだが、お前の場合は取り込むのではなく、ただ封ふう印いんの器うつわとなっていたようだな。だが私は違うぞ。正しく《ファヴニール》を取り込み、龍となる」


「そ、そして……ぐっ、また女の子のおっぱいから、霊力を搾しぼり取るのか」


　良介が、なんとか口を開く。


「そうとも。人間のおっぱいから霊力を搾り取る。その時、我ら死神の受難の時代は終わるのだ」


「さ、させるか……よ」


　女の子を守るために、ガルダーブロウグの腕を摑つかもうとする。だが、体が動かない。


「無む駄だだ。魂を摑まれて、そう動けるものか」


「ふざける、な……」


「なっ!?」


　ガルダーブロウグの腕を摑む。


「…………だが、おしかったな。もう終わりだ」


　赤く光る球体──《ファヴニール》が、ずるりと良介の中から全て姿を現す。


「がっ、うが……」


　その瞬しゆん間かん、良介は膝ひざから崩くずれ落ち、その場に俯うつぶせに倒れる。


「おいっ！」


　術式による縛いましめを解かれていたライファンが、反射的に良介に手を出そうとして、頭を振った。


「なんだ、情でも湧わいたのか？」


　ガルダーブロウグが面おも白しろそうにライファンに声を掛かける。


「冗じよう談だんはやめてよ。僕が男おとこ嫌ぎらいなのは知っているはずだろ」


「ククク」


　ただガルダーブロウグは、くぐもった笑いを返すだけだ。その顔を不ふ機き嫌げんそうにライファンは睨んでから、意い趣しゆ返がえしのように笑えみを浮うかべた。


「でも、これでキミを苦しめた加賀良介も終わりというわけか。さぞかし気分がいいだろうね」


「私が独力で加賀良介を倒さなかったことへの嫌いや味みか？　だとしたら無駄なことだ。真の死神界を作り出すための前の小事には、目を瞑つぶるしかないだろう。何しろこの《ファヴニール》の力を取り込めば、私に対たい抗こう出来る死神など居なくなる。ふっ、王家以来だろうな、己おのれの霊力で術式を使う死神は。ククク。変えてみせるぞ、この力で、私は死神界と人間界を変えてみせる」


　そこまで言って、ガルダーブロウグが良介を見た。


「だが気になる点が加賀良介に、まだあるのも確かだ。いや……」


「どういうことだい？」


「いやなに、この男のしつこさを見てきたからな。ふと不安になっただけだ」


　そう苦く笑しようした瞬間、ガルダーブロウグが左上に拳こぶしを上げる。


「その《ファヴニール》、メルロー人生保障が貰もらっちゃうんだからぁぁぁ！」


　イリアだ。《フロッティ》を振り下ろす。


　ゴッ。


　鈍にぶい音が響ひびき、イリアが弾はじき飛ばされる。


「邪じや魔ま者ものも多いようだな。ならば、この場で《ファヴニール》を取り込むとしよう」


「いけませんわっ、それは……それは持つ者に破は滅めつしかもたらさないのですよ！」


　アルメイアの叫び声にガルダーブロウグは、さして興味を示さなかった。躊ちゆう躇ちよせず、良介から抜き取った赤く光る球体を己の胸に押し付けていく。


「だめですっ、《ファヴニール》は、《ファヴニール》は死神も人も、非あらざるモノへと変えてしまうっ！」


「ふははははは、アルメイアよ。それこそが我が望み」


　ゆっくりと《ファヴニール》と呼ばれた球体が、ガルダーブロウグの中に消えていく。


「ぐっ、ぐおぉぉぉぉぉぉぉぉっ、ぐぅぅぅっ、こ、これは……ぬぅっ！」


　ガルダーブロウグが咆ほう哮こうする。


　目に見えるほどの力の奔ほん流りゆうが、ガルダーブロウグの周りを取り囲む。


　やがてそれらが無数の力強い流れとなって、まるで龍が鎌かま首くびをもたげるように、ガルダーブロウグへと降りていった。


　そして、光った。


　爆ばく発はつしたかのような光が、ガルダーブロウグを中心として生まれたのだ。


　数秒の間、誰だれもが目を閉じた。


　ゆっくりと目を開き、改めて見たガルダーブロウグは、まさに恐きよう怖ふの対象でしかなかった。


「ぐっ……はぁっ、はぁっ、はぁっ……こ、これほどの力が漲みなぎるのか」


　生えていた角は、兜かぶとのような形状に変化していた。


　その漆しつ黒こくの装しよう束ぞくには、至る所に黄金の文もん様ようが浮き出ている。


　だがそんな外見の変化よりも、その全身からまき散らされる威い圧あつ感があまりに違ちがうのだ。あのカエサルですら恐怖に怯おびえ、尻尾しつぽが巻かれてしまっている。


　誰しもが何も言えず、恐怖の視線をガルダーブロウグに投げていた。


　いや一人だけ、例外がいた。


「ぐ……ガ、ガルダーブロウグ」


　俯せに寝ねたままの良介が、必死に声を振り絞った。その瞳ひとみには、恐怖は何な故ぜか浮かんでいない。


「ほう、さすがだな。魂を一つ抜き取られても、まだ意識を失わないのか」


　ガルダーブロウグが、静かに良介を見下ろす。


「美菜を……」


　美菜を返して欲しい。なんとかそう言おうとするが、精神が闇やみに沈しずんでいくことに抗あらがいきれない。


「美菜……」


「大したものだ。大きな傷を付けないようにはしたが、貴様の魂には無数の傷があるはずだ。普ふ通つうは三日は眠ねむり続けるものだぞ」


「美菜……を……」


　ガルダーブロウグの言葉は、良介にはもうほとんど聞こえなかった。


「ふむ、いいだろう。今までの戦いぶりへの褒ほう美びだ……《幻術の巨人ウートガルザ・ロキ》よ。縛めを取とり払はらい給たまえ」


　鏡の表面が一いつ瞬しゆん歪ゆがんだ。


「…………っ」


　それは良介の目の錯さつ覚かくだろうか。


　白いバニーガール姿の美菜が、おっぱいをゆっさゆっさと揺ゆらしながら駆かけ寄ってくる。


　なんて魅み力りよく的な格好だろう。おっぱいの谷間がありありと見える。


　そして網あみタイツに包まれた太ふと股もも……。


　肉付きの良い美菜の体に、こんなにもバニーガールの格好が似合うとは、さすがの良介も気が付かなかった。


　敵ながらガルダーブロウグとライファンに拍はく手しゆをしたい気持ちだ。


　でも、体が動かない。今すぐ触さわってみたいのに──欲望だけが空回りして、思考すらまとまらない。


　ただ徐じよ々じよに視界が暗くなってくる。


　名前を呼ばれている気がする。


　でも声も聞こえなくなってくる。


　眠い。ただ眠い……。


「リサラさんっ、良介さんが！」


　白いバニーガール服を着た美菜が、悲痛な声を上げる。だがリサラにも、どうしていいのか分からないのだ。


「眠るんだよ。暫しばらくね」


　ライファンが告げる。


「外げ科か手術で使う麻ま酔すいみたいなものさ。ガルダーブロウグが、良介の魂たましいに睡すい眠みん薬やくを打ったのさ。魂から《ファヴニール》を切り取るためにね」


「貴方あなたっ……良介に見み逃のがしてもらったくせに、よくそんなことを」


　リサラがライファンを睨にらみ付ける。その視線に、ライファンはなんとも言えない表情を浮かべた。


「それが僕の立場ってヤツだ。こう見えても《雷神の雹テイールハガル》の幹部なものでね」


　ライファンが、一度だけ良介を見つめてから、ガルダーブロウグの側そばに歩いていった。


「で、この後はどうするのさ」


「決まっている。レストール家の連中を見逃す手はないだろう。良介の中にある《グラム》は、彼の魂が癒いやされた後に取り出す」


　ガルダーブロウグが淡たん々たんと答える。


「良介は助けてくれるんだね」


　ライファンが、思わず口にする。


「くれる？　なんだ、もしや加賀良介にほだされたのか？」


「なっ、馬ば鹿かにするのもいい加減にしろっ。ちょ、ちょっと言葉を間ま違ちがえただけだ」


「まぁいい……私は一度敬意を払ったものを、戦せん闘とう以外で殺すことはせん。《グラム》を抜ぬいたあと大倉美菜共々人間界に帰してやる」


　そう言うと、ガルダーブロウグが《テュルフィング》を呼び出す。


「さて、お前達には《ファヴニール》の力を試ためす実験台になってもらおうか」


《テュルフィング》を無造作に構える。


　ただそれだけの行こう為いなのに、リサラは抵てい抗こうする気を失ってしまう。勝てない。勝てっこない。絶望が心を蝕むしばむ。


　それはリサラだけではなく、キュールもアルメイアも同じようだった。


　シゲイルは座り込み、泣きだす始末だ。


　美菜にいたっては、その場で意識を飛ばしてしまっている。


「ふむ、これでは実験台にすらならんな。ま、仕方があるまい。それだけ私が強くなったということだな」


　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を構えたまま、一同を見み渡わたす。そして赤い髪かみに目を留めた。


「正統な血筋から絶たつのも、レストール家への礼れい儀ぎかもしれんな」


　切っ先をリサラに向ける。その切っ先をリサラは呆ほうけたようにただ見つめた。


　その中で、男が一人だけ震ふるえる脚あしで、立ち上がった。


　押おし潰つぶされそうで、瞳にはありありと恐怖が浮かんでいる。


　それでも歯を食いしばって必死に立ち上がり、吠ほえた。


「オオォォォォォォンッ！」


　カエサルだ。


　キュールの手から《リジル》を奪うばい口にくわえると、背筋を伸のばし尻尾を上げ、ガルダーブロウグとリサラの間に立った。


　ガルダーブロウグは「ほう」と、少し感心した面おも持もちで見つめている。


「カエサル、無む駄だよ……もう……」


　リサラが悄しよう然ぜんとした視線をカエサルに向ける。


「ヴヴヴヴッ（俺の仕事は番犬なんでね）」


「え？」


「ヴゥゥゥゥ（良介は弟で子しでも主人だ。ご主人が守りたいものを守るのが、番犬の仕事だろ）」


　カエサルの脚から震えが取れていく。


「ヴゥゥゥ（仕事を放ほう棄きするヤツは、男じゃないんだよ）」


　リサラに、カエサルが小さく尻尾を振ふった。


「ヴゥゥ（だからさ、良介の馬鹿を起こしてやってくれよ。良介に男になるチャンスを与あたえてやってくれ）」


「で、でも……声だって届かないくらい、意識がもう──あ」


　小さく声を上げて、リサラが良介を見た。


「声が届かない……なら」


　リサラが良介のメイド服をそっと脱ぬがし、胸むな元もとを露ろ出しゆつさせる。


　そして良介の頭を自分の膝ひざの上にのせた。


「リサラさん？」


　不思議そうに声をかける美菜の声を無視して、リサラは良介の胸元に人差し指を何度も這はわせ始めた。


　──リサラ・レストール、と。





　　　　※　　　※　　　※





「相変わらず、不思議なことをする連中だな。くすぐったところで起きないぞ？」


　ガルダーブロウグが、理解出来ないと頭を振る。その後ろで、ライファンは何かを言いかけて口をつぐんだ。


「それに万が一起きたところで、《ファヴニール》を奪われた今の加賀良介に、《グラム》を覚かく醒せいさせる霊れい力りよくがあるとは思えないがな」


「ヴヴゥッ」


　カエサルが《リジル》を嚙かみながら、唸うなる。


　カエサルは思う。


　女の子が助けを求めたから、それだけで力が漲るなんてことはない。それだけで特別な何かが起きるわけはない。


　ただ男なら、女の子の願いを叶かなえないなんてことは出来ない。


　叶えるために、あがこうと思えるはずだ。


　そう、女の子の前ではかっこつけたい。


　そんな下らないことのために、それだけのために全すべてを出し切れるはずだ。


　男ならば！


《リジル》が光る。


「貴様っ、そこまで霊力があるのか。いいだろう、実験台にしてやろう！」


　ガルダーブロウグが《テュルフィング》と共に走る。




[image: ]


　カエサルは良介を見ようともせず、跳とび、吠えた。


「ヴオォォォォォォオォンッ！（だろっ、良介っ。俺達は女の子が大好きな、男だろうが！）」





　　　　※　　　※　　　※





　感じた。


　理解するのとも違ちがう。


　ただ魂に染しみ入るように感じる。


　リサラ・レストール。


　その感覚でいっぱいになってくる。


　リサラ・レストール。


　その感覚が全てを追いやっていく。


　やがてそれは、分かってくる。


　リサラ・レストールが呼んでいる。


　理解したとか、考えたとかではなくて、魂が分かるのだ。


　リサラ・レストールが助けを求めている。


　しかもあいつ、全然疑ってない。


　起きてくると決めつけている。


　だから、起きるのだ。


　こんなにも眠ねむいのに何な故ぜって？


　決めているのだ。女の子は宝だ。だからお節せつ介かいでも嫌きらわれても、精一杯大切にすると。そして大切にするってことは、見返りを求めないことだ。


　そして、良介の魂は知っているのだ。


　女の子は宝なのは確かだ。大切なのも確かだ。


　でも本当は──リサラが呼ぶから自分は起きるのだ、と。





　　　　※　　　※　　　※





「遅おそいわよ」


　目を開けた瞬しゆん間かん、落ちてきたのはリサラの憎にくまれ口だった。


「リサラさん、そんな」


「いや、いいんだよ、美菜」


　そう言いながら良介は、ゆっくりと体を起こした。


「ただリサラ、一つだけ文句言っていいか？」


「あら、何かしら」


「俺が起きるって信じて疑わないなら、目を潤うるませるのはやめろよな。俺が恥はずかしくなる」


　そう指し摘てきした瞬間、リサラが手を上げた。


　叩たたかれるっ。


　良介は目を閉じた。


　ガシッ。


「え？」


　ギュッ。


　平たい胸に額ひたいがぶつかった。ちょっと痛い……。


「こ、これで良介のその、エッチな魂たましいも少しは回復したでしょ」


　リサラの声が届く。


「……………………………………………………………………………………ああ」


　憎まれ口で返そうと思い、思い、思い、どうしても出てこないので、良介はただそう答えることしか出来ない。


　そしてどちらからともなく、二人は離はなれた。


　メイド服を引きちぎり腰こしに巻いて、良介はガルダーブロウグに立ち向かう。かっこつける以上、ちょっと女装は嫌いやだった。


「まさか本当に起き上がってくるとはな……」


　立ち上がった良介の姿を、ガルダーブロウグが呆ぼう然ぜんと見つめた。


　カエサルがその腕うでに嚙みついていたが、口を離して……良介の足あし下もとに駆かけ寄った。


「オンッ（見せ場を譲ゆずるんだ、かっこつけるんだぞ）」


　そう吠えるカエサルの頭を軽くなでて、良介は自分の胸元に手をやった。


「いいだろう。ここまで来れば、《グラム》を覚醒させてみせろ。もしお前が覚醒させることが出来れば、私は一つの答えに到とう達たつするだろう！」


　ガルダーブロウグがうそぶく。だが良介はそれを無視して、リサラのうっすい胸を思い出していた。


　額が当たってちょっと痛かった。


　でも、温かかった。


　なにより、


（リサラのヤツ、心臓がバックバクでやんの）


　心臓の鼓こ動どうがもの凄すごかったのだ。


「谷間のないおっぱいも、意外にいいかもしれない」


「何を言っているんだ？」


「いや、うん。俺、巨きよ乳にゆう派なんだけど……谷間のないおっぱいだと、相手の気持ちっていうか、鼓動がダイレクトに聞こえて──俺、好きかもしれない」


「だから貴様は何の話をしているんだ！」


　しびれを切らしたガルダーブロウグが、《テュルフィング》を振り下ろしてくる。


「女の子のおっぱいは平べったくてもステキって話に決まってるだろうっ！」


　オオオオォォォォォッ！


《折れた剣けんグラム》が震ふるえ歓かん喜きの雄お叫たけびを上げる。


　分かる。俺もおっぱいの話は大好きだ！　そう叫さけんでいるのが、分かる。


　柄つかをしっかりと握にぎり、真まっ直すぐに引ひき抜ぬく。


《グラム》の柄つか頭がしらが、《テュルフィング》と激げき突とつする。


　ガキィィィィンッ。


「ぬおぉっ!?」


　刀身ごと弾はじかれて、ガルダーブロウグがバランスを崩くずした。


　体勢を崩したガルダーブロウグの懐ふところに入るように突とつ進しんする。


「やらせるか！」


　ガルダーブロウグが《テュルフィング》を、無理な体勢から強ごう引いんに振り下ろした。


　良介は体を縮めて、全身を回転させるように《グラム》を叩き付ける。


　キィィィィィィィィィィィィン。


　澄すんだ、鈴すずのような音が響ひびいた。


　そして《テュルフィング》が真っ二つに折れる。


「ふはははははは、まさかな、まさかそうだったとはなっ。《ファヴニール》は貴様に封ふう印いんされていたのではなく、貴様を守り隠かくす存在だったというわけか！」


　ガルダーブロウグが、自分の体にぶつかったままの良介を見て楽しそうに笑う。


「だが、何故だ。私が取り込んだ《ファヴニール》の力が、今の貴様の霊力に劣おとっていたとは思えん」


「《グラム》がさ、中ちゆう途と半はん端ぱな《ファヴニール》なんて敵じゃないってさ」


　良介は《グラム》を見た。


「そうか、くっ、くははははははははは、なるほどな、再生される前の世界で、《ファヴニール》を倒たおしたのは《グラム》だったな。霊力の癖くせを読まれたというところか」


　ガルダーブロウグがひとしきり笑い、微笑ほほえんだ。


「加賀良介、お前と戦えて私は幸せだったぞ」


　ゆっくりとガルダーブロウグが膝ひざを折り、そのまま後ろに倒れた。


　右胸から左ひだり脇わき腹ばらに一筋の線が浮うき上がり、血が流れ出す。


　それを見た良介もまた、膝を突ついた。倒れてしまいそうになるのを、《グラム》でなんとか支える。


「まさか、ガルダーブロウグを倒すとはね。僕はとんでもない男と戦ったのか」


　再び《装束デイスラード》を身にまとったライファンが、ガルダーブロウグの脇にしゃがむ。


「一つ、忠告をしておくよ。《ファヴニール》の力を使って革命を起こす、そのガルダーブロウグの計画が破は綻たんした以上、キミ達が居た学園は荒あれるよ。何しろ僕達《雷神の雹テイールハガル》が求める革命に必要なターゲット、特異者の中の特異者《イレギュラー》が学園に現れるんだよ。そう、このガルダーブロウグの予測によればね」


　そう言うと、ライファンはガルダーブロウグの体を抱かかえ上げ鏡に向かって歩いた。


　その後を追うだけの力は、もう誰だれにも残っていなかった……。






　終章　かわるせいかつ










　盛せい大だいなたき火だった。


　レストール家の広大な庭の一区画で、ウルス、ヒルドがごうごうと燃えさかる炎ほのおに、次々と燃料を放ほうり込んでいく。


　その炎の前で、一人の男が泣いていた。男の名はシゲイル・ゼリア。先ほど、妻であるサイラ・ゼリアに当主の座を明あけ渡わたしたばかりだ。


　だがその涙なみだは、そんな地位のためではない。


　もっと、もっと男としての号ごう泣きゆうだった。





　　　　※　　　※　　　※





「あーっと、つまり……エッチな本を取り返したくて、レストール家の当主になろうとしたのか、あのおっさん──いや、シゲイルさんは」


　ガルダーブロウグとの戦いから数日後、傷ついた良りよう介すけは病びよう床しようのベッドで窓から盛大なたき火を見つめていた。


「いいですわよ、おっさんで。まさかエッチな本のために《雷神の雹テイールハガル》と手を組んで、レストール家を乗っ取ろうとしたなんて、お父様って呼ぶ気もおきませんわ」


　キュールが呆あきれ顔をしながら、水の入ったボウルの中でタオルを絞しぼる。


「全くよね。幾いくら叔お父じ様でも、これはフォロー出来ないわ……。そりゃ当主になれば、隠し部屋の本なんてすぐに取とり戻もどせると思うけど、あんな本のために何をしてるんだか」


　リサラが、何故かこっちも水の入ったボウルの中でタオルを絞る。


「そんな事情があったんだ……」


　美み菜なは一人、リンゴのような果くだ物ものの皮を剝むいていた。


　良介は、そんな三人を見ずにただたき火を見つめた。


　あのたき火こそ、シゲイルの夢が燃えさかる炎だった。つまり、燃料はエッチな本……。


「おっさん……やっぱり俺は、あんたの事をシゲイルさんって呼ぶことにするよ」


　分かるのだ。


　何しろあそこで燃やされているエッチな本は、書庫の奥の隠し部屋にあった五百冊のエッチな本なのだ。そう、良介が思わず読みふけってしまった、あの部屋のエッチな本。


「あれは、中々のコレクションだったよ、シゲイルさん。一いつ朝ちよう一いつ夕せきには集まらない、あんたの血と涙と汗あせの結けつ晶しよう──そうさ、あんたの分身みたいなものだったんだよな」


　それが今、燃やされているのだ。ほろりと涙が出る。なんて哀かなしい出来事だろうか。シゲイルの心中を慮おもんぱかると、涙しか出ない。


「良介くん、食べさせてあげようか？」


　美菜が剝いた果物を、フォークに刺さして顔の横に差し出してきた。


「よせって一人で食えるから」


「でもでも……ほら、私を助けるために頑がん張ばってくれたんだし、凄く感謝してるんだよ？　お礼とか、そのあの、エ、エッチなのは……ちょっとだけど、お礼したいし！」


　自分で言って自分で顔を赤くして、美菜がぐいぐいと果物を押し付けてくる。


　油断するとフォークで刺されてしまいそうだ……。


「分かった、分かったから。そんなに必死になるなよ」


「あ、ごめん……」


　謝る美菜をちらりと一度見てから、良介は口を開けて果物を食べた。


「あっ……えへへへ」


　美菜が凄く嬉うれしそうに、また果物の皮を剝きだす。


（果物一つで、何がそんなに嬉しいんだか……）


　モシャモシャと果物を食べつつ、良介は首をひねった。


　と、割り込むようにキュールが話しかけてくる。


「そういえば、良介さん聞きました？」


「……なにをだよ？」


「《雷神の雹テイールハガル》が言っていた特異者中の特異者《イレギュラー》ですけれど、二年以内に桃もも園ぞの学園の生徒の誰かが覚かく醒せいすると、彼らはそう予測しているみたいですわ」


「桃園学園で、まだ何か起きるんだ……」


　美菜の呟つぶやきに、リサラが答えた。


「仕方ないわ。ガルダーブロウグはもうずっと、桃園学園で《イレギュラー》を探さがしていたみたいだもの。ガルダーブロウグはね、霊れい力りよく補給と自分の研究の実験をしている最中に、良介の存在を知って……《ファヴニール》を使う計画を立案したみたいよ。それが今回、ピグノート家であった騒そう動どうってわけ」


「なるほどね。いい迷めい惑わくだな……」


　良介がうんざりと頭かぶりを振る。


「それから、その《イレギュラー》への対応だけど、私と良介、おまけでキュールがやることになるみたいね」


「はぁ、なんでそうなるんだよ」


　リサラの言葉に、良介が信じられないといった表情で振り返る。


「お母様が、ピグノート家に援えん軍ぐんを呼ぼうとしたら来なかったでしょ？」


　良介が、頷うなずく。


「あれ、シゲイルの叔父様が、レストール家の中央スピリットマネー倉庫に鍵かぎを掛かけたからなんだって。おかげで、レストール家は満足にスピリットマネーを補給出来ないのよ」


「なんでも《雷神の雹テイールハガル》から借りた術式だそうで、解読出来ない状態みたいですわね」


　リサラが喋しやべっている中、キュールが割り込んできた。するとすかさずリサラが、言葉を続ける。


「だから、単独で霊力を補給出来る私達が、前と変わらず桃園学園で活動することになったのよ。ついでに、良介の魂たましいの調査も兼かねるんだけどね」


　リサラのその言葉に、良介は思わず眉まゆをひそめた。


「俺を調べるってどういうことだよ」


「《イレギュラー》候補の一人ってことよ、良介が」


　リサラの言葉に、良介は目を瞬かせた。


「俺が？　ええと、常人の半分しか霊力がない、この俺がその特異者の中の特異者とかいう《イレギュラー》候補だって？」


「ええ、お母様が候補に入れたわ」


「来たっ、来た来た来たっ、俺のモテ期が来た！　そうか、俺、やっぱりスゲーのかっ。俺の時代到とう来らいか！」


　自然と拳こぶしに力が入る。が、そんな良介の期待感をリサラが一言で粉ふん砕さいする。


「なに真に受けてるのよ」


「へ？」


「お母様が、私と良介が一いつ緒しよに活動出来るように、そう理り屈くつを付けてくれたのよ」


「ええと、え？」


「当然でしょう。私の霊力供給源ってだけなら、貴方あなたよりも霊力の高い人間に《グラム》を使うべきだもの」


「なるほど……美菜とかの方が、霊力高いもんな」


「え、でも私より良介くんの方が……」


　美菜が、良介をチラっと見る。


「美菜……哀しいけど、事実は事実だ。お前とカエサルの方が、霊力全然高い……」


「その通り。でも、ほら……その慣れってあるじゃない。その辺りを考こう慮りよして、お母様は貴方に《グラム》が刺さったままに出来るように、候補に入れてくれたのよ。貴方が《イレギュラー》候補なら、側そばに私が居て当然だもの」


　リサラのために《イレギュラー》候補に、可能性がないにも拘かかわらず指名されたということらしい。


「待て、よく考えたら俺ってば《ファヴニール》が抜ぬけた後に、《グラム》を覚かく醒せいさせたぞ。やっぱりほらその《イレギュラー》なんじゃないか？」


「それに関しては、レストールの研究部門から報告が出てますわ」


　キュールが言う。


「数度に亘わたって《ファヴニール》から漏もれた霊力が、良介さんの魂たましいに蓄ちく積せきされていた可能性が高いそうですわ。ええと『覚醒はその蓄積分を使ったと思われる。そして今後も、数回は覚醒の可能性がある』って報告でしたわね」


　トドメだった。


「う、う[image: ]……回数限定ヒーローなのね、俺」


「ま、そうじゃない可能性もあるから《イレギュラー》候補っていう、アルメイア伯お母ば様の提案も、すんなり通ったんですけれどね」


「なるほどね……。なぁ、それより強い助すけっ人ととか来ないのか？　こう、胸の大きな美少女死神とか」


　キュールが苦く笑しようしながら答える。


「ピグノート家で見つかった《雷神の雹テイールハガル》の資料から、掃そう討とう作戦をやるようですので、当面人手の追加はないそうですわ」


「ってことは《雷神の雹テイールハガル》の連中が来ても、回数限定で戦うしかないのか……」


　良介はそう言いながら、自分の胸に手をやった。


　思えば、いつも《グラム》のおかげで勝ってきたようなものだった。幾いくら自分の興奮で霊力が出たとしても、結局は《グラム》の力で勝ってきたのだ。


（……そうだよな。俺の力じゃなくて、《グラム》の力なんだよ。頼たより切って、随ずい分ぶんと無茶をしてきたなぁ）


　思わず苦にが笑わらいが浮うかぶ。


「良介？」


　リサラが、どうしたんだろうと声を掛かけてきた。


「いや、なんて言うのかな。《グラム》が使えなくてもどうにか、うん、どうにか出来るようになりたいなって思ったんだよ」


　良介の答えに、リサラが何度もパチパチと瞬まばたきをする。


「……驚おどろいたわ」


「なんだよ」


　憮ぶ然ぜんとして良介が答えると、リサラは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「ありがとう、良介。巻き込まれただけなのに、頑がん張ばろうって思ってくれるのね」


「……え、いや、まぁ、よく考えたらそうだよな」


　指し摘てきされて初めて気が付く事実。そうだった、自分は巻き込まれただけなのだ。


「今から降りる？　私は……」


　リサラが、しばらく口を閉じる。そしてゆっくりと開けた。


「私は、良介が本当に降りたいのなら」


「あのなリサラ。お前ってば本当に成長がないな」


「え？」


「俺がお前のお願いを断ったことあるかよ。まして、《雷神の雹テイールハガル》の連中に好き勝手されたら俺達だって困るんだろ。なら……まぁ、《グラム》に頼らないでもお前達の足を引っ張らないで済むように、俺も俺に出来ることをするに決まってるじゃないか」


「良介……」


　リサラの瞳ひとみが潤うるむ。そんな顔をされて良介は、妙みように気き恥はずかしくなり慌あわてて顔を背そむけた。そして照れを振ふり払はらうように、目を閉じて考える。


（玉たま野の先せん輩ぱいにお願いして、ボクシング部に入って体を鍛きたえるとか……うう、その程度しか思い付かないぞ）


　出来ることがあまり思い付かない良介だった……。


　ウンウンと唸うなっていると、キュールがいきなり良介の胸むな元もとのボタンに手を伸のばしてきた。


「えっ……何してるんだ、キュール？」


「湿しめっぽい話はここまでですわ。良介さん、汗あせをかいているでしょう？　キュールが体を拭ふいてあげますわね」


　キュールがそう言いながら、リサラとの間に身を乗り出してくる。


「だ、だったら、それは私がやるわよ。一応、契けい約やく者なんだし！」


　対たい抗こうするように、リサラが慌てて濡ぬれたタオルを持ち出した。


「いいえ、キュールに任せて下さい」


　キュールまで濡れたタオルを手に持つ。


「あ、あの二人とも仲良くした方が……」


　美菜が仲裁に入ろうとするが、リサラもキュールも聞いちゃいない。良介の前で睨にらみ合い──互たがいのタオルを奪うばい始める。


　べちゃん。良介の頭に濡れたリサラのタオルがクリティカルヒット。


「何するのよ！」


　べちゃん。今度はキュールのタオルが良介の顔面にクリティカルヒット。


「お姉様こそ、何をするんですの！」


「あ、あのあの、二人とも仲良く……」


　美菜の仲裁を、またもや二人とも聞いちゃいない。


「良介さんっ、良介さんはキュールに体を拭いて欲しいですわよね！」


　いきなりキュールが良介の頭部を引き寄せる。


「良介っ、嫌いやなら嫌って言っていいのよ！」


　負けじとリサラが良介の頭部を引き寄せた。


「あの二人ともダメだってば！」


　美菜が二人を押おし留とどめようと、覆おおい被かぶさってくる。


「わぷぅっ」


　結果、三つのおっぱいが良介の頭に密着した。


　美菜の豊かすぎるおっぱいと、キュールの未発達ながら既すでにふくよかなおっぱいと、リサラの──おそらくはもう育たない──うっすいおっぱいが、良介の頭部を包み込む。


　幸せだけど、息が出来ません。


　しかもっ、タオルで濡れた良介の頭部を抱かかえたせいで、


（ブ、ブラジャーがっ、三人のブラジャーが透すけてっ、濡れ透けぇぇっ!?）


　上着が透けてブラジャーが見えてきているのだ。


　ちょっとだけ美菜のおっぱいから解放されている目が、左右に動く。


　リサラは、今日はどうやら赤いブラジャーだ。


　キュールは、白いブラジャー。


　下を見ると、美菜のブラジャーは……美菜らしくなく黒らしい。


（そういや、アルメイアさんに若い頃ころのを借りるとか……）


　いかに妹的に見てて普ふ段だんは異性と感じてない美菜といえども、超ちよう至し近きん距きよ離りで谷間と濡れ透けブラジャーを見せつけられると……興奮して全身が震ふるえてしまう。


「ああぁぁん」


　美菜が喘あえいだ。


「え、ええと良介くん……ふあぁんっ」


　ムギュムギュと良介の頭をおっぱいで包み込み、ついでにこの超至近距離での濡れ透けブラ……。




[image: ]


「くっ、くおぉぉぉぉぉぉおぉぉぉぉ」


　良介が歯がみして耐たえる。


「ぐ、ぐぅぅぅっ」


　必死に我が慢まんする。


　我慢して──いきなり解放された。


「え？」


「良介」


　ニコリと笑ってリサラが、良介の胸に手を置く。


　キュールは右手を顎あごにやり、左手で右みぎ肘ひじを持って思案顔だ。


「う、うーん、ちょっともったいないような。でもでも、リサラお姉様がいる所ってのは、やっぱり避さけるべきかな」


　キュールが苦笑し、


「あのその……エッチなのはイケナイと思います」


　美菜が恥はずかしそうに顔を背そむけた。


「ええと……あ、ああ」


　ポンッと良介は手を拍うつ。


　そう、どんなに精神的に我慢しても、良介の肉体は素す直なおだったのです。


　股こ間かんがボルケーノ。しかもただのボルケーノではなく、パジャマの社会の窓から下着ごとコンニチハ。


「はっはっは、お前ってば元気なヤツめ」


　お茶目に笑ってみるが、リサラの手は胸から離はなれなかった……。


「《折れた剣けんグラム》よ、リサラ・レストールの名において命ずる。このエッチな魂を吸い取りなさい！」


「えっ、ええぇぇっ、これは不ふ可か抗こう力りよくだから、てか冷静になれないって反省はどこに消えたぁ、俺《ファヴニール》もうないんだぞ────！」


「ちょっとしか吸わないから安心しなさい」


「意外に冷静だったぁぁぁぁぁ！」





　　　　※　　　※　　　※





　夏。


　そう人間界は今、夏真まっ盛さかりです。


　良介は、燦さん々さんと輝かがやく太陽を教室の窓から、見上げた。


　きっと今、この太陽の下で水着姿のお姉さん達が、キャッキャウフフしているはずだ。ああ、行きたい。その美しい体をじっくりと観察したい。


　でも今は、学校だった。


　そう登校日ってヤツだ。


　しばらく死神界で養よう生じようした後に人間界に戻もどってくると、すぐに登校日だったのだ。


　そして教室の扉とびらが開いて担任の乱らん橋ばし先生が、その小学生にしか見えない姿で入ってくる。その後ろには、見慣れない生徒が一人。


「は？」


　良介は固まった。


　いや、リサラも美菜もイリアも、一緒に固まっていた。


「初めまして。僕はライファン、玉野ライファンです。こんな時期の転校ですが、よろしくお願いするね」


　誰だれがどう見てもライファン・ピグノートが、男子の制服を着てにこやかに挨あい拶さつしていたのだった……。


　そして、何な故ぜかウインク。そう、良介に。


　突つき刺ささるリサラと美菜の視線……。


「なんだこれ……」


　リサラと美菜の疑ぎ惑わくの視線を受けつつ、良介は波乱の夏休み後半を予感したのだった。






　あとがき







　本作を手にとっていただきありがとうございます、橘たちばなぱんです。


　お久しぶりの方も初めましての方も、皆みな様さまの愛で私は生きております。特に美少女からの愛は募ぼ集しゆう中ちゆうです。美女でもいいです。男の娘こも可であります。


　さて『だから僕は、Ｈができない。』も気が付けば第五巻です。信じられません。思わずほっぺたをつねって確認してみたくなるくらい、信じられません。


　しかも来月十月には、ドラゴンエイジで好評連れん載さい中の岡おか霧ぎり硝しよう先生によるコミカライズ版『だから僕は、Ｈができない。』の単行本が出るっていうじゃないですか！


　やだもう信じられない。知り合いから美お味いしいお肉をおごってやる！　って聞くくらい信じられません。


　あちらのリサラも、桂かつら井いさんの描かくリサラに負まけず劣おとらず可愛かわいくて、自分も毎号毎号楽しみに読んでいます。もしよろしければ、是ぜ非ひ是ぜ非ひよろしくお願いいたします！





　さて肝かん心じんの五巻の内容なのですが、今回は色々と死しに神がみ界だったりレストール家のことだったりと普ふ段だんとちょっと違ちがう面を入れつつ提供しております。


　すこーしずつ良介のことなんかも出しつつ、どんな世界なのかを提示出来ていればなぁと。


　だがしかし。五巻最大のポイントは背中です。言い切れます。


　最近の橘ぱんは、女の子の背中もどうして中々素晴らしいということを再確認しているのです。白い背中、整った背骨のライン、肩けん胛こう骨こつ、ああこんなにも宝石が散らばっていたのかと。


　そんな熱いパトスが皆様に伝わればと、思っております。





　さて困った。いつも困ってるけど、本当に困った。


　今回、あとがきが長いのです。いつものページ数で終わらなかったもので、単行本がシリーズ初のちょっとページ数多いバージョンなのです。おかげであとがきのページ数もいつもより多いという、ＯＨ……。


　そろそろゲームとかアニメに逃にげたいです。


　アイマス２とか大好きなんです。


　生存戦略───────っ！　もしたいです。





　そうそう好きと言えば、橘ぱんは宴えん会かいとか大好きなのです、実は。


　で、類るいは友を呼ぶと申しますか、最近似たような方々と知り合う機会が増えまして、四巻から五巻の間に二度ほど大規模且かつおかしな宴会をやってまいりました。


　第一弾だん！


　ロンドンバス！


　二階建てのバスってあるじゃないですか。実はあのバスにバーカウンターが付属してるタイプがありまして、それを貸し切って都内を呑のみ食いしながら乗り回そうぜ！　という、訳の分からない企き画かくです。


　もちろん運転手さん付きですよ。飲酒運転だけはいけません。


　で、ラノベ作家さんだのなんだのが集まり、ビールやワインを呑みつつ都内をバスで走り回ったわけです。


　感想。なんだこのダメな大人達。


　修学旅行生にみんなで「いえ────い！」って窓から手を振ふるし。ええ、喜んで手を振り返してくれました！


　楽しかったです！


　そして第二弾！


　バトルシップ屋形船！


　いや、ロンドンバスの中で某ぼう富士見の作家さんが次は屋形船行ってみたいねと仰おつしやり、決行するはこびに。


　屋形船は隅すみ田だ川がわから東京湾わんへ。


　五分で酔よいつぶれる（船ふな酔よい）他レーベルの作家さん！


　全然、心配してあげない酷ひどいメンツ！


　俺とかは食い放題の肉を食べビールを呑み、行き交う船に手を振る！


　いやでも、築つき地じ市場を海から見るとか、浜はま離り宮きゆうの入り口とかかなり面白かったです。陸上からは決して見えない光景が見えたのは、色々と役に立ったなぁと。


　船から見上げるレインボーブリッジも、壮そう観かんでした。


　とても楽しかったです。


　そして重要なことが一つ。


　両方とも先せん輩ぱいや、頭の上がらない方々がいらっしゃったのですが、両方とも遅ち刻こく。二回とも俺、遅刻！　遅刻王橘ぱん。ひたすら土下座でした……。





　と、ここまで書いてからページ数を確認すると、まだまだあります。


　仕方がないので、橘ぱんの私生活でも（たぶん誰だれも知りたくない）書き連ねることにします。


　橘ぱんは、夏の訪れを感じるとタンクトップになります。


　朝の陽光を受けつつ、八時から十一時の間くらいに起き出し、寝ね間ま着きのタンクトップを脱ぬいで、昼着のタンクトップに着き替がえます。


　昼過ぎにコンビニへ行く姿がよく見かけられます。


　月曜日はジャンプ。水曜日はサンデーを買う場合が多いようです。


　コンビニで麵めん類るい系の朝ご飯兼けん昼ご飯を買うと、お行ぎよう儀ぎ悪くテレビや雑誌を読みながら食事をします。


　一時になると再びパソコンの前に座ります。


　ですがインターネットが接続してあるパソコンだと、日がな一日Ｔｗｉｔｔｅｒやニュースサイトで遊ぶことを学習したようで、最近はスタンドアローンパソコンを仕事用に設置して、そっちで仕事する進化を遂とげました。


　そのおかげで仕事の進しん捗ちよくが劇的に上がっているものの、生来の怠なまけ者ものなので、漫まん画がを持ち込んで全然進まないことも多々あるとの報告を受けています。


　また、夕方になると悪い友達からお酒や美お味いしいお肉を食べに行こうぜ！　と、編集のキャサリンの胃がキリキリ痛みそうな誘さそいがあり、五秒ほど真ま面じ目めなフリをして悩なやみ、基本的には必ず夜の街に出かけます。


　作家さんや絵え描かきさん、シナリオライターの中には、自分をセーブして呑み食いをして、家に帰った後に働くよい子も多いのですが、橘ぱんは基本的に夕飯を食べたら働きません。飲み食い始めたら自重なんて言葉は知りません。


　家に帰っても、アニメを見たりゲームをしたり漫画を読んで、夜を過ごします。


　そして時々、飲み過ぎて二日酔いになります。


　この夜の行動については、某飯いい田だ橋ばしにあるという査問会で、そろそろ鎖くさりに繫つないだ方がいいんじゃないか。いいや鎖では生ぬるい、閉じ込めてしまえ。等の意見が出ているとか出ていないとか。


　そんな編集さん達をあざ笑うように、先日は編集部すぐ近くの鰻うな屋ぎやに誘われてうな重を食べている姿が目もく撃げきされています。ちなみに原げん稿こうは上がっていませんでした。


　また、誘われない夜は近所のジムに行き、プールで泳ぐ健康的な姿も目撃されますが、その後はそのまま行き付けの焼き鳥屋に入り、結局仕事しません。





　……自分で書き連ねながら、涙なみだが出ました。


　これ違う。これ絶対、社会人と違う。ただのダメな人だ。終わってる人だ。


　いや、朝から夜までずっと籠こもって働く時もあるんですよ。マジやばい、超ちようやばい、殺されるって時は。


　まぁ、あとは夕方近くなると犬と五キロから十キロくらい散歩するってことでしょうか。ネタを考えたりするのは、この散歩の時間がメインです。歩きながら物を考えるのって、不思議と進むものです。川沿いを歩きながら、リサラの背中は白くてエッチだなぁと考えている姿は、そのうち通報されても仕方ない気がします。





　さて最後になりますが、実はゲーム開発系の知り合いに声をかけられて、三月十一日に発生した「東日本大だい震しん災さい」向けの支し援えんプロジェクトに参加いたしました。デジタルコンテンツを作り、その売り上げをそのまま支援金として送ろうぜ！　という、まぁあまり難しいことを考えていないプロジェクトです。


　その第一弾として、Ａｎｄｒｏｉｄアプリ『デジタル留学生〝ヨゾラ〟』が七月二十七日に公開されています。ｉＰｈｏｎｅ版もこの五巻が出る頃ころには公開と聞いています。自分はキャラクターの台詞せりふ等で、微び力りよくながらお手伝いさせてもらっています。もし興味を持っていただければ（http://www.cagsp.org/）にアクセスしてもらえると嬉うれしいかなぁと。





　というわけで長々と書き連ねましたが、そろそろあとがきを終えようと思います。


　いつも通り、基本的には頭の悪い、お気楽な本ですけれど、皆様のおかげでここまで続けることが出来ています。あまり気負わずに気楽にお付き合いしてもらえれば幸いです！　それでは次もあるらしいので、六巻でお会いしましょう！







美味しいジンギスカンを食べたい　橘ぱん





だから僕ぼくは、Ｈができない。５


死しに神がみと失うしなわれた王おう家け





橘たちばな　ぱん
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